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　猫のように体を丸めた少女が、掛け布ぶ団とんを頭から被かぶり、ベッドの上で震ふるえていた。

　建て付けの悪い窓まど硝子ガラスを、風がガタガタと揺らす。まるで、夜の闇やみに紛まぎれた招かれざる客が、窓を外して部屋に侵入しようとしているかのようだ。

　しかし、幼い心を恐怖させるのは、なにもこの風の音ばかりではない。より恐ろしいものが時折、地の底から響ひびいてくる。それは、身の毛もよだつような獣けものの遠とお吠ぼえだ。

　──また聞こえた。

　たまらず小さな悲鳴を上げると、女の子は枕まくらを抱かかえたままベッドから這はい出る。

　あっちこっちに跳はね上がった彼女の亜あ麻ま色いろの髪が、その慌あわてぶりを物語っているかのようだ。

「眠れないのかい？」

　狭い部屋の片かた隅すみから声をかけられた。見れば、薄うす汚よごれた椅い子すに腰かけた少年が、ランタンの淡い灯あかりを頼りに読書に勤いそしんでいた。彼は、手にした本を閉じると、そっとテーブルに置く。

　年の頃ころは、女の子より五つばかり上だろうか。彼女と同じ亜麻色の髪をした穏おだやかそうな少年である。

「兄さん！」

　女の子は今にも泣き出してしまいそうだった。その様子に少し驚おどろいた少年は、妹をあやすように優やさしく頭を撫なでる。

「怖い夢でも見たのかい？」

「違うの、聞こえるの」

「聞こえる？　何が？」

「怖い怪物の鳴き声。お化けの鳴き声かもしれない」

　そう言うと、女の子は俯うつむいて黙ってしまった。小さな肩を震ふるわせている。彼女は、兄の言葉を期待して待っているのだ。物知りな兄ならば、怖い鳴き声の正体を知っているに違いないと。

「……ああ、さっきの鳴き声だね。あれは、きっとレプトイドだよ」

「れぷといどって、蜥蜴とかげのお化けの？」

「お化けじゃないよ。レプトイドは、地底に棲すむ呪のろわれた獣けものさ」

「兄さんを攫さらったりしない？」

　女の子は、なにか不吉な予感めいたものを感じていた。しきりに、心配そうに兄を見やる。

「ううん、しないよ」

「でも、人に化けて悪いことするんでしょう？」

「そうだね。奴やつらは人間のふりをして、街に紛まぎれ込んでくる。悪いことをする時には、正体を現すんだ。鋭い牙きばと爪つめが生えてきて、体は硬い鱗うろこに覆おおわれる。だけど、怖がることなんてないんだよ？」

「どうして？　怖いよ……」

「怖くないよ。だって、おまえの体にも、ぼくの体にも、アイギスがあるんだからさ。神様が与えてくださった絶対に壊れない無敵の盾たてが。だから、誰だれもぼく達を傷つけることなんてできないんだ」

「神様が、護まもってくれるの？」

「そうだよ。教会でも教えてもらっただろう。レプトイドの牙や爪から護るために、神様は人間にアイギスをくださった。だから心配ないよ」

　女の子はしばらく考え込んでいたが、兄の平気そうな顔を見ていると、いつものように安心できた。

「うん。そうだね、大だい丈じよう夫ぶだね」

「あ！　でも、もしかしたら……」

「え？」

「神様を信じていい子にしていないと、神様はアイギスを取り上げてしまうかもしれないね。ベルは、いい子にできるかな？」

「で、できるもん！」

　からかわれて、小さな頰ほおを膨ふくらませる。

　気が付けば、恐怖の使者はいつの間にかどこかへ去ってしまっていた。あれだけ怖くて堪たまらなかったのに、今は不思議と落ち着いている。そればかりか、ぬくもりに包まれているような心地さえした。

　これが、兄の与えてくれた安らぎだったのだと、後々彼女は気付くことになる。悲しいことだが、失って初めてその大切さを知る日が訪れる。そして、いつまでも色いろ褪あせぬ思い出として、その胸に刻み込まれてゆくのだ。
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「──怖くなんかないよ。だって、あなた達の体にも、わたしの体にも、神様が与えてくださったアイギスがあるんだから。誰だれも、わたし達を傷つけることなんてできないの。だからね、怖くなんかないのよ」

　薄うす暗ぐらい一室に、励はげますような明るい声が響ひびく。

　聖せい盾じゆん教会の異い端たん審しん問もん官かんベルヘルミナ・バスカヴィルは、記憶の糸を辿たどり、幼き日に兄から貰もらった言葉を口にしていた。

　あれからもう十年も経たつ。敬けい虔けんな修道女として生き、十七歳になったベルは、今ではすっかり、一人前の審問官として周囲から扱われるようになっていた。

　だからこそ、今度は自分がここにいる子供達を勇気づける番になったのだと、ベルは自身に言い聞かせる。昔せき日じつの兄が、そうしてくれたように。

　ところが、思いとは裏腹に、子供達からは怯おびえの色が一向に消えない。よほど怖い目に遭あったのだろうか。

　ベルは、子供達と同じ目線になる必要性を感じた。

　やや足元が揺れて不安定ではあるが、さして問題ではないだろう。修道服の裾すそを膝ひざの裏あたりで押さえると、屈かがみ込んでみせる。

　腰まで伸びた長い髪を後ろで編んでいるため、ウィンプルから垂れた亜あ麻ま色いろの房ふさが、体の動きに合わせてそっと揺れた。黒を基調とした修道服と、輝く髪のコントラストが美しく映える。

　ベルは顔立ちこそあどけないが、魅み力りよく的てきなプロポーションの持ち主である。世の男性で、彼女のこうした仕草に心を躍らせる者は少なくない。とはいえ、今のこの緊張下で、そんなゆとりのある者はいないだろう。ましてや、ここにいるのは子供ばかりだ。

「安心して、わたしは異い端たん審しん問もん官かんなの。こう見えても強いんだよ～」

　ベルは、努めて明るく振る舞った。

　カビだらけの板いた壁かべに囲まれたこの船倉には、ベルの他ほかに十二名の児童がいる。

　小窓から差し込む僅わずかばかりの日差しが、積み上げられた大小さまざまな木箱と、生気のない幼い表情を映し出していた。

　子供達が萎い縮しゆくするのも無理はない。彼らは、誘ゆう拐かい事件の被害者なのだから。

　ベル達異端審問官は、その名のとおり、神の正統なる意志に背そむく異端者に対し、徹底した調査と審問を行なう聖せい盾じゆん教会の尖せん兵ぺいである。その審問官が誘拐事件に出張ってきているということは、誘拐事件の犯人一味に、異端の嫌疑がかけられていることを示していた。

　この千年都市アーモロートには、人間そっくりに擬ぎ態たいするレプトイドという蜥蜴とかげの怪物が潜伏している。だが、彼らは神に呪のろわれているため、アイギスを持たない。そのことからレプトイドが化けた人間を教会では主に、異端者と呼称し、取り締まりの対象としていた。異端の嫌疑がかかれば、審問官による徹底した調査と審問が行なわれるのが通例であり、ベルがあたっているこの案件も、その例に漏もれない。

　ベルは、ある情報源から、アーモロートの運河を行き来する運うん搬ぱん船せんの一つが、レプトイドのアジトをカモフラージュしたものだと知らされた。大型の乗り物をアジトに選ぶとは考えたものだと感心しながら、積み荷に紛まぎれ込んで、こうして潜入を果たしたわけである。

　しかし、ここに至って思わぬアクシデントに見舞われた。子供達を発見できたはいいものの、彼らがパニック寸前に陥おちいってしまっていたのだ。彼らに落ち着いてもらわなければ、脱出の際に支障をきたしてしまう。

　この運搬船も、今は係留所に停泊しているが、いつまた出航するかわからない。行動を起こすなら、このタイミングをおいて他にないだろう。

　子供達からの反応は乏しいが、ここで諦あきらめる気はさらさらない。

　ベルは、大勢の子供達の中から、最も年少と思われる児童を選んで声をかけてみる。

「はじめまして。わたしは、ベルヘルミナ・バスカヴィル。ベルって呼んで」

「……」

　その子は、思い出のなかの幼いベルと同い年くらいの女の子だった。肩のあたりで切り揃そろえられた少女の髪は、銀髪……いや、白髪だろうか。幼い子供にしては目を引かれる色だ。髪の色と相まって、その肌はだも雪のように白い。

　女の子は一言も発さず、無表情のまま、隣となりにいる少年の後ろに隠れてしまった。

「あれ？」

　ベルは間抜けな声を上げた。怖がられてしまったのだろうか。

「……妹は、生まれつき口が利きけないんだ。ぼくが代わりでもいいかい？」

　隣にいた少年が、しっかりとした声で代弁者を申し出た。口振りからすると、彼は、後ろに隠れてしまった女の子の兄なのだろう。年は十二歳くらいだろうか。

　一いつ瞬しゆん、ベルは言葉を失った。この兄妹きようだいが、幼い頃ころの自分と兄ではないかと、あり得ない錯さつ覚かくに囚とらわれてしまったのだ。それだけ彼らは、昔の自分達と瓜うり二ふたつに感じられた。もちろん、そんな荒こう唐とう無む稽けいなことがあるはずがない。だいたい、自分はここにいるではないか。それに、少年の顔立ちは幼い頃の兄とよく似ているが、瞳ひとみの色と髪の色はまるで違う。彼の髪は白雪のようだし、瞳は赤みがかっている。一方、兄の髪はベルと同じ亜あ麻ま色いろで、瞳の色だってベルと同じ翡ひ翠すいのような色だ。なぜ、こんな奇妙な幻げん想そうを抱いだいてしまったのだろうか。

　ベルは気を取り直すと、代弁者を務めたいという少年の申し出を、快く受け入れた。

「ええ、もちろん」

「よかった」

「ごめんなさい。その子、怖がらせちゃったかしら？」

「そんなことないよ。妹はあなたを怖がっているわけじゃない。レプトイドを怖がっているんだ。もし、逃げようとして、また捕まったらどんな目に遭あわされるかって……」

　少年の言葉に我が意を得たのか、白髪の少女は、兄の陰からこちらに顔を覗のぞかせていた。

　すると、兄妹の意見に便乗するかのように、他ほかの子供達も口々に不安を訴えてくる。

「レプトイドは凄すごい力なんだよ？」

「怖いし、大きいんだよ？」

　ベルは、ほっとした。この少年のおかげで、ようやく子供達と会話が成立しそうだ。

「そうね。でもアイギスは、そんなレプトイドの牙きばや爪つめから、わたし達を護まもるためにあるのよ。どんなに力が強くても、爪が鋭くても、アイギスは砕けない。どれだけ大きな体でも、恐ろしい顔でも、わたし達が怖がらなければ、レプトイド達は何もできないの。だから、大だい丈じよう夫ぶ！」

　ベルは、力強く自分達の優位を子供達に伝えた。実際、ベルの言うように、レプトイドは人間に傷を負わせることができない。ただ、傷は負わせられなくても、力ずくで組み伏せて拘こう束そくすることはできるだろうし、恐ろしい容よう貌ぼうを利用して脅きよう迫はくすることだってできる。ここに監禁されている子供達は、おそらくそうした手段でレプトイドに捕らえられたのだろう。つまり、レプトイドが脅きよう威いとなるのは、数に任せて捨て身で挑んできた時と、こちらが恐れを抱いてしまった時くらいのものである。どちらにしろ傷つけられない以上、そうそう命の危険はない。

　説得が功を奏したのか、子供達は徐々に平常心を取り戻しつつあるように見えた。恐怖の呪じゆ縛ばくからは抜け出せたようだ。

「じゃあ、みんなでここから逃げましょう。神様が見守ってくださってるわ」

　ベルが、彼らを誘導しようとした瞬しゆん間かん、隣りん室しつで微かすかに足音がした。はっとなって、壁かべ際ぎわで耳をそばだてる。

　足音は二つ、いや三つだ。情報どおりなら、この運うん搬ぱん船せんを根城にするレプトイドの数は三匹。隣室には、全個体が揃そろっていることになる。

　連中は、こちらに近づいてくる様子もなく、思い思いの動きをしていた。どうやらベルの潜入に気付いたわけではないようだ。いそいそと何かの準備をするかのように動き回っている。

　そうか、出航が近いのだ。ベルはすぐさま状況を把は握あくした。もはや、子供達をこっそり逃がす余裕はない。次の停泊まで脱出の機会を見送れば、十中八九、潜入に気付かれてしまう。そうなれば、レプトイドは間違いなく逃亡を図るに違いない。ここにいる子供達は救出できても、連中は次の被害者を探し求めるはずだ。まさに、イタチごっこになる。

　ならば、このタイミングでの強きよう襲しゆうこそがベストな選せん択たくだろう。ベルは決断した。レプトイド三匹を残らず拘こう束そくし、子供達の安全を確保する──これが最善の策だ。

　ベルは、両手の白いグローブをきっちりはめ直すと、床板に置いていた槍やり状じようの歪いびつな鉄てつ塊かいを持ち上げ、扉の前に立った。彼女が手にしているこの長なが物ものは、あらゆる状況下における拘束と審しん問もんを目的として作られた、異い端たん審問官専用の仕掛け道具である。名を、トーメント・デバイスといった。

　トーメント・デバイスの先端には、大きな十字架が取り付けられており、接続部からは幾つかの歯車が姿を覗のぞかせていた。一見すると、アンバランスな槍のようにも見える。しかしそうかと思えば、引き金が付属しており、銃じゆう床しようのような部位もある。そして、その奇態に拍車をかけているのが、柄えに蛇へびのように巻きついた長い鎖だろう。中心部から下端の石いし突づきにかけて、巻まき尺じやくのように鐵くろがねの鎖が伸びているのだ。まさに、異様と呼ぶに相応ふさわしい形状である。

　ベルは子供達を励はげますため、背中越しに頷うなずいてみせる。そして、トーメント・デバイスを大きく振りかぶると、鍵かぎのかかった木製の扉を一気にぶち破った。




　けたたましい音を立てて、木板が粉砕された。舞い上がった埃ほこりを搔かき分け、漆しつ黒こくの修道女が躍り出る。

　ベルは、一目で室内の状況を把握した。そこには、木製の大きなテーブルが置かれており、その机き上じようは小物で雑然としていた。武器の類たぐいは見当たらない。これなら、犯人に集中できる。

　視線を巡らせれば、三人の船員が血相を変えてこちらを凝ぎよう視ししていた。予期せぬ闖ちん入にゆう者しやの登場に、泡を食ったのだろう。

　このまま奇き襲しゆうをかけて拘こう束そくしてしまうこともできるが、ベルはそうしたやり方を好まなかった。異い端たん審しん問もんは一つ間違えれば、相手の人生を狂わせてしまう。間違いがないよう細心の注意を払うべきだと己おのれを律し、これまでもそうした姿勢を貫つらぬいてきた。それこそが、公正な審問官としての義務だと信じているからだ。この瞬しゆん間かんも、その考えに迷いはない。目の前にいる三人の船員が、神に呪のろわれた異端者──レプトイドだという証拠はまだないのだから。

「異端審問官ベルヘルミナ・バスカヴィルです。これより、あなた達を異端の嫌疑で審問します。身の潔白を訴えるのであれば、神妙になさい！」

　凜りんとしたベルの口こう上じようが、船内に響ひびき渡った。

　船員達は互いに顔を見合わせると、間髪入れずに行動で答えを示した。彼らの体が大きく盛り上がったかと思うと、瞬またたく間に全身を鉛なまり色いろの分厚い鱗うろこが覆おおった。体たい軀くも一回りは大きくなっている。丸太のように太くなった四し肢しには、鉄の刃やいばのような爪つめが生え揃そろい、獲え物ものを求めるように蠢うごめいていた。

　グロテスクな変身を終えた男達は、唇くちびるを捲めくり上げ、立ち並んだ鋭い牙きばを剝むき出しにすると、肌はだに粟あわを生じさせるような唸うなり声を上げる。

　正体を現した彼らの姿は、まさに二足歩行の巨大な蜥蜴とかげだ。この風ふう貌ぼうを見て、人間として根源的な恐怖を呼び覚まされない者はいないだろう。子供達が脅おどされ、虜とりことされたのも無理からぬ話だ。
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「おのれ、審しん問もん官かんがああああ！」

　腹に響ひびく咆ほう哮こうを上げて、二匹のレプトイドがテーブルを乗り越え、ベルをめがけて跳ちよう躍やくしてきた。数の優位を利用し、力ずくで取り押さえてしまおうという腹づもりのようだ。

　だが、ベルからしてみれば想定内の行動だった。審問を開始した途と端たん、逆上して正体を現すレプトイドは少なくない。

「異い端たん者しや、レプトイドと認識しました。審問を中断し、トーメント・デバイスによる拘こう束そくを行ないます！」

　言うが早いか、ベルは素早く得え物ものを操作する。巻きついていた鎖を瞬しゆん時じに解ほどくと、まるでトーメント・デバイスから長い尾が出現したようになる。

　ベルは、トーメント・デバイスを大きく振り回して勢いをつけた。向かってくる一方のレプトイドに狙ねらいを定め、本体と鎖との連結部を外す。

　両端に分ふん銅どうがついた鎖が解き放たれ、円盤のように回転しながらレプトイドに飛来する。

　虚を衝つかれたレプトイドは、遠心力に乗った鎖分銅の虜とりことなった。まるで二匹の蛇へびが餌えさを締め上げるように絡からみつくと、瞬またたく間に巨体を雁がん字じ搦がらめにする。哀あわれな被食者はバランスを崩し、もんどりを打って転倒した。しばらく、この拘束から逃れることはできないだろう。

　──まず、一匹。

　接近してくるもう一方のレプトイドは、すでにベルの眼前にまで迫っていた。瞬発力をはじめ、レプトイドの身体能力は人間の比ではない。

　涎よだれを撒まき散らしながら、レプトイドは凶暴な咢あぎとを開ける。

　迫りくる牙きばを避よけきれないと判断したベルは、素早く右手でトーメント・デバイスの一部を取り外すと、その小さな物体を握ったままレプトイドの口内へと拳こぶしを突き入れた。この行動をスローな刺し突とつとでも思ったのか、レプトイドは嘲あざけるように細い右腕に咬かみ付く。修道服の袖そでを荒々しい牙が穿うがった。万まん力りきのような顎あごでベルの右腕を封じ、そのまま体重をかけて捻ねじ伏せようというのだろう。

　ところがその時、まるで花はな弁びらが開くように、薄うすい光の膜まくがベルの右腕に広がった。

　アイギスの発動である。

　鋭い牙を上下から突き立てられたというのに、目に見えない障しよう壁へきがそれを防ぐ。ベルは痛みを感じないばかりか、傷一つ負っていない。

　即座に反撃が始まった。ベルが右腕を捻ひねりながら引き抜く。すると、咬み付いていたレプトイドが大きく口を開いて悲鳴を上げた。解放されたベルの右手が握りしめていた物、それは連結された二本の腕部と、鋸のこぎり歯ば状じようの顎がく部ぶを持つ小型の工具──鉄製のペンチだった。ペンチの先には、血ち塗まみれの牙が一つ挟はさまれている。

　牙を無理矢理引っこ抜かれたレプトイドは、激痛のあまり両手で口を覆おおう。その隙すきを見逃すベルではない。再び得物を操作すると、トーメント・デバイスの先端部の十字架が二つに割れ、歯車の回転とともに、左右へスライドした。その形状は、まるで刺さす股またのようである。

　柄えを握り締めると、ベルは力一杯レプトイドの首を突いた。とても避よけきれる状況ではない。レプトイドの巨きよ軀くが宙に浮いたかと思うと、そのまま板いた壁かべに磔はりつけにされる。頑健なレプトイドであっても、相当こたえたのだろう。衝しよう撃げきで意識を失ったようだ。

　──これで、二匹。

　残るは奥に残った一匹だけだと意気込んで、最後のレプトイドに向き直った時だった。ベルの目に、こちらに向けて大きく咢あぎとを開いているレプトイドの姿が飛び込んできた。その喉のどの奥には、赤い炎が燻くすぶっている。

「サラマンダー!?」

　ベルは、最初にこの個体から狙ねらわなかったことを後こう悔かいした。

　炎を吐くタイプのレプトイドは、教会でレベル２の危険度にカテゴライズされており、サラマンダーという通称で呼ばれている。

　サラマンダーの個体数は、通常のレプトイドに比べて少ないが、そのぶん手を焼かせる相手である。こと船上での遭そう遇ぐうは厄やつ介かいだ。炎を吐かれても、アイギスのおかげで火傷やけどを負うことも焼死することもないが、船を燃やされて逃亡を図られれば面倒なことになる。

　また、問題はそればかりではない。もし、服を燃やされてしまったら、ベルは子供達の前であられもない姿を晒さらすことになってしまう。これもまた審しん問もん官かんとして、一人の女性として、なんとしても避けたい未来だ。

「もう、肝かん心じんな情報が抜けてるじゃない！」

　思わず文句が零こぼれ出た。情報の提供者からは、サラマンダーがいるなど一言も聞いていない。とはいえ、ここにいない相手に文句を言ったところで、どうにもならなかった。

　審問官の困惑などお構いなしに、炎が長い舌を伸ばしてくる。転がるように回避したベルだったが、僅わずかに遅く、左ひだり脚あしを炎の舌に搦からめ捕られてしまった。

　左脚に、薄うすい光が花はな弁びらのように広がった。再びアイギスが発動したのである。火傷こそ負わなかったが、案の定、修道服の裾すそを大きく焦こがされてしまい、丈たけが短くなってしまった。ストッキングもブーツも黒焦げで、白い脚が露あらわになる。裾を押さえて、ベルは赤面した。

　恥ずかしさのあまり退散を決め込みたいところだが、今はそんな悠ゆう長ちようなことを言っている場合ではない。困ったことに、先さき程ほどの炎は床板に引火したらしく、足元では、めらめらと赤いダンスが始まってしまった。その開演を見届けると、サラマンダーは踵きびすを返して、甲かん板ぱんに繫つながる上り階段に向かって疾しつ走そうしてゆく。

　ベルは歯は嚙がみした。やはり、サラマンダーは船を焼いて逃げるつもりなのだ。

　レプトイドの足の速さに加え、進路を遮さえぎる赤い妨ぼう害がい者しやがあっては、後を追ったところで、とても追いつけないだろう。……こうなった以上、近道しかない。

　即断したベルは、気絶したレプトイドを縛いましめているトーメント・デバイスを引き抜くと、またしてもその一部を取り外した。

　手に握ったのは、円筒状の鉄てつ塊かいだ。その先端部は金かな槌づちを思わせるように膨ふくらんでいる。

　ベルは鉄の筒についているピンを引き抜く。このピンを外すことにより、筒内の信管に点火させ、爆発を引き起こす──そう、この鉄の筒は、擲てき弾だんなのだ。

「みんな、何かに摑つかまって！」

　背後の船倉にいる子供達に力一杯叫ぶと、ピンの抜けた擲弾を、前方の天井めがけて投げつけた。

　爆音とともに、激しく船が揺さぶられる。パラパラと木片が降り注ぎ、黒煙が立ち上った。

　強風によって、すぐさま煙が搔かき消されると、一気に頭上が開けた。黄昏たそがれに染まった空が露あらわとなっている。ベルは見事に、甲かん板ぱんへの最短ルートを開通させてみせたのだ。

　そうはいっても、大穴の開いた天井まではずいぶんな高さがある。人の身であるベルでは、到とう底ていこの高さを跳とんでいけるわけがない。そのことをすぐに見破ったのであろう、穴の縁へりでは逃走を図ったサラマンダーが、ベルを見下ろして勝ち誇ったように嘲ちよう笑しようした。そして、自慢の跳ちよう躍やく力りよくを活いかし、悠ゆう々ゆうと大穴を跳び越えてゆく──はずだった。

　だが、これこそがベルの狙ねらいなのだ。もともと、この穴から外に出ようと思っていたわけではない。器用にトーメント・デバイスを操り、今度はマスケット銃のような形状に変形させる。長かった柄えはたちまち収縮し、十字架の先端からは厳いかつい銃身が現れた。

　ベルは、流れるような動作でそれを抱かかえ込むと、上空のサラマンダーに照準を定めて引き金をひく。

　銃声の直後、茜あかね色いろの空を舞っていたサラマンダーが体勢を崩し、船倉へと落下してきた。

　ベルの放った銃弾が、逃亡者の右みぎ脚あしを見事に撃ち抜いたのだ。しかし、銃弾を一つ脚に浴びたくらいで、頑強なレプトイドが歩けなくなるとは思えない。

　すぐさまベルは、詰めの一手を打つ。腰に下げたポーチから小こ瓶びんを取り出すと、中に入っていた液体をサラマンダーに向かって振りかけた。どろっとした感触の黒い液が広がってゆく。

「もし、また船を焼いて逃げようとすれば、今度は油まみれのあなたの方が丸焼きになるわ。神妙になさい」

「ふざけるな審しん問もん官かん！　どちらにしろ、俺おれ達は火ひ焙あぶりだろうが！」

「そうとは限らない。神様より与えられた命を、教会は尊とうとぶわ。あなた達レプトイドであっても、悔くい改めるのであれば無む闇やみに命を奪うばったりしない」

「……」

「もう一度だけ言うわ。神妙になさい」

　サラマンダーは、力なく両手を上げて投降の意を示した。

　──三匹。

　ベルは、心のなかで神に幸運を感謝した。正直に言えば、このサラマンダーが自暴自じ棄きになって、炎を吐き続けられでもしたらどうしようかと危き惧ぐしていたのだ。なにしろ、ベルがサラマンダーに振りかけた液体は、可燃性の油などではなく、手紙を書くために街頭で買ったばかりのインクだったのだ。サラマンダー対策の準備をしてこなかったベルに、そんな周到な芸当ができるわけがない。

　だが、こうしてベルのハッタリは実を結び、サラマンダーの戦意を喪そう失しつさせた。恐怖心を刺激して相手を虜とりことするのは、なにもレプトイドの専売特許ではないのである。




　三匹のレプトイドを拘こう束そくしたベルは、船内の消火活動も含め、事後処理に追われた。

　幸い大規模な船火事にはならなかったものの、鎮ちん火かするまで骨が折れる作業だったことは言うまでもない。加えて、救出した子供達を無事に中央修道会まで引率する役目もあった。彼らをすぐさま親元へ帰してあげたいところだが、事件の関係者として証言を得なければならなかったのだ。彼らの聴ちよう収しゆこそ別の修道士の役割だが、そこに引き継ぐまではベルの責任である。もちろん教会の手続き上、直接事件に携たずさわった審しん問もん官かん──つまり、ベル自身の証言も必要不可欠だ。

　すべての役割をまっとうして、ベルが解放されたのは、すでに深夜といって差し支つかえない刻限だった。

　ベルは肩の力を抜いて、ガス灯で照らされた長い廊下を歩いている。日中は修道士達が幾度となく往来する中央修道会だが、今は夜遅いということもあり、すれ違う人々はまばらであった。こんな時間まで残っている者の多くは、雑務や修練で居残りを余よ儀ぎなくされた見習い修道士だろう。かつてベルもその一人であったため、彼らの多忙さはよくわかる。しかしながら、今夜の消しよう耗もうの度合いを比べれば、軍配はこちらに上がりそうだ。

　さすがのベルもクタクタだった。何よりも夕飯を抜いてしまったのがこたえている。寮りように帰宅したら、体重増加のリスクを多少冒してでも、体力の消耗に見合った食事を取るべきだろう。

　ベルが食い意地の張った献こん立だてを考えていると、ラウンジの長なが椅い子すにポツンと座っている少女の姿が目に留まった。

「あの子……」

　そこに居いたのは、ベルが、幼い頃ころの自分と重ねてしまった白い髪の少女だ。

　運うん搬ぱん船せんから救助された子供達は全員、すでに親が迎えに来たものだとばかり思っていたが、あの子の親はまだ来ていないのだろうか。それに、彼女の兄の姿も見えない。

　少女は小さな紙袋を抱かかえて、何をするでもなく、ただ静かに座している。

　声をかけるべきかどうか、ベルは躊躇ためらった。実のところ、どうにもこの子が苦手だったのだ。言葉を話せない彼女が、何を考えているのか摑つかめないからかもしれない。それに、運搬船での態度を考えると、拒絶されているようにも感じる。

　だからといって、こんな夜よ更ふけに子供を一人で放っておくわけにもいかないだろう。そう思い直し、ベルは思い切って呼びかけてみることにした。

「ねえ、こんな所でどうしたの？」

　女の子はこちらに無表情の顔を向けるだけで、それ以外の反応を示さない。

　ベルは怯ひるまずに、質問を続けた。

「お兄さんは？　一緒じゃないの？」

　すると今度は、少女が頭かぶりを振った。質問に答えてくれている。どうやら、別にベルを無視しようとしていたわけではないようだし、嫌われているわけでもなさそうだ。

　なるほど、質問の仕方さえ気を付ければ、この子と意思疎そ通つうすることもできるではないか。ベルは、この少女との会話のコツを見つけた気がした。

「隣となり、いいかしら？」

　少女は、すぐに小さく頷うなずいた。やっぱり、この子は自分との間に壁かべを作ろうとしているわけではないのだと、ベルは確信した。そっと彼女の隣に腰を落として、会話を続ける。

「お兄さんと、はぐれちゃったの？」

　──ふるふる。

「じゃあ、お兄さんをここで待ってるのかしら？」

　──こくり。

「そう、それなら安心だわ。ねえ、教会で夕飯を食べたの？」

　──こくり。

「いいなあ。わたし、まだ食べてないんだ。でも、わたしが言うのも変だけど、教会のご飯って薄うす味あじだから、あんまり美味おいしくなかったんじゃないかしら？」

　──ふるふる。

「本当？　良かった」

　少女は、抱かかえていた紙袋をベルに見せた。

　なんだろうと、袋の中を覗のぞき込んだベルは、一つの赤々とした果実を目にする。美味しそうなリンゴだ。食堂で、デザートに貰もらったのだろう。

「わあ、美味しそう。食べるのが楽しみね？」

　──こくり。

　ぐー。

　会話の最中、タイミングよくベルのお腹なかが鳴った。思わず赤面してしまう。

　少女は、紙袋とベルを交互に見て逡しゆん巡じゆんした末、リンゴを取り出すと、哀あわれなシスターに向かって差し出した。

　少女の優やさしさと、己おのれの不ふ甲斐がいなさが染しみた。たかがリンゴ一個、されどリンゴ一個である。こんな小さな子が、楽しみにしていたデザートを、赤の他人の自分に振る舞ってくれたのだ。他人をこんなに思いやれる子を苦手にしていたのかと、ベルは己を恥じ入るばかりだった。

　遠えん慮りよしようかとも思ったが、それではこの子の気持ちを無む下げにしてしまうことになる。

「……ありがとう、いただきます」

　ベルは、リンゴを受け取った。

「このお返しは必ずするわ。そうだ！　ねえ、アップルパイ食べたことあるかな？」

　少女は、キョトンとしてから、頭を左右に振る。

「だったら、今度わたしが食べさせてあげる」

　嬉き々きとして提案するベルだったが、少女は、今一つピンときていない様子だった。もしかしたら、アップルパイ自体をよく知らないのだろうか。

「え～と、アップルパイっていうのはね……」

　ベルは、アップルパイが何たるかを説明しようと、向かいの壁かべに備え付けてある黒板に、チョークを使って絵を描かき始めた。この黒板の本来の用途は掲示板なのだが、後で消してしまえば咎とがめられることもないだろう。

　お世辞にも上手じようずとはいえないベルの絵画──いや、落書きが完成する頃ころ、長なが椅い子すに座った少女は、こくりこくりと頭を上下に揺らし始めていた。どうやら、眠くなってしまったようだ。無理もない。小さな体で、レプトイドの恐怖にずっと耐えてきたのだろうから。

　ベルは、再び長椅子に腰を落とすと、彼女の肩を優やさしく抱だいた。少女は安心したのか、そのまま小さな寝息を立て始める。その寝顔は、天使のようであった。

　ベルはすっかりこの子が好きになっていた。もし妹がいたら、こんな感じなのかもしれないと、他た愛わいのないことを考えてみる。幼い頃、自分のことを大切にしてくれた兄の気持ちが、今はなんとなくわかった。

「あれ、あなたは……？」

　ふいに声をかけられ、そちらに目をやると、そこには白髪の少年が立っていた。

　ベルは人差し指を唇くちびるにあてると、囁ささやくように話す。

「妹さん、寝ちゃったみたい」

　少年もベルに倣ならって、小声で謝辞を述べた。

「ごめんなさい。妹が迷惑をかけたんだね……」

「ううん、迷惑だなんて。妹さんとお話しできて楽しかったわ」

「え？　お話しって……」

「言葉を交わさなくても、伝わることはあるわ。それに、妹さんからデザート貰もらっちゃった。とても優しい子ね」

　ベルは、脇わきに置いた紙袋を指して微笑ほほえんだ。状況にしっくりこないのか、少年は戸惑っているようだった。

「ところで、あなた達のご両親はまだ迎えに来ないの？」

　そう問いかけると、少年は表情を曇くもらせて答えた。

「ぼく達の親は、もういないよ。妹のことが重荷だったのか、二人ともぼく達を置いて、いなくなっちゃったんだ」

　胸に棘とげが刺さったかのようであった。ベルには、子を置き去りにする親の気持ちがまるっきり理解できない。

「そうだったの……。ごめんね、嫌いやな質問しちゃって」

「構わないよ。それに心配しないで。今夜は、ここの宿舎を使わせてもらうことになったから」

「あ、それで今までいなかったのね？」

　少年は笑顔で頷うなずくと、眠りについた妹を、ゆっくりと背負いあげた。

　驚おどろいた。彼は子供でありながら、一人で教会の大人おとなを相手に、宿の交こう渉しようをしていたのだ。運うん搬ぱん船せんで出会った時から、利発な少年だと思っていたが、たいしたものである。

「それじゃあ、おやすみなさい」

「うん、おやすみなさい」

　兄妹きようだいの去りゆく背中を見送ったベルは、今になって彼らの名前を訊ききそびれてしまったことに気が付いた。

　これから追いかけて尋たずねるのもおかしな話だ。ベルは、彼らと再び出会う機会に恵まれることを神に祈る。あの子達の名前は、再会できた時に尋ねるとしよう。

　この祈りを、神様がお聞き届けくださることを信じて──。
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　柔らかな陽光に照らされ、繊せん細さいな造形のステンドグラスが神話の一節を映し出すかのように、荘そう厳ごんな美を形作っていた。

　神こう々ごうしいばかりのステンドグラスが飾られた大聖堂は、内部のアーチ装飾の見事さからも、聖せい盾じゆん教会・中央修道会が誇る最大の宗教建築物と評されている。

　この広こう壮そうな大聖堂では、しばしば教会の修道士を集めた礼拝が催もよおされる。今もその例に漏もれず、三百を超す多くの修道士が、礼拝に集つどっていた。

　広々とした空間には、厳おごそかな女性の声が響ひびき渡っている。彼女の朗ろう々ろうたる講授もまた、大聖堂の雰ふん囲い気きを、より壮そう麗れいたるものにしているのかもしれない。

　演えん壇だんに立っているのは、法ほう衣えに身を包んだ艶あでやかな壮年女性である。名は、マリアーナ・メイトス。異い端たん審しん問もん官かんを束ねる枢すう機き卿きようであり、中央修道会の若き指導者だ。

「──暗黒の季節から千年、我々人類は、祖先のように血で血を洗う愚ぐ行こうを繰り返すまいとして平和を願い、このアーモロートを築きました。以来、傷と、病やまいと、痛みから我々は解放され、誰だれも傷つくことのない理想社会を実現しています。こうして人類が長年夢見て止やまなかった偉い業ぎようを成し得たのも、神が、凶悪なレプトイドから我々を護まもるため、アイギスを授けてくださったがゆえに他ほかなりません。ならば我々人類は、神のご加護に何をもってお応こたえすればよいのでしょうか。幸い我々には、感謝を述べる舌と、神の思おぼし召しを酌くみ取る知恵と、他者を慈いつくしむ心があります。このアーモロートに築かれた永久平和を維持してゆくことこそが、神の御み心こころに沿うことであり、正義と幸福の象徴たる、聖盾教会の使命なのです」

　彼女の講説に耳を傾ける大勢の修道士の中には、ベルの姿もあった。修道士の内の約二割が異端審問官を務めており、ベルを含む彼らにとって、マリアーナ・メイトスは指揮官にあたる。

　また、ベルにとってのマリアーナは、尊敬する恩師でもあるのだ。今までも彼女の背中を目指して、ベルは邁まい進しんしてきた。

　普段のマリアーナはユーモラスな女性だが、こうして壇上の人となると、別人のような威い厳げんを纏まとう。これが枢機卿たる彼女の持っているカリスマ性に違いない。

「……しかしながら、みなさんもご存じのとおり、我々の永久平和に影を落とす存在があります。レプトイドです。彼らの暴挙には、暇いとまがありません。彼らは歪ゆがんだ信心を持ち、神に呪のろわれ、奈な落らくの底へと堕おとされた忌いむべき獣けものです。堕だ落らくした身でありながら、あろうことか人間の姿に擬ぎ態たいし、何食わぬ顔で街に潜伏しています。まさに恥を知らぬ異端者です。遺い憾かんなことに、都市に潜もぐり込んでいるレプトイドの数は、その犯罪数と比例して、増加の一途を辿たどっています。放火、窃せつ盗とう、破壊行為、神をも恐れぬ彼らの蛮ばん行こうに、市民の不安は募るばかり」

　場に緊張が走った。多発するレプトイドによる被害は、教会にとって頭の痛い問題なのだ。アイギスのおかげで、傷害や殺人こそ発生していないが、それを除いた悪質な事件は、アーモロートにおける社会問題となっている。

「ですが、悲観するばかりではなりません。異い端たんを取り締まり、その正体を暴あばく、それが異端審しん問もん官かんの役割です。我々教会がある限り、レプトイドの好きにはさせません。昨日も、十二名もの児童を誘ゆう拐かいした凶悪なレプトイドの一味を、中央修道会の若き異端審問官が拘こう束そくし、子供達を無事に保護しました。この誇らしい功績は、我々の大きな励はげみとなるでしょう。私はこの礼拝の場を借りて、教会の申し子とも言うべき、この審問官を表彰したいと思います」

　マリアーナは言葉を切ると、ベルに向かって視線を投げかけた。演えん壇だんの彼女につられるように、修道士達が注目を浴びせてくる。

「異端審問官ベルヘルミナ・バスカヴィル、前へ」

「はい！」

　ベルは、背筋をぴんと伸ばして返事をした。さすがに緊張してしまう。

　こんなことで浮き足立ってどうするのだと、ベルは自身を叱しつ咤たした。こうした場にも慣れていかなくてはならない。

　なにしろ、ベルには野心があった。恩師のように、枢すう機き卿きようの地位へ登り詰めようとする野心が。教会の上層部に身を置いて、どうしても成し遂とげたいことが──いや、成さねばならないことがあるのだ。この表彰は、その足がかりとなるはずである。臆おくする必要がどこにあろうか。

　息を整え、演壇に向かおうとするベル。ところが、ふいに悪お寒かんが走る。思わず、足を踏み出すのを躊躇ためらってしまった。

　……これは、敵意だろうか。この場に似つかわしくない負の感情の塊かたまりが、ベルに投げつけられている。五感を研とぎ澄まし、敵意を向ける人物を探る。

　──見つけた。

　演壇の脇わきには、まるで戦場のような険しい形ぎよう相そうを浮かべ、こちらを睨にらみつけている大柄な中年男がいる。敵意の射しや手しゆは、この男で間違いないだろう。

　彼は、ディミアン・グイドーニス司し教きよう。ベテランの異端審問官であり、名門グイドーニス家の当主だ。事実上、中央修道会のナンバー２にあたる。

　ベルは、厄やつ介かいな男に目をつけられたものだと気を引き締めた。

　中央修道会は、大きく二つの派は閥ばつに分けられている。枢機卿マリアーナを中心とするメイトス派と、司教ディミアンを中心とするグイドーニス派だ。

　ディミアンは、マリアーナとは不仲で、枢機卿の地位を虎こ視し眈たん々たんと狙ねらっているという噂うわさが絶えない。いわばマリアーナの政敵といえよう。

　ベルは、マリアーナの弟子にあたるため、メイトス派に属している。彼にしてみれば、対抗派は閥ばつの審しん問もん官かんが手柄を立てたのが面白くないのだろう。彼の射るような視線は、その内にひしめく敵てき愾がい心しんの証明のようだった。

　心の平へい穏おんを説くはずの教会が派閥争いとは、なんとも嘆なげかわしい話だが、これが中央修道会の現状なのである。

　ベルは複雑な思いを胸に抱いだきながら、演えん壇だんへと一歩ずつ歩を進めていった。




　麗うららかな午後の日差しを浴び、緊張がほぐれたのか、体の力が一気に抜ける。ベルは持参した紅茶を零こぼさないように注意を払いながら、テーブルに頰ほおを預けた。

「はぁ～、疲れた～」

　教会の敷地内にある野外テラスで、ベルは休息をとっていた。思いのほか、表彰の際の緊張が疲労感を与えていた。

「お行ぎよう儀ぎが悪いよ、シスター・ベル」

　聞き覚えのある、穏おだやかな男性の声がした。

　慌あわててベルは、上半身を起こして身なりを整える。見てみると、眼鏡めがねをかけた青年修道士が、控えめな微笑ほほえみを浮かべて、こちらを覗のぞき込んでいた。清潔な身なりが、その人柄を窺うかがわせる。

「あっ、ヨープさん……じゃなかった、ブラザー・ヨープ、失礼しました」

　彼はクスリと笑った。自分の狼ろう狽ばいぶりが恥ずかしくなり、我にもなく真まっ赤かになるベル。

「畏かしこまらなくていいよ、ベルちゃん。今は、他ほかに人もいないからさ」

「はい」

　修道士は、ベルの向かいの椅い子すに腰かけた。

　この青年、ヨープ・スノーは、ベルの先せん輩ぱいにあたる修道士だ。今年で二十六になる。知識人で、達筆でも知られることから、マリアーナ・メイトス枢すう機き卿きようの秘書官を務めている好人物だ。あまり表おもて沙ざ汰たにはできないが、多忙を極める彼女の代筆者でもあるらしい。面倒見のいい彼には、ベルも見習い修道女の頃ころから、よく励はげましてもらってきた。

「まずは、おめでとう。大活躍だったね、教会の申し子さん」

「そんな、からかわないでください」

「からかってなんていないさ。感心しているんだよ。レプトイドのアジトが運うん搬ぱん船せんだなんて、よく気付いたものだってね」

「実は、内緒にしておいてほしいのですが、民間人から情報があったんです」

「民間人から？」

「はい。情報屋を自称する人で……なんていうか、住所不定、無職って感じがする胡う散さん臭くさい男でした」

　ぷっと、ヨープが吹き出して笑った。

「え？　あの？　何か可笑おかしかったですか？」

「ごめん、ごめん。ベルちゃんの判断が面白くてね」

「そうでしょうか？」

「だって、胡う散さん臭くさいと思いながら、よくその男の情報を信じたものだなって」

　考えてみれば、彼の言うことはもっともだ。とはいえ、調査が行き詰まっていたため、藁わらをも摑つかみたい思いだったのだから仕方がない。

「でも、そこがベルちゃんらしいかな。そのままレプトイドを全員捕まえて、表彰されちゃうところまでさ。上手うまくいって良かったね」

「はい」

　嬉うれしくなって、ベルは素直に頷うなずいた。教会は自分を高く評価してくれている。今回の表彰だって小さな一歩かもしれないが、目標としている上層部への階段を少し上ったことに違いはない。そしてベルには、この朗ろう報ほうを誰だれよりも伝えたい人がいるのだ。

　ヨープは、そんな後こう輩はいの様子を眺ながめながら、そっと呟つぶやいた。

「……これで、またお兄さんに、いい報告ができるんじゃないかな」

　ベルの胸が、どきりと音を立てる。まるで、ヨープに見透かされたかのようだった。

「どうしてわかったんですか？　実は、兄さんに手紙を書いたんです」

「え？　もしかして、表彰のことを書いたのかい？」

「はい。そろそろ手紙を出そうと思って、紙やインクを用意していた矢先だったので、表彰のこともしたためました。兄にも知らせたくて」

「そうだね」

「ご迷惑をおかけしますが、またこの手紙を兄に届けていただけませんか？」

　ベルは照れ臭そうに微笑ほほえみ、一通の封書を差し出した。宛あて名なには──ナレシュ・バスカヴィルと書き込まれている。言わずもがな、ベルの兄の名だ。

　ヨープは、しばらく封書に目を落としていたかと思うと、快く頷いてそれを受け取った。ところが、途と端たんに慌あわてたように、さっと懐ふところにしまい込んでしまう。警戒の色を滲にじませた彼の視線が、テラスの前を通りかかった修道女の一団に向けられている。

　つられて、ベルもそちらに目をやった。なるほど、彼が咄とつ嗟さに手紙を隠したのも頷ける。そこにいたのは、グイドーニス派の修道女達だった。彼女達に手紙を見られたら、色々と詮せん索さくされ、面倒なことになっただろう。

　それにしても嫌いやな連中に会ったものだと、ベルは辟へき易えきした。

　修道女達は、こちらに気が付くと、あからさまに不快な表情を浮かべ、ひそひそ話の体てい裁さいを取り始める。だが、その声は極めて大きく、わざと聞かせようとしている悪意がありありと見てとれた。

「あの子、手柄を独り占めするために、一人でレプトイドのアジトに乗り込んだらしいよ？」

「なにそれ、ありえな～い。あんな子が、枢すう機き卿きように依え怙こ贔ひい屓きされて、ホントいい迷惑よ」

　彼女達の話題が、自分のことであることは確かめるまでもないだろうが、あえて聞こえないふりを決め込む。ヨープも苦い表情を浮かべながら黙っていた。

「そうまでして表彰されたかったのかね？　あざといよねえ、あの子。出世の鬼なの？」

「もしかして、あの体を使って、他ほかの修道会の枢すう機き卿きようにも取り入ってたりしてぇ～」

「きゃはははは、ありえる～」

　ベルは唇くちびるを嚙かんだ。確かに、レプトイドのアジトには、報告を入れず一人で乗り込んだ。だが、それは潜入の際に時間がなかったからだ。決して手柄を独り占めするためではない。ましてや、女を武器に取り入ったことなど一度もない。いわれのない侮ぶ辱じよくに、はらわたが煮にえくり返る思いだ。テーブルの上に置いた両の拳こぶしが、怒りに震ふるえる。

　そんなベルを制するように、ヨープがそっと手を重ねて、首を軽く横に振った。相手にするなという合図だろう。グイドーニス派の修道女達に、いちいち腹を立てていたら、きりがない。それに場合によっては、派は閥ばつ同士の諍いさかいに発展させてしまう恐れもあるのだ。

　ヨープの助けもあり、ベルは怒りを押し殺した──ところが、次に発した修道女の心無い一言が、ベルの逆げき鱗りんに触れる。

「噂うわさじゃあ、あの子、身内に異い端たん者しやがいるらしいよ」

「なにそれ？」

「私も聞いたことある。確か、あの子のお兄さんが異端宣告されたんだって」

「やだ、あの子の兄貴ってレプトイドかもしれないの？　ちょっと、そんな子に異端審しん問もん官かんなんてやらせてていいの？」

　ベルは椅い子すを倒すほど勢いよく立ち上がると、今度ばかりはヨープの制止も聞かず、足早に修道女達へ歩み寄った。怒りに燃える眼めで、おしゃべりな人でなし達を睨にらみつける。

「兄さんは、レプトイドなんかじゃない！　異端宣告も何かの間違いだわ！」

　凄すさまじい剣幕のベルに、修道女達は一いつ斉せいに口を噤つぐんだ。射すくめられたように、怯おびえと敵意が入り交じった視線を返してくる。

「──ハン、ムキになっちゃって、バカじゃないの？」

　黙り込んだ一団の中心から、ひょっこりと小柄な修道女が現れ、尊大な態度で口を開いた。意志の強そうな双そう眸ぼうが、整った顔立ちに輝く。まさに可か憐れんといって差し支つかえない容よう貌ぼうの持ち主だ。ウェーブのかかった栗くり色いろの髪を、ウィンプルと一緒に、ふわりと搔かき上げる。

　少女の名は、シビル・グイドーニス。中央修道会に所属する異端審問官で、ディミアン・グイドーニスの養女である。幼そうな外見によらず頭脳明めい晰せきで、その才覚に惚ほれ込んだディミアンが養女に迎え入れたらしい。今や彼女は、グイドーニス派の中心的な人物となっていた。

　黙っていれば児童と見み紛まがうシビルだが、実際の年齢は、ベルより一つ年下なだけである。

「別に事の真しん偽ぎなんて、どーでもいいのよ。ベルヘルミナ・バスカヴィル、あんたの兄貴が異端宣告を受けたのはマジなんでしょ？　だったら、それを噂されたくらいで、いちいちムキになるなっつーの」

「なっ……！」

　悔くやしいが、ベルは上手じようずに言い返すことができず、言葉に詰まった。だが、ちょっと言い負かされたくらいで泣き寝入りするつもりはない。シビルを見下ろすように睨にらみつけ、心が折れていないことをアピールする。

「見下ろしてんじゃないわよ。あたしがチビに見えるじゃない」

　お返しとばかり、今度はシビルが見上げるように睨んできた。言っていることは、どこか間が抜けていたが、小さな体から発せられているとは思えないような迫力を感じる。

　気が付けば、先さき程ほどまで群がっていた彼女の取り巻き達は、少し離れた所に避難し、こちらを恐る恐る窺うかがっていた。

　もはや、口くち喧げん嘩かの仕掛け人達は蚊帳かやの外だが、挑戦的なシビルに、ベルはすっかり頭にきてしまっていた。

「どういうつもり？　取り巻きをけしかけて、人の神経逆さか撫なでして！」

「あいつらが勝手にやったことでしょ？　あたしに言いがかりをつけられても、迷惑だっつーの。優等生ぶってるくせに、もっと考えて物言いなさいよ、バカ！」

「わたしは別に、優等生ぶってなんかいないわ！」

「よく言うわね。もっと鏡をよく見てみなさいな。自分のことが見えてないなんて、本物のバカだわ、あんた」
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「なによ、さっきからバカ、バカって。あなたに、そこまで貶けなされるほどバカじゃないわ！」

「実際バカだわ。あんたみたいに、無む駄だにデカい胸した奴やつはバカだって法則があんのよ！」

「そんな法則あるわけないでしょ！　チンチクリンの僻ひがみが生んだ妄もう想そうだわ！」

「チンチクリン？　チンチクリンだと？　今、あたしのことをチンチクリンと言ったか？」

　鬼のような形ぎよう相そうを浮かべるシビル。

　すでに外野と成り果てた取り巻き達は、その鬼気迫る様子に震ふるえ上がり、口々に恐怖の声を漏もらした。

「あ、あの女、よりにもよって、シビル様の前で口にしてはならない禁断のワードを！」

「なんてこと、シビル様が最も気にされているのに！」

　ギロリ。殺気の籠こもった眼球が、おしゃべりな取り巻き達を睨ねめ回す。短い悲鳴を上げ、修道女達は貝のように口を閉ざした。

　当然、矛ほこ先さきは再びベルへと戻ってくる。

「この胸バカ女、今の無礼な発言を取り消せ！　謝れ！」

「あなたこそ、謝りなさい！　前言撤てつ回かいするつもりはないわ！　だいたい、さっきまでだって他ほかの修道女達に埋もれて、あなたがいることもわからなかったんだから！」

　不気味なくらい静まり返った。

　無言のままのシビルが、錆さびついた歯車のような緩かん慢まんな動作で、取り巻き達に首を向ける。

「……聞いた？　あたしは、あんた達に埋もれていたそうよ？」

「け、決してそのようなことはございません」

「そ、そうですとも。シビル様の輝かんばかりのカリスマ性が、私どもに埋もれるなど……」

　取り巻き達は、蒼あおい顔をしながら、必死に取り繕つくろった。だが、彼女達のそうした卑ひ屈くつな態度は、小さき獅し子しの怒りの炎に、かえって油を注ぐ結果となる。

「よくもあたしを埋もれさせてくれたな！　いつも、立ち位置には気を配れと、再三注意しているわよね！」

「ひいっ、申し訳ございません！」

　脱だつ兎とのごとく逃げ出す修道女達。

　消えた外野に向かって舌打ちすると、シビルは興が醒さめたと言わんばかりに、踵きびすを返した。

「とにかく、教会の申し子とか呼ばれて、あんま調子に乗ってんじゃないわよ、バカ」

　憎にく々にくしげに捨て台詞ぜりふを残し、シビルはテラスから退散していった。

　言い返すことも忘れ、茫ぼう然ぜんと見送ってしまったベル。不思議と怒りが薄うすれてしまっていた。

　もしかしたら彼女は、自分に執しつ拗ような対抗心を燃やしているだけなのではなかろうか。それはそれで傍はた迷めい惑わくなのだが、侮ぶ蔑べつや軽蔑とは対極に位置した敵意であり、取り巻きに兄を馬ば鹿かにされた時のような憤いきどおりは覚えなかったのだ。

「まるで、小さな嵐あらしだったね」

　台風一過、ヨープが溜ため息いきをつきながら、ベルのもとへやってきた。

「ごめんなさい。制止を聞かずに、わたし……」

「いいよ。さっきのは、彼女達も言いすぎだったから」

　ヨープは片手を軽く振って、気にしていない様子を見せた。

「それから、預かった手紙も届けておくよ。また返事が来たらすぐに知らせるから、楽しみにしていてね」

「いつも、ご面倒をおかけします」

　異い端たん宣告を受けたナレシュと手紙をやり取りするにあたり、ヨープは率先して仲介役を引き受けてくれている。彼の役回りは、さぞかし骨の折れることだろう。

　ベルは、先せん輩ぱい修道士の優やさしさに甘えていることを後ろめたく感じながらも、唯ゆい一いつ繫つながっている兄との糸を手放す気にもなれなかった。
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　街路に溢あふれる人々の笑い声と活気は、まさにアーモロートの繁はん栄えいの象徴ともいえるだろう。行き交う彼らの姿からは、豊かな暮らしを享きよう受じゆしている様子が窺うかがえる。

　また、色とりどりの馬車が往来を駆け、それに混ざり込むように、ちらほらと黒光りする蒸気自動車の姿が見てとれる。交通手段の主流が未いまだに馬車であるとはいえ、この街に根付いた蒸気機関の発展は、街の豊かさを促そく進しんし、明るい未来の到来を人々に予感させていた。

　元来、交通手段の発達は、事故の増加に直結する問題を含んでいるものだが、この千年都市ではたいして問題にならない。なにせ、人々にはアイギスがある。事故で怪け我がをすることもなければ、命を落とす心配もないのだ。

　アイギスの恩恵を一身に受けた巨大な宗教都市、それがアーモロートである。

　そう、まさに巨大と形容するのが相応ふさわしい。なにしろ、郊外の農業地帯や森林はおろか、山間部も含めて、広大な領域をアーモロートは占めているのだから。

　高台から見下ろせば、二つの大陸を南北に隔へだてる広大な内うち海うみ、地ち中ちゆう海かいに面した美しい街並みを拝むことができる。市街を縦横に走る運河は、この偉い大だいなる海へと注がれてゆくのだ。

　この街の多くの家屋は、赤あか煉れん瓦がの屋根と純白の壁かべでドレスアップしており、温暖な気候も相あい俟まってか、洗練された行楽地さながら、人を魅み了りようしてやまない。

　とはいえ、今こうして道に迷っているベルからしてみれば、そんな感傷に浸ひたる余裕など皆かい無むだった。まるで白い迷路に放り込まれたような厭いとわしさすら味わっている。

　やがて、入り組んだ裏路地へと身を躍らせた若き審しん問もん官かんは、目的地である『モーニン』という酒場をようやく探し当てた。目の前にある赤煉瓦づくりの素そ朴ぼくな建物に間違いないだろう。

　あたりは、すっかり茜あかね色いろに染まっており、酒場の横を流れる細い水路が、橙だいだい色いろの針を撒まき散らしたように輝いている。思ったよりも時間を費やしてしまったようだ。

　くすんだ赤煉瓦の壁へき面めんには、錆さびだらけの鉄製看板が打ち付けられていた。お世辞にも綺き麗れいとはいえず、表通りを彩いろどる白壁の街の景観とは正反対な印象を受ける。

　看板によると、店の入り口は建物の地下にあるらしい。

　すぐ脇わきにある石階段をベルが下りてゆくと、頑がん丈じようそうな鉄製の扉が出迎えてくれた。

　躊ちゆう躇ちよしたが、ベルは腹を据すえて、ゆっくりと扉を開けた。鉄が擦こすれる不快な音が耳に障さわる。鬼が出るか蛇じやが出るかという気持ちで、店内に入ってみたが、思わぬ肩透かしを食らった。外装とは裏腹に、店内は落ち着いた雰ふん囲い気きを持つ上品な内装だったのだ。

　天井に備え付けられたシーリングファンがゆっくりと回るなか、一角を占める大きなゼンマイ式蓄ちく音おん機きからは、心地よい演奏が広がり、空間に楽曲を染しみ渡らせている。

「あの情報屋、案外お洒落しやれなお店を指定したものね……」

　感心して、思わず呟つぶやいてしまった。

　ベルが、この『モーニン』という酒場を訪れたのには理由がある。昨日の児童誘ゆう拐かい事件において、レプトイドのアジトを知らせてくれた情報屋と、この店で待ち合わせをしたためだ。

　昨日の大立ち回りの疲れも抜けきらないまま、つい先さき程ほどシビル・グイドーニスを相手にしたばかりである。正直なところ、もう体を休めたいのだが、約束を反故ほごにするわけにもいかない。

「よお、シスターさん。ようこそ、俺おれの城へ」

　どこか気取った低音の声が、ベルに投げかけられた。声の主ぬしは、カウンター席に座った男だ。年の頃ころは二十代半ばといったところだろうか。短く刈かった黒髪を、天に向かって突くように逆立てている。長身かつスリムな体型をしているが、くたびれた薄うす手でのコートをだらしなく着ているせいで、うだつの上がらなそうなイメージが拭ぬぐえない。ベルから言わせれば、胡う散さん臭くさい感じなのだ。

「なに突っ立ってんだ？　まずは、こっち来て一杯やれよ」

　男がグラスを傾ける。

　ベルは、げんなりとした溜ため息いきを吐つくと、彼の隣となりのスツールに腰を落とした。

「せっかくですが、お断りします。わたし、お酒は飲めませんので」

「へっ、あいかわらずお堅かたいね～。こんなにダンディな男が誘ってるのによ」

「そういうことは、自分で言うものじゃないですよ」

「それもそうだ。じゃあ、言い直すか。一杯やれよ、こんなに素敵な店で誘ってるんだぜ？」

　ベルは少々面食らってしまう。思いもかけない切り返しをされたものだ。

「コホン。確かに、お店が素敵なことは認めます。でも、わたしはお酒が飲めないと──」

「ほら、聞いたか、マスター？　この綺き麗れいなシスターさんが、この店を素敵だとよ」

　カウンターでグラスを磨みがいていた店主らしき初老の男性が、こちらに向かって親指を立てた。

　なんとなく、ベルは気恥ずかしくなってしまう。この男のペースに、徐々に乗せられていくような気がしてならない。

「なにか、シスターさんにサービスしてやってくれよ」

「ほいよ」

　店主は軽く頷うなずくと、カウンターの奥へと引っ込んでゆく。

「この『モーニン』は、俺おれが根城にしているジャズ・バーさ。讃美歌ばかりじゃなく、たまにはこういうメロディーも悪くないだろう？」

　男の言うように、店内に流れる曲は、ベルにとっても心地よかった。だからといって、いつまでも甘かん美びな音楽に酔よいしれているわけにもいかない。

「そろそろ仕事の話をしませんか、情報屋さん？」

「そうだな。昨日は大活躍だったらしいじゃないか。街でも噂うわさになってるぜ。俺の情報を役立ててくれて何よりだよ、ベルヘルミナ・バスカヴィルさん」

　ベルは、この男に名を明かしていない。もちろん、昨日の一件でベルの名を知ったと考えるのが妥だ当とうなところだろうが……。どうにも、彼は以前からベルの名を知っていたような気がしてならなかった。

「ねえ、情報屋さん。あなたの名前を教えてもらえないかしら？」

「ん？　名乗ってなかったか？」

「ええ。昨日、突然あなたに街角で声をかけられて、レプトイドのアジトの情報を提供してもらっただけです。わたしは、あなたがどこの誰だれなのか知らない。名前を知らないのは不便だし、わたしの身元だけ知られているというのも、アンフェアじゃないかしら？」

「それもそうだな。んじゃあ、俺のことは、クリカラと呼んでくれ」

「クリカラ？」

　おかしな名前だった。おそらく偽ぎ名めいか、裏社会での通り名だろう。

「自己紹介は適当でいいだろう。この店を根城にしているダンディな情報屋だ。好みのタイプは、少し頭は固くても、行動力のある、健気けなげで前向きな女性だぜ」

　クリカラと名乗った男は、こちらに向けてウィンクする。ベルは、あえて見なかったことにした。

「それでクリカラさん、早速だけど、ひとこと言わせてもらっていいですか？」

「どうぞ？」

「あなたの情報、肝かん心じんなところが抜け落ちてました」

　ベルは頰ほおを膨ふくらませると、毅き然ぜんとした態度でクリカラを見み据すえる。つい先さき程ほどまで余裕ぶっていた情報屋は、予期せぬクレームに、あたふたと目を泳がせ始めた。

「ぬ、抜け落ち？　いや、しかし、そんなはずは……」

「三匹のレプトイドの中に、レベル２カテゴリーが混ざってました」

「レベル２カテゴリーって、サラマンダーか？」

「ええ。おかげで対策もなしに、戦うはめになったわ。これは、営利を目的とした情報提供者の大きな失点よ。昨日提示した報ほう酬しゆうから減額させてもらいます」

「ま、待て！　待ってくれ！　そんなの問題じゃねえだろ？　サラマンダーが混ざってたくらい、審しん問もん官かんのおまえさんの敵じゃないはずだ！」

「いいえ。修道服を一着、ブーツとストッキングを一足、ダメにされました。咬かまれた袖そでの穴くらいなら直せるけど、焼かれてしまっては、直しようがありません」

「責任転てん嫁かだ！　そんなの、おまえのドジじゃねえのか？」

「違います！　わたしの修道服代、ブーツ代、ストッキング代、それからハッタリに使ったインク代を、報酬の金額から引きます。これは当然の処置だわ」

「このアマ……って、おい。おまえさん、ストッキングまで燃やされたのか？」

「え？　そうですよ」

「……そうか」

　ヒートアップしていたクリカラが、突然黙り込む。ベルもつられるように、頭の熱が下がっていった。

「あの、なんですか？　急に静かになって」

「……いや、なんでもない。そうか、ストッキングまで燃やされちまったか、大変だったな」

「……あの、もしかして、変な想像してませんか？」

「してない」

「してたでしょ？」

「し、してない！」

「い、言っておきますけど、あなたのいやらしい妄もう想そうほど、わたしの服、焼かれたわけじゃないですからね！」

「だから、してねえって言ってんだろう！　いやらしい妄想とか言うなよ、俺おれが変態みたいじゃねえか！」

　ぜえぜえと、肩で息をする二人。やがて、クリカラが渋しぶ々しぶと承しよう諾だくする。

「あー、わかったよ。おまえさんのいい値にしてくれ」

「わかりました。では、改めて商談成立ということで……」

「──ただし、条件がある」

「条件？」

　クリカラは、ぐいっとベルに顔を近づけてきた。近くで見る彼の双そう眸ぼうは、思ったよりもずっと澄んでおり、鋭い輝きを帯びていた。

「これからも、俺おれを使え。つーか、俺と組め」

「え？」

「おまえさんが審しん問もん官かんとして腕うで利ききなのは、昨日の件でよくわかった。おまえさんだって、俺の情報がどれだけ役に立つかわかったろう？」

　サラマンダーの情報漏もれのことは、この際、棚たなに上げているのだろう。クリカラは不敵な笑みを浮かべる。

「俺が情報で異い端たん者しやを割り出し、おまえさんが審問し、拘こう束そくする。俺は報ほう酬しゆうを、おまえさんは手柄を得られる。ギブ・アンド・テイクだ。つまり、お互いに専属契約を結ぶんだよ」

「専属契約……。あなたとコンビを組めということ？」

「そうだ。俺には、レプトイドの情報だって転がり込んでくる。悪い話じゃないだろう？」

　ベルは考え込んだ。確かに悪い話ではない。だが、教会に属する修道女として、異端審問官として、このような契約をしてよいものだろうかと自問する。クリカラは、おそらく裏社会の人間だろう。正義を重んじ、平へい穏おんと慈じ愛あいを説く教会にとって、彼のような人間は、異端者に次いで警戒すべき相手に違いない。もしや、この男の目もく論ろ見みは金銭を得るに止とどまらず、自分から教会の情報を引き出すつもりではないだろうか。

　熟考するベルの心を見通すかのように、クリカラは再び話し始める。

「悪いが、おまえさんが審問官としてどれほどのものか、少し調べさせてもらった。今年だけでもお縄にしたレプトイドの数は二十に達しているな。他ほかの審問官から頭ひとつ抜きん出た数字だ。寝る間も惜しんで励はげまないと、この数には至らねえ。まさに無遅刻無欠勤の優等生ってわけだ。もっとも、相当背伸びしてきたようにも見えるがな」

　一体どこでどうやって調べてきたのだろうか。ベルは驚おどろきとともに、心を丸裸にされたような不愉快な気分を味わった。しかし、クリカラという情報屋を見定めるためにも、しばらく黙って聞いてみることにする。

「んで、ついに今日は表彰までされたってわけだ。おまえさん、かなり上昇志向が強いようだな。果ては枢すう機き卿きようか教きよう皇こうのポストでも狙ねらってるのか？」

　図星を指され、ベルは癪しやくに障さわった。確かに、傍はたから見れば出世欲の亡もう者じやのように映るかもしれない。しかし、教会の上層部を目指すのは、あくまで手段にすぎず、目的は別にあるのだ。それを、この男にとやかく言われる筋合いはない。

「あなたには関係のないことだわ」

「そうでもないさ。これから相棒になる奴やつのことだ。関係なくはないだろう？」

「承しよう諾だくした覚えはないけど？」

「まあ、聞け。見たところ、おまえさんは上昇志向が強そうな割には、性格がその達成を妨さまたげている。おまえさんは良く言えば、清せい廉れん潔白。悪く言えば、綺き麗れいごとが大好きな甘あまちゃんだ」

「余計なお世話です」

「そんな奴は、英雄に祭り上げられることはあっても出世はできない。一生かかっても、枢すう機き卿きようどころか司し教きようにすら届かないだろうぜ」

　ベルは反論できなかった。彼の言っていることは、的まとを射ている。自分が、恩師マリアーナのようになるためには、欠落しているものがあると薄うす々うすわかっていたのだ。

「だがな、おまえさんの足りない部分を、俺おれだったら補ってやれる。教会の人間じゃない俺だからこそ、できることがあるんだよ。これが、おまえさんが俺と組む一つ目のメリットだ」

　ベルがしかめ面つらを浮かべていると、クリカラは得意げに人差し指を立ててみせた。そして、これ見よがしに中指もピンと立てる。

「二つ目のメリットは、俺がレプトイドの社会にパイプを持ってることだ。さっきも言ったろ、俺にはレプトイドの情報が転がり込んでくるって」

「それって、タルタロスのこと？」

　クリカラは、もちろんだとでも言わんばかりに頷うなずいた。

　タルタロスとは、レプトイドが棲すむ広大な地下空洞の総称である。このアーモロートの地底深くに広がっており、そこでレプトイドは独自の原始的な社会を築いているという。

　教会関係者の中には、奈な落らくの底と呼ぶ者もいるほど過か酷こくで厳しい場所だと、ベルは恩師マリアーナから聞いていた。

　ちなみにアーモロートには、タルタロスへと繫つながる地下通路がいくつか存在しているが、それらは教会の厳重な管理下に置かれ、通行が遮しや断だんされている。しかしながら、街にレプトイドが潜入している事実からも、教会が把は握あくしていない隠れた通路があることは想像に難かたくない。彼らはそこを通って、地上にあるこの街へとやってくるのだろう。

　異い端たん者しやでないベルは、当然タルタロスに赴おもむいたことはない。それゆえに、レプトイドの社会を知ることは大きな収しゆう穫かくになる。敵を知ればなんとやらだ。クリカラは、そう訴えかけているに違いない。

「少し前、レプトイドの社会に大きな変動があった。新しいレプトイド王が現れたらしい」

「新しいレプトイド王？」

「教会じゃあ、まだ知られてねえだろ？　教会は、アーモロートに侵入したレプトイドの排はい斥せきには躍起になっても、タルタロスへの関心は薄いからな。日の届かぬ地面の底の小事なんざ、二の次くらいに思ってんだろうよ」

　皮肉めいた言い回しだが、そのとおりだった。教会が把握しているレプトイド社会の情報は限られている。

「なんでも新王は、易やす々やすと先王を殺して玉ぎよく座ざを奪うばい取ったって話だぜ」

「待って！　レプトイドの先王は、バジリスクだったはずだわ。レベル３カテゴリーを容易たやすく殺したというの？」

　バジリスクは、サラマンダー同様に特異な個体である。その個体数は極めて少ないが、サラマンダー以上の難敵だ。

　彼らは高周波を放ち、動物の神経を数秒間麻ま痺ひさせる金かな縛しばり能力を備えている。金縛りの有効時間に個体差はあるが、戦いのなかでのこの能力は、長短に拘かかわらず脅きよう威いの他ほかの何物でもない。さらに手て強ごわいことに、神経麻痺ではアイギスが発動しない。つまり、人間にも有効な能力なのである。これこそが、危険度カテゴリーの最高レベルである３に割り振られている所以ゆえんなのだ。そんな相手を、そうそう簡単に殺すことなどできるのだろうか。

「ねえ、その新王って──」

「おっと、ここからはビジネスだ。ただし、この情報に代金は要いらねえ。要るのは、おまえさんの専属契約承しよう諾だくの返事さ」

　ベルは口を結んだ。この男、なかなか駆け引きが上手うまい。

「俺おれの言うことは信用できないかい？　疑うのなら、捕まえたレプトイドにでも訊きいてみな」

　その必要はないだろう。彼が言ったことは、おそらく本当のことだ。レプトイドの新王の情報は、ベルの信用を得るためにわざわざ見せた手札だ。調べればすぐにわかるような噓うそをつくはずがない。

　カチャリと、小さな音を立てて、湯気の立ったホットミルクがベルの前に置かれた。

　注文をした覚えのないベルは、キョトンとする。

「店を誉ほめてくれたから、この一杯はシスターさんにサービス」

　店主が朗ほがらかに勧すすめてくれた。

　ベルは丁てい寧ねいにお辞じ儀ぎをして、店主に感謝を伝える。そして、神に短い祈りを捧ささげると、温かいミルクで喉のどを潤うるおした。ほどよく緊張がほぐれ、頭が冴さえてくる。

　まず、クリカラと組むメリットとデメリットを秤はかりにかけた。そして、最優先すべきことはなんなのかを己おのれに問うてみる。

　──今のベルが身の丈たけ以上の出世を望むには、相応のリスクを覚悟しなければならないだろう。クリカラの提案を吞のむことは、リスクを負うことを代だい償しように、強力な情報網を得るということに他ならない。レプトイドの王の情報一つをとっても、彼のタルタロスへのパイプが確かなことが窺うかがえる。ならば、答えは一つだ。

「……わかったわ。神に誓います。専属契約しましょう」

　教会の意向はわからないが、慈じ悲ひ深い神ならば、きっとお許しになるはずだ。

「そうこなくちゃな。早速お祝いだ。マスター、このシスターさんに、俺と同じ酒を──」

「あ、ミルク、おかわりください！」

　クリカラの注文を妨ぼう害がいし、二杯目のミルクをオーダーするベル。

「ねえ、クリカラさん」

「クリカラでいいぜ。おまえさんのことも、これからは、ベルって呼ばせてもらうけどな」

「構わないわ。それで、さっきクリカラが言っていたレプトイドの新王のことなんだけど、詳しく教えてもらえないかしら？」

「ああ、約束だもんな。この情報はサービスにしとくぜ」

　クリカラは、もったいぶるようにグラスを口に運んでから、低い声を吐き出した。

「……なんでも、この新王は呪のろいを操る力があるそうだぜ」

「呪いを操るって、どういうこと？」

「レプトイドは呪われた獣けものだって、教会で教わってんだろ？」

　ベルは頷うなずく。幼い頃ころから聞かされてきたことだ。教会の関係者でなくても、知らない者はいないだろう。

「人間は神の盾たてアイギスを持ち、レプトイドは神の呪いを受けている。でもな、この神の呪いについて具体的に知っている奴やつは驚おどろくほど少ない」

「言われてみれば、わたしも漠ばく然ぜんとしか……」

「それも仕方のないことだ。なにせ、呪いは様々な形になって、レプトイドに降りかかるんだからな。連中は何の脈絡もなく、突然重傷を負ったり、命を落としたりする」

「そんな……。どうしてそんなことが起こるの？　一体誰だれがそんなことを……」

「さてね。それは知らねえ。だからこそ、呪いと呼ばれている。あえて、誰がやったかという質問に答えるとすれば──神様だろうさ」

　ベルは複雑な心境だった。

「幸いなことに、レプトイドは頑がん丈じような鱗うろこで覆おおわれている。ちっとやそっとじゃあ、大きな傷を負ったりしない。……だが、それでも呪いで命を落とす奴はたくさんいる。外傷もなく、突然死するケースも結構あるようだぜ」

「それが、呪い……。じゃあ、さっき言っていたレプトイドの王は……」

「そう。この呪いで、他ほかのレプトイドを制圧し、タルタロスに君臨したって話だ」

　何ともいえない薄うす気き味み悪さをベルは感じていた。審しん問もん官かんとして何度もレプトイドと接し、その身を拘こう束そくしてきたが、彼らが暮らす奈な落らくの底は、ベルにとって未知の領域である。

　知られざるレプトイド社会に起こった変革は、湖面に波紋を生む小石のように、千年都市アーモロートに影えい響きようを及ぼすのだろうか。

　胸の内に生まれた不安の種は、鉛なまり色いろの雨雲のようにベルの心を覆い始めていた。




　翌朝になっても、ベルの気分は晴れなかった。憂うれいごとの原因が、教会に秘密にしたまま民間人のクリカラと契約を結んだことにあるのか、それとも彼から聞いたレプトイド王の存在にあるのかは不明だ。

　こうして、修道院の廊下を歩いていても、どこか上の空である。

「こんな気分じゃいけない。シャキッとしなくちゃ」

　ベルは、自分に言い聞かせるように独りごちると、両手で握り拳こぶしを固めた。

　そう、気分を切り替えなくてはならない。なにしろ、これからマリアーナの召致に応じ、枢すう機き卿きよう執務室を訪ねるのだから。

　執務室の扉を前にして、ベルは軽くノックをする。

「ベルヘルミナ・バスカヴィルです」

「どうぞ、お入りなさい」

　上品な声が返ってくる。

「失礼します」

　ベルは礼を欠かないよう注意を払いながら、執務室へと入室した。

　広々とした執務室には、マリアーナ・メイトス枢機卿と、秘書官であるヨープ・スノーの姿があった。二人はデスクを囲み、なにやら書類業務に没頭している最中のようだ。

「あ、お忙しいところをすみませんでした。出直します」

「いいのよ。ちょっとだけ待っていてね？」

「あ、お気き遣づかいなく」

「ごめんなさいね。本当は、あなたが来るまでに終わらせておくはずだったのよ。きっと、ノロノロしていた私が悪いのね。それから、ブラザー・ヨープも共犯かしら？」

「これは、手厳しい」

　マリアーナは、悪戯いたずらっぽい眼まな差ざしを秘書官に向けた。昨日の礼拝の時とはまるで別人ではないかと、ベルは疑いたくなった。もっとも長い付き合いということもあり、こうした彼女の二面性には、すっかり慣れっこなのだが。

　デスクの上に目を走らせてみると、そこに並んでいる書類が枢機卿の直筆の公文書であることがわかった。どれも形式的なものばかりである。ところが、今ペンを握っているのはマリアーナとヨープの二人だ。書面には、どの書類にもマリアーナのサインがあるというのに。

　ベルは、すぐさま状況が吞のみ込めた。今、ヨープはマリアーナの代筆を務めているのだ。それにしても、彼による筆は見事なものだった。マリアーナの筆跡と寸分違たがわぬ傑作である。

「あらあら、見られちゃったわね。みんなには内緒にしておいてね？」

「わかってます」

　ベルは冗談っぽい溜ため息いきをついてみせる。

「あなた達が理解ある弟子で、私は幸せ者ね」

「猊げい下か、幸せを嚙かみ締めるのは結構ですが、その弟子を酷こく使ししすぎではありませんか？」

　ヨープも、ベルとマリアーナの調子に合わせるように、冗談めかした不平を零こぼす。

「あら、だってブラザー・ヨープは、明日から西部修道会に泊まり込みでしょう？　今日手伝ってもらわないと日がないじゃない？」

「はは、そうでした」

　恩師と兄弟子の冗談めかしたやり取りを見て、ベルは柔らかな懐旧の情に駆られる。

「お師し匠しよう様、ヨープさんの仰おつしやるとおりです。ご自分のことは、ご自分でなさらないと……」

「まあ、お師匠様だなんて、そんなふうに呼んでくれたのは久方ぶりね」

「あ、し、失礼しました猊げい下か」

「いいのよ、嬉うれしいわ。シスター・ベルにそう呼ばれると、若い頃ころを思い出すわね」

　ちらりと、マリアーナはヨープに向かって視線を投げかける。

「……」

　おそらく彼のリアクションを待っているのだろう。マリアーナは期待に満ちた瞳ひとみをパチクリとするばかりだ。やがて痺しびれを切らしたヨープは、やれやれとばかりに肩をすくめる。

「猊下は、今でもお若いですよ」

「あら、お上手じようずね」

　満足そうにマリアーナは微笑ほほえむのであった。枢すう機き卿きよう付き秘書官という立場も、なかなか大変なようだ。
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　当のマリアーナは、弟子達の様子などお構いなしに、手持ちの書類を片付け始めた。

「さて、これで私のぶんは終わり。後はお願いね、ブラザー・ヨープ」

「お任せください」

　マリアーナは、待ちぼうけを食っていたベルに微笑ほほえみかける。

「お待たせしちゃったわね」

「いえ、そんなことありません」

「実は、深刻な話だったから、落ち着いてあなたに伝えたかったの……。いずれ、耳に入ることだから、せめて私の口から伝えたくてね……」

　マリアーナの言葉は、いつになく歯切れが悪かった。ベルは一いち抹まつの不安を覚える。一体、彼女は何を言おうとしているのだろうか。

「今朝けさ、グイドーニス司し教きようから、シスター・シビルを、ある異い端たん嫌疑の担当審しん問もん官かんに推すい薦せんする旨むねが届けられたわ。それで、私も知ったことなのだけれど……」

　心臓の鼓こ動どうが速くなる。嫌いやな予感がしてならない。ベルは、喉のどの渇かわきを覚えながら、マリアーナの次の言葉を待った。そして……。

「一昨日おととい、あなたがレプトイドから助け出した子供達の一人に、異端の嫌疑が浮上していたことがわかったの」
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　異端の嫌疑をかけられた者は、教会内の施設で厳しい審問を受け、異端者であるかどうかの最終的な宣告を受けるのが常だ。

　異端宣告と刑罰が決定されるまでのしばらくの期間、彼らは教会敷地内にある専用の牢ろう舎しやに拘こう留りゆうされることになる。そして審問の結果、異端であると宣告された場合、レプトイドと見なされて刑罰が執行される。即すなわち、タルタロスへと強制送還されるか、あるいは火ひ焙あぶりとなる運命を辿たどることになるのだ。

　もっとも、聖せい盾じゆん教会の基本理念として、命を尊とうとぶ姿勢を貫つらぬいているため、よほどの重犯罪者でなければ、火焙りになることは稀まれである。

　しかし、この異端宣告には欠陥があることを、実際に辛しん酸さんを舐なめたベルはよく知っていた。

　かつてアイギスを失った少年が、レプトイドであるはずがないにも拘かかわらず、身に覚えのない異端宣告を受け、タルタロスへと送られた事例がある。すでに人々の記憶からは風化されているこのケースを、ベルは一生忘れることはないだろう。

　教会は、また同じ過あやまちを繰り返すのではないだろうかと、胸の内には怒りにも似た懸け念ねんが渦巻いていた。心臓が喉のど元もとまでせり上がってくるような不快な気分だ。

　ベルは、ひどく嫌いやな予感に急せき立てられ、牢ろう舎しやを目指して足早に歩を進めている。

　牢舎は、教会敷地内の離れにある。奥まった場所に位置しており、行き来するには、修道院の回廊に面した広い中庭を横断しなくてはならないため、不便なことこの上ない。この立地は、脱だつ獄ごくを防止するためとされているが、それはあくまで表向きの理由だろう。牢舎には審しん問もん室しつも併へい設せつされており、苦く悶もんの声が昼夜尽きることがない。人間の心理としては、このような場所とは距離をとりたいものだ。

　中庭に敷き詰められた芝しば生ふを、躊ちゆう躇ちよなくブーツが踏みしだいてゆく。本来、こうした緑には心を癒いやす効果があるのだが、今のベルに効き目が現れた様子はまったく見られない。

　ベルが、苛いら立だちを抑えながら牢舎の前まで辿たどり着くと、そこには先客がいた。牢舎から飛び出るように設置されている守衛室から、法ほう衣えを纏まとった大柄な中年男性が出てくる。司し教きようディミアン・グイドーニスだ。

　こんな時に嫌な男に出くわしたものだと思いながらも、ベルは身なりを整えて丁重な挨あい拶さつをした。

「これは、グイドーニス司教、ご機嫌麗うるわしく」

「ほお、君か。どうしたのかね、こんな場所に用事でも？」

　ディミアンの芝居がかった態度を不愉快に感じながらも、ベルは応答する。

「はい。一昨日おととい、わたしが救出した児童の一人に異い端たんの嫌疑がかけられたと聞き、いてもたってもいられず、牢舎に参ったしだいです」

「それは熱心だね。頭が下がる思いだ。だが、君の心配には及ばんよ。担当審問官は、シスター・シビルが務めることになるだろう。君の手を煩わずらわせてばかりでは、心苦しいからな」

　よくも、いけしゃあしゃあと言えたものだ。異端嫌疑の知らせが、今いま頃ごろになってマリアーナの耳に届いたのは、おそらくこの男がシビルの推すい薦せんを根回ししていたからだろう。今回の伝達不備は、グイドーニス派の故意によるものに違いない。

「誤解してほしくないのだが、別に君の手柄を娘に横取りさせようというわけではないのだよ。司教という立場上、審問官には平等に機会を与えるべきだと考えてね」

　誤解であるものか。この男は、明らかに先日のベルの活躍を妬ねたみ、人事に一計を案じたのだ。おそらく、シビルに担当審問官を任せて異端宣告を取り、異端者に気付かなかった能無しとベルを非難するつもりなのだろう。彼からしてみれば、メイトス派の名声を落とすのに、またとない機会のはずだ。

「何か不満があるかね？」

　ベルの心を見透かしたように、ディミアンは眉まゆ根ねを寄せた。ここで口論しても埒らちが明かないだろう。申し立てるなら、この男ではなくマリアーナが適切だ。

「いえ、ございません」

「そうか、理解してもらえて嬉うれしいよ。あの子も優秀な審しん問もん官かんだからな。きっと成果を出すに違いない」

「はい。ところで司し教きよう、この異い端たんの嫌疑は、一体どのようにして持ち上がったのでしょうか？」

「ん？」

　ディミアンが訝いぶかしむような目を向けてくる。今しがた引き下がった以上、代わりに他ほかの情報を訊きき出すことはできないかと、ベルは気持ちを切り替えていた。

「わたしも、児童達を教会に連れてきた身として、責任を感じています。何も知らないままでは、引き継いでいただくシスター・シビルに申し訳が立ちません」

「ふむ……。まあ、いいだろう。一昨日おととい、君が連れてきた児童の中に、教会の宿舎で夜を明かした子供達がいたのだが……翌朝になって、その内の一人が手に酷ひどい裂れつ傷しようを負っていたのを、係の者が見つけたのだよ。それで、その子にアイギスがないことが判明したのだ」

「まさか？　どの子ですか？」

　質問とは裏腹に、白髪の少女の顔をベルは思い浮かべていた。さしたる確証はなかったが、異端の嫌疑の話をマリアーナから聞いた際、真っ先に浮かんだのが、あの子の顔だったのだ。

「傷を負っていたのは、口の不自由な少女だ。見たところ、発達障害もある。自分の置かれた状況がわからんのか、まるで関心がないように顔色ひとつ変えん。まったく、気味が悪い」

　ベルの予感は当たっていた。

　彼女と出会った日、運うん搬ぱん船せんから救出した際も、夜にラウンジで再会した際にも、あの子は傷など負っていなかった。ならば、あれから怪け我がをしたということなのだろうか。

「あの子には、お兄さんがいましたよね？　彼は何と言ってるんですか？」

「面倒なことに、頑として妹の異端嫌疑を否認している。さしずめ彼は、口の利きけない妹の代弁者といったところか」

　その時、牢ろう舎しやから微かすかな呻うめき声が聞こえてきた。まるで地じ獄ごくの底から響ひびいてくるような低い声だ。ベルは、総毛立つような心地だったが、同時に少しだけ安心する。少なくとも、あの少女が上げた声ではないだろう。

　蒼そう白はくになったベルの心情を察してか、ディミアンは得意げに付け加えた。

「ああ、あれは、君が捕ほ縛ばくしたレプトイドどもの悲鳴だよ。例の誘ゆう拐かい犯はんどもだ。今、私の弟子が審問にあたっている。なにしろ、十二名もの児童を拉ら致ちした凶暴な獣けものだからね。余罪がないか追及しているのだよ」

　再び、苦痛に歪ゆがむような唸うなり声が、ベルの耳を突いた。自分は間違ったことをしたわけではないはずだ。それなのに、胃液が逆流しそうな罪悪感に駆られる。

「蜥蜴とかげ風ふ情ぜいが、なかなか強情なものでね。納なつ得とくのできる犯行動機を口にせんのだ。いっそのこと、見せしめに一匹くらい火ひ焙あぶりにすれば、口が軽くなるやもしれんな」

　さらりと恐ろしいことを言ってのけるディミアンに、ベルは肝きもを冷やした。この男は、教会の重職にありながら、どうして易やす々やすと教会の理念を侵おかすようなことを口にできるのだろうか。

「だが心配することはない、蜥蜴とかげどもが口を割るのも時間の問題だ。それに、あの兄妹きようだいもな。兄の目の前で、妹を痛めつけてやれば、すぐに異い端たんだと認めたくなるさ。それとも、妹の方が正体を現す方が早いかな」

　ベルの堪かん忍にん袋ぶくろの緒おは限界だった。あと一言でもこの男が非道な発言をすれば、自分を抑えられる自信がない。

「なんだね、その目は？」

　ディミアンは、濁にごった泥でい土どのような目でベルを見返し、ほくそ笑んでいる。

　その表情を見て、自分が挑発を受けていたことに気付き、ベルは努めて平静に戻った。ここで、この男の胸倉を摑つかもうものなら、たちまち守衛室の審しん問もん官かん達に取り押さえられ、メイトス派が糾きゆう弾だんされる原因をつくることになってしまう。

「……いえ、なんでもありません。失礼致いたしました司し教きよう」

　自らを律し、頭こうべを垂れるベル。

　思いどおりにならなかったディミアンは、つまらなそうに口を歪ゆがませて立ち去っていった。




　ベルは、守衛室の帳面にサインを済ませると、詰めている審問官達から面会の許可を得た。

　牢ろう舎しやへの扉を潜くぐり、石造りの湿った廊下を進んでゆく。いつ来ても気が滅め入いるような陰気な場所だ。

　地下にある審問室からは、耳を塞ふさぎたくなるような絶叫が響ひびいてくる。こんな所に、あの子を昨日から閉じ込めていたというのだろうか。同じ教会の人間として、憤いきどおりを覚えてならない。

　やがて、囚とらわれの少女の牢ろう獄ごくが、ベルの目に入る。

　錆さびついた鉄てつ格子ごうしの奥には、あの優やさしい白髪の少女が、精巧な人形のように座っていた。左手に巻かれた包帯が、なんとも痛ましい。

　しかも、ここに居いるのは彼女ばかりではなかった。牢の前には、少女の兄が座り込み、何事かを話しかけている。

　彼は、ベルの靴くつ音おとに気が付くと、こちらを振り向いて立ち上がった。その表情には、どことなく安あん堵どの色が窺うかがえると感じたのは、ベルの思い上がりだろうか。

「ごめんなさい、こんなことになってしまって……」

　開口一番、ベルは心から兄妹に謝罪した。彼らを、このような目に遭あわせているのは紛まぎれもなく教会である。そして、ベルはその教会の一員なのだ。

　まさか神様が、このような形で彼らとの再会を用意してくださるとは、思いも寄らなかった。

　罪悪感に打ちのめされそうになる。しかし、そんなベルの負い目などお構いなしに、格子の向こうから、囚われの少女が歩み寄ってきた。

　ベルは、格こう子し越しに彼女の薄うす桃もも色いろの頰ほおを優やさしく撫なでる。掌てのひらから伝わるぬくもりが、罪の意識をますます刺激した。

「本当に、ごめんね……」

　少女は、頷うなずくことも頭を振ることもない。まるで猫のように目を細めて、ベルに撫でられているばかりだ。

「あなたが悪いわけじゃないよ。それにね、今、妹にあなたの話をしていたんだ。そろそろシスター・ベルが来てくれるんじゃないかって」

　妹の気持ちを代弁するかのように、少女の兄がベルを責めることもなく歓迎してくれた。申し訳ない気持ちと、嬉うれしい気持ちが胸のなかを占める。

「わたしの名前、覚えてくれてたんだ……。会いに来るのが、遅くなっちゃったわね？」

　少年は、頭かぶりを振った。

「ぼくは、レトリック・メリアドク。こっちは、妹のミュー・メリアドク。改めてよろしく」

「こちらこそ、よろしく。レトリックくん、ミューちゃん」

　ミューは大きな瞳ひとみを瞬しばたたかせて、軽く頷いた。

「あ、ぼくのことは、レトでいいよ」

「わかった、そう呼ばせてもらうわ。ねえレト、あなたも、ずっとここに居いるの？」

「ううん。ぼくは、教会の宿舎を一昨日おとといから使わせてもらってる。だから平気だよ。でも、ミューは……」

　レトリックは、投とう獄ごくされた幼い妹を、不ふ憫びんそうに眺ながめた。

「ミューは、あれからずっと、ここに入れられてるんだ。まだ七つなのに、酷ひどいよ」

「聞いたわ。ミューちゃんが怪け我がをしたって」

「ぼくが悪かったんだよ。ちょっと目を離した隙すきに、ミューが転んで……」

　少し迷った素振りを見せたレトリックだったが、真しん摯しな眼まな差ざしを向けると、口を開いた。

「……実はね、ミューは、生まれつき口が不自由なだけじゃなくて、いつの間にかアイギスをなくしてしまっていたんだ」

「そう……」

　もしかしたらと思っていた憶測が的中した。

　メリアドク兄妹きようだいの両親は、口の不自由なミューを重荷に感じ、親である責任を放ほう棄きしたと、ベルはレトリックから聞いていた。ひょっとすると、彼らの両親がそのような非道に走ったのは、ミューのアイギス喪そう失しつが最大の理由だったのかもしれない。

「ミューは、神様だって信じてるし、お祈りを欠かしたこともないんだ。それに、ぼくと血を分けた人間だよ。信じてくれる？」

　ミューのケースは、兄ナレシュと酷こく似じしている。ベルは、やるせなかった。これでは、まるっきり十年前の繰り返しではないか。

「レトの話、信じるわ」

「本当に？」

「わたしも昔、大切な人が、ミューちゃんと同じようなことになったから、よくわかるの」

「へえ、そうなんだ」

　似たような経験者を知って安心したのか、少年は嬉うれしそうに息を漏もらした。それも無理はないだろう。身内に異い端たんの嫌疑をかけられる屈くつ辱じよくと恐ろしさは、味わった者でないとわからない。彼にとって、ベルは数少ない理解者といえよう。

「今までぼく達は、人目を避けて暮らしてきたんだ。でも、レプトイドに捕まって……」

　ベルはいたたまれない気持ちで一杯だった。お役目とはいえ、メリアドク兄妹きようだいを救助した際に、教会へ連れてきたりしなければ、二人をこんな辛つらい目に遭あわせないで済んだのだ。

　今にも自己嫌けん悪おに陥おちいりそうなベルに、レトリックは当然の疑問を投げかける。

「ねえ、シスター・ベルが、ミューの担当審しん問もん官かんをしてくれるんだよね？」

「え……」

　ベルは返事に詰まった。なんと答えるべきか、よく言葉を選ぶ。

「……そうなるように、枢すう機き卿きようにお願いしてみるつもりよ」

「そう。なら、きっとミューも安心だね」

　レトリックは、ほっとしたように妹の顔を見る。

　噓うそを言ったつもりはない。今ベルが口にした言葉は、偽いつわらざる本心だ。だが、実際に願い出れば、メイトス派とグイドーニス派の対立を激化させてしまうことになるだろう。どうしても二の足を踏む自分に、ベルは良心の呵か責しやくを覚えていた。

　なにしろベルには、レトリックと幼い頃ころのナレシュが重なって見えてならないのだ。もともと容姿がよく似ているせいもあるだろう。ただ、大きく異なるのは、十年前に牢ろうに入れられていたのは兄のナレシュで、鉄てつ格子ごうしの前で泣いていたのが妹のベルだった。あの時の無力な自分に、レトリックのような利発さが備わっていれば、もしかしたら違う結末を辿たどれたのかもしれないと、他た愛わいもない考えに取り憑つかれそうになる。

　ベルは、はっとなった。確信めいたものが芽生える。これは、神様が与えてくれたチャンスなのではないかと。幼い頃、兄を救えなかった自分に与えられた、二度目のチャンス……。

　今度は失わない。失ってなるものか。ミューのぬくもりと、あの天使のような寝顔を思い出すと、愛いとおしさが胸元を突き上げ、確固たる決意が漲みなぎってくる。

「ねえ、レト、ミューちゃん、わたしの誓いを聞いてもらえるかしら？」

　メリアドク兄妹の視線が、ベルに集中する。

「わたしが、必ずミューちゃんを助けます。タルタロスへなんて送らせないから！」

　この誓いは、身勝手なエゴかもしれない。ミューを助け出したい気持ちは、もちろん大きい。だが同時に、兄を救えなかった自身への贖しよく罪ざいも、動機の一端を占めているからだ。それでも、ベルはそうすべきだと心に決めた。それに、これで少しでも、ミューに希望を与えることができれば幸いではないか。

　ベルは、ミューの表情を覗のぞき見ようとして──思わず、ぞくりとした。

　少女の双そう眸ぼうは、瞬まばたきひとつせずにこちらを見つめ返している。それは、深い、深い、深しん淵えんを覗き込んだような目だった。彼女の黒い瞳ひとみに映った自分は、まるで暗くら闇やみに捕らわれた囚人のように感じられた。

　この暗黒のなかでは、きっと心の武装がすべて剝はぎ取られてしまう。物言わぬ少女は、ベルの矮わい小しような自己満足など、すでに見透かしているのではないか。

「──ありがとう、シスター・ベル。妹のこと、お願いします」

　声をかけられ、ベルは我に引き戻された。

　隣となりを向けば、レトリックが期待に満ちた笑みを浮かべて、頭を下げている。すると、兄に倣ならうように、ミューもまたお辞じ儀ぎをした。その可愛かわいらしい姿に、先さき程ほどのような戦せん慄りつを覚えることはない。

　錯さつ覚かくだったのかとも思ったが、きっとそうではない。世を忍ばねばならないミューが、これまで育ってきた過か酷こくな環境を想像してみると、彼女の瞳が凄すさまじい何かを湛たたえていてもおかしくなかった。この小さな女の子は、ベルなど比べものにならないほど社会の闇を見てきたのではないだろうか。

　彼女の瞳を、そのままにしておけない。それに、もう後に引くつもりもない。

　ベルは、まずその第一歩を踏み出す決心をした。なんとしても、ミューの担当審しん問もん官かんにシビルではなく、自分を選定してもらう必要があるのだ。




　店内に満ちた心地よいリズムが、ベルの逆立っていた気分を落ち着かせてくれた。

　カウンターテーブルに置かれたバジルの効いたパスタに舌した鼓つづみを打つ。なんとも絶妙で香ばしい味わいが口の中に広がってゆく。

　ベルは、すっかり『モーニン』が気に入っていた。店内の雰ふん囲い気きはもちろん、料理の味も申し分ない。先日といい、店に客がほとんどいないのが不思議なくらいである。今夜も、ちょっと早めの夕食にと、こうして立ち寄ってみたのだ。

「──で、結局、そのミューって子の担当審問官には、おまえさんが選ばれたわけか？」

「うん」

　隣のスツールに座り、食事をとりながらベルの話を聞いていたクリカラは、長い溜ため息いきをついた。まるで職場を解雇され、途方に暮れる失業者のような落らく胆たんぶりだ。

　ベルが『モーニン』に立ち寄った理由はもう一つある。クリカラと接触し、彼から訊きいてみたい情報があるのだ。ところが肝かん心じんの当人は、やけに不機嫌そうに見え、話を切り出すのが躊躇ためらわれるほどだった。

「ねえ、クリカラ。どうかしたの？」

「どうかしたの、じゃねえ。呆あきれてんだよ。おまえさん、正しよう真しん正しよう銘めいのお人好よしバカだな？」

「む、どうしてよ？」

　ベルはフォークを置くと、頰ほおを膨ふくらませる。気分を害したときの昔からの癖くせだ。シビルといい、クリカラといい、どうして自分をここまでバカ呼ばわりするのだろうか。連日でバカだバカだと言われ続けたら、本当にバカなような気がしてくるではないか。

「いいか、バカ」

「わたし、バカじゃないわ」

「どっちでもいい。少しは反省しろ、おまえさんは敵をつくりすぎだ。本気で出世したいのかよ？」

「もちろん本気よ」

「だったら、もっと出世を望む奴やつなりの立ち回り方をしろ。対立する派は閥ばつを渡り歩くぐらいしたたかになれ。敵をつくりすぎるな。……ったく、どんだけグイドーニス派に嫌われりゃあ気が済むんだよ。すっかり目の敵かたきにされてんじゃねえか」

「わ、わたしだって、別に嫌われたくて嫌われたわけじゃないもん」

「ないもん、じゃねえよ。マリアーナ・メイトスは確かに実力者だ。この上ない後ろ盾だてだろう。だがな、もし彼女が失しつ脚きやくするか引退でもしてみろ、たちまちおまえさんも共倒れだ」

「うっ……」

　確かにクリカラの言うことは正論だ。ディミアン・グイドーニス司し教きようが中央修道会の実権を握れば、ベルなどすぐにお払い箱だろう。

「おまえさんの出世の道が断たれりゃあ、そこに賭かけた俺おれの懐ふところも、あっという間にスッカラカンだ。そこんとこ、理解しとけよ」

　クリカラの説教はもっともだったが、ベルには釈然としないものもあった。どう考えても、あのディミアンの考え方には賛同できないのだ。そんな男に、いい顔をしたいとも思えない。

　つい、ふてくされ、心にもない言葉がベルの口を衝ついてしまう。

「だったら、わたしよりも有望な審しん問もん官かんに取り入ればいいじゃない。シスター・シビルとか」

「あん？　誰だれだそりゃ？」

　クリカラが明らかに不愉快な表情を浮かべた。

　途と端たんにベルは恥ずかしくなる。自分は、彼を何だと思っているのだろうか。

「おまえさんこそ、俺をバカにしてるんじゃないのか？　一度決めた相棒を、おいそれと見捨てて、鞍くら替がえするような真似まねするかよ」

「……ごめんなさい。わたし、酷ひどいこと言った」

　しゅんとして俯うつむくベル。

「あ、いや、その、俺も少し言いすぎた」

　クリカラは、ベルから視線を逸そらすと、ばつが悪そうに頭の後ろを搔かいた。

　コトンと、小さな音を立て、カウンターテーブルの上にホットミルクが置かれる。

「食後のミルクだけど……少し早かったかな？」

　店主が気を利きかせてくれた。ベルは一礼して、温かいカップに口をつける。

　この一杯が、気分を切り替えるきっかけになってくれた。

「あの、それで、わたし、クリカラに尋たずねてみたいことがあるの。今回のミューちゃんのことで、根本的に疑問を感じることがあって……」

「おっ、そいつはいい心がけだね。俺おれの情報網はアテになるぜ？　で、その根本的な疑問ってのは何だ？」

「アイギスって、何なのかしら？」

　二人の間に奇妙な沈黙が降りた。クリカラは呆あつ気けにとられたように口を尖とがらせる。

「それを俺に訊きく？　教会の人間のおまえさんが？」

「自分でも変な質問しているのはわかってるわよ」

「だったら、俺からの回答も予想できるだろ。悪いが、アイギスのことで知ってるのは、神様が人間に与えた不可侵の盾たてってことくらいだ。こいつがあるから、何なん人びとにも人間を傷つけることはできねえし、自殺もできねえ。あいにく、おまえさんに売れるような情報はねえよ」

「そう……だよね」

「アイギスが、おまえさんの疑問か？　何だって修道女のおまえさんが、神様を疑うんだ？」

「違うわ！　神様を疑ったりしないわよ。……ただ、レトの話だと、ミューちゃんはお祈りを欠かしたことがないそうだし、アイギスを失う理由が見当たらないの。それに、とても優やさしい子なのよ」

　ベルの胸に、ふいにナレシュの顔が浮かぶ。兄もまた、同じようにアイギスを失う理由が考えられなかった。

「もしかして、そのミューって子は、実はレプトイドだってことはないか？」

「そう疑ってしまったら、グイドーニス司し教きようと同じやり方になってしまうわ。わたしは、あくまでミューちゃんが異い端たん者しやでないことを前提に、あたってゆきたいと思ってるの」

「確かに、その子を疑ったら、グイドーニス派から権利をもぎ取った意味がなくなるわな」

「うん。だから、彼女が異端者でないことを証明する。そのためには、アイギスをもっとよく知る必要があるんじゃないかって、思えてきたのよ」

　クリカラが短く口笛を吹く。

「へえ、大だい胆たんな発想だが、悪くねえ初動だと思うぜ」

「本当？」

「本当さ。もしかしたら、アイギスにはタブーみたいなもんが存在するのかもしれないしな。そのミューって子が気付かぬうちに、そのタブーに触れたせいでアイギスがなくなったって可能性もあるだろう？」

「ああ、そういう考え方もあるわね」

　ベルは、クリカラという男を少し見直していた。一見、ぶっきらぼうで口が悪く、うだつが上がらなそうな男だが、ベルの突拍子もない話を真しん摯しに受け止め、適切な助言をしてくれる。思ったよりも頼れる人物なのかもしれない。

「なあ、ベル。教会で、アイギスのタブーについて教えられたりしてないのか？」

「う～ん、アイギス関連のタブー……っていうと、セカンド・アイギスを求めるなかれ──という教義があるくらいかしら」

「おっ、そいつはどういう意味だ？」

　興味を引かれたクリカラが、ベルの話に食いついてくる。

「セカンド・アイギスというのは、時間の流れを防げるといわれている架空のアイギス、二つ目の盾たてのことを指すわ。つまり、不老不死を求めるなという意味よ。これが転じて、身の丈たけ以上のものを望むなかれ、欲張ってはいけないという教訓になるの」

「なるほどな、そいつは言い得て妙だ」

　クリカラは感心したようだった。

　正直、ベルからしてみれば耳に痛い教義だ。出世を望む自分の生き方は、この教義に背そむいていないだろうかと己おのれを省かえりみて、心が揺れそうになる。だが、すぐに思い直して迷いを断ち切った。今さら生き方を変えられない。いや、変えるわけにはいかないのだ。

　そんなベルの葛かつ藤とうなどお構いなしに、クリカラから率直な質問が飛び出してくる。

「ちなみに、セカンド・アイギスなんて存在するのか？」

「まさか。作り話に登場するくらいでしょう。クリカラは『ひとりぼっちの教きよう皇こう』っていう古い歌劇を知らないかしら？」

「いや、知らねえな」

「結構有名なお話よ？」

「なにぶん、そうした類たぐいのものには関心が薄うすいんでね」

「そう。要約するとね、不老不死を望んだ古いにしえの教皇が、厳しい修行を積んで、神様から二つ目のアイギス──つまりセカンド・アイギスを授かるの。それ以来、教皇は年をとらなくなるのだけど、代わりに教皇の周りの人々が、みるみる年老いてしまうのよ」

「それ、最後はどうなるんだ？」

「しだいに人々は教皇を気味悪がって、遠ざかってゆくの。そして、孤独になった教皇は、身を隠すようにどこかの孤島へ閉じ籠こもって、おしまい」

「ふむ、不老不死を求めて不幸になる話は、古今東西で耳にするが、その典型だな」

　歌劇に関心が薄いと言っておきながら、こうして興味津しん々しんとしているクリカラの様子は、どこか滑こつ稽けいだった。

「でも、セカンド・アイギスは、ミューちゃんとは関係ないと思うわ」

「同感だ。七歳児が不老不死なんて求めねえだろ。どんだけ、おませさんだよ」

　もっともな話である。

　ベルは古い歌劇を語りながら、温おん故こ知ち新しんという言葉を思い出していた。まさに、今の自分の指針となるものではないだろうか。

　善は急げとばかりに、提案を持ちかける。

「ねえ、クリカラにお願いがあるんだけど……」

「ん、何だ？」

「付き合ってほしいの、ダメ？」

「は？」

　クリカラが目を点にして、ベルを凝ぎよう視しした。質問の意図を模索するかのように、ひたすら瞬まばたきを繰り返している。

　おかしな彼の様子に合が点てんがいかず、ベルは小首を傾かしげるようにする。しかし、彼の反応の意味に理解が及ぶにつれ、しだいにベルの頰ほおは紅潮していった。

「ち、違う！　別にそういう意味で言ったんじゃないの！　ただ、明日、調べものするから、付き合ってもらえないかなって、訊きこうとしただけなんだから！　誤解しないでよ！」

　己おのれの失言を棚たなに上げて、思わず罪のない相手に八つ当たりをしてしまう。

「おいコラ、怒鳴りたいのはこっちだ。紛まぎらわしい言い方すんじゃねえよ！」

「ぐ……ごめんなさい」

　クリカラの言っていることの方が理に適かなっていた。ベルは、はにかんでしまう。

「……で、明日だが、別に構わないぜ。おまえさんに付き合ってやるよ」

「本当？　よかった」

　現金なもので、今泣いた烏からすがもう笑う。

「調べものってのは、アイギスのことか？」

「そう、一日休暇をとって、教会図書館に行ってみようと思うの。わたしの連れだって言えば、きっとあなたも入館できるはずだわ」

　教会図書館は、その施設の名が示すとおり、教会が運営する教会関係者のための特別図書館である。本来なら、部外者の入館は禁止されているが、異い端たん審しん問もん官かんの連れという立場なら話は別であろう。

　アイギスのことを調査するなど、聞く人が聞けば背信行為に捉とらえられかねない。教会内で立場のあるヨープに、その手伝いを頼むのは気が引けた。教会から距離のあるクリカラこそ適任なのだ。

「へえ、教会図書館ねえ。ちょっと面白そうじゃねえか」

「都市東区にあるから、遠出になるわ。汽車に乗って行きましょう」

　ベルとクリカラは、翌日の待ち合わせの時間と場所を話し合い、『モーニン』を後にする。

　外に出ると、すっかり夜の帳とばりが降りていた。暗い空を見上げたベルは、ミューの瞳ひとみを思い出し、軽く身み震ぶるいする。あの子の瞳に蓄たくわえられた闇やみを、少しでも晴らしてあげたいと心から思う。たとえそれが、自身の贖しよく罪ざいに起因する自己満足だと非難されても。

　もう、賽さいは投げられたのだ。
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　──子供の泣き声がする。

　声の限り、誰だれかに救いを求めて、ただ一心不乱に泣きじゃくっている。

　きっとこの子は、泣く以外にできることがないのだろう。その手は何かを行なうにはあまりに小さく、その心は残ざん酷こくな現実に耐えるにはあまりにも脆ぜい弱じやくだ。

　まるで第三者にでもなったような気分で、無力な泣き声に耳を傾けていたベルだったが、ふいに気が付いた。そうだ、泣いているのは自分自身なのだと。

「ベル、そんなに泣かないでよ」

　ナレシュを困らせているのはわかる。だが、それでも幼いベルは、泣き止やむこともなければ、彼の手を離すこともない。

「兄さん、行っちゃヤダ。行かないで！」

　ベルの気持ちに賛同するように、灰色の空は大粒の雨を降らし、地面を濡ぬらしてゆく。

　バスカヴィル兄妹きようだいは、橋の下で雨宿りをしながら、何度も同じやり取りを繰り返していた。

　この頃ころのベルは知らなかったのだ。幼子が泣き喚わめいたところで、何一つ変わることなどないということを。懸命に訴えかければ、兄を引き止められるのではないかという希望に縋すがり、同じ言葉を叫び続けた。

「兄さん、行かないで！　どうして、兄さんが教会の敵だなんて言われるの？」

「ベル……」

「兄さんは、修道士になる人なのに。どうしてみんな、兄さんを悪者にしようとするの？」

「きっと、みんな誤解してるんだ。きちんと話せば、すぐに信じてくれるさ。だって、ぼくは異い端たん者しやなんかじゃないんだから。ベルだって、それをよく知っているだろう？」

「……うん」

　ベルは嗚お咽えつを漏もらしながらも、こくりと頷うなずく。

「ね？　だから大だい丈じよう夫ぶ」

「でも……みんな、兄さんのこと、ベルみたいに知らないもん」

　なおも食い下がるベル。いたいけな瞳ひとみから零こぼれる涙を、ナレシュは指ですくってみせた。そして、彼は諭さとすように言葉を紡つむぐ。

「いいかい？　教会の偉えらい人達は、ぼく達が知らないような難しいことを、たくさんご存知なんだ。だからね、偉い人達がぼくを見れば、異端者じゃないこともおわかりになるはずさ」

「本当に？　そうしたら、兄さんはすぐに帰ってこれる？」

「ああ、すぐにね」

　ようやく落ち着いてきた妹の頭を優やさしく撫なでると、ナレシュは背を向ける。

　幼いベルの胸に警けい鐘しようが鳴り響ひびいていた。このまま行かせてはいけない。黒い衣ころもを着た大人おとな達が、兄さんをどこか遠くへ連れて行ってしまい、もう二度と会えなくなる。

　やっぱりダメ、行っちゃダメ──もう声が出ない。泣き叫ぶあまり、喉のどを嗄からしてしまったのだろうか。

　雨のなか、迎えに来た大人達に連れられ、歩み去ってゆくナレシュ。

　ベルはその背中に、精一杯小さな手を伸ばす。だが、それが兄に届くことはない。そのことは、誰だれよりもベル自身が一番理解していたのかもしれない。あの頃も、そして今も。




「……ベル。……ベル。……そろそろ起きろ」

　自分を呼ぶ声がする。

　溶け込んでしまいそうな微睡まどろみから、徐々に意識が覚かく醒せいしてゆくのがわかる。そうか、自分は眠っていたのだと、ベルは他人ひと事ごとのように考えていた。それにしても体が硬くなったような気がする。妙な姿勢で寝入ってしまったのだろうか。頰ほおに当たっている木目を感じて、ようやく自分が座りながら机に突っ伏して眠っていたのだと理解した。

「うん……兄さん、もう少し寝かせて」

「はい？」

　素すっ頓とん狂きような声が返ってくる。

　おかしな反応が気になって、ベルは瞼まぶたを薄うつすらと開けた。

「どうしたの？　兄さんったら、変な声だして……」

　ベルのぼやけた視界が、しだいに鮮明なものへと変わってゆく。そこに映し出されたのは、啞あ然ぜんとしてこちらを覗のぞき込むクリカラの顔だった。

「……えっ!?」

　今度、奇妙な声を上げたのはベルの方だった。あれ、自分は今、この男に何と言ったのだろうか。ベルは呼び起こされたばかりの意識を総動員させて、数十秒前の記憶を探る。みるみる顔が熱を帯びてゆくのが、自分でもよくわかる。

「へ～、兄さん、ねえ～。おまえさん、兄貴がいるのか」

　クリカラが悪戯いたずらっぽい笑みを浮かべていた。ベルは頭が爆発しそうになるくらい、恥ずかしさに震ふるえた。

「うわああああ、今のなし！　なしだからね！」

「わっ、バカ、しー、場所を考えろ」

　大声で取り乱すベルに向かって、クリカラは唇くちびるに人差し指を当ててみせる。

　ベルは、ようやく自分がいる場所を完全に思い出した。ここは教会図書館だ。周りの席にぽつぽつと座っていた修道士達が、迷惑そうにこちらへ視線を投げかけている。静寂を常とするこの館内で、ベルとクリカラ以外に騒いでいる者など一人もいない。
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「あっ……。す、すみませんでした」

　ベルは立ち上がると、ペコペコと四方に頭を下げる。穴があったら入りたい気分とは、まさにこのことだ。大きな溜ため息いきをついて椅い子すに腰を落とす。

　なんという醜しゆう態たいだろう。朝早くから教会図書館に来たはいいが、本に目を通すうちに、すっかり眠りこけてしまったようだ。そればかりか寝ぼけて、よりにもよってクリカラのような男を兄と間違えてしまうとは。ベルは顔から火が出る思いがした。

　真まっ赤かになった耳元で、クリカラが囁ささやくように追い打ちをかけてくる。

「やぁ～、ベルも可愛かわいいとこあんだねぇ～」

　キッとなって、睨にらみつける。何か言い返そうとも思ったが、ますますドツボに嵌はまるような気がしたので黙っておいた。屈くつ辱じよくで涙が零こぼれ出てしまいそうだ。

　ベルは調査に没頭することで、気を取り直すことにした。しかし、思いのほか成果は挙がらない。いくらアイギスの資料を漁あさっても、クリカラが推理したようなタブーを発見することができなかったのだ。

　だいたいどの資料にも、一様に同じような記述が書かれているばかりである。




　──アイギスは、神がレプトイドから人類を護まもるために与え給たまう不可侵の盾たて。アイギスをその身に宿した人類は、暗黒の季節を生き抜き、千年の都アーモロートを築いた。

　対して、邪じや悪あくな獣けものレプトイドは、神の呪のろいを受け、奈な落らくの底タルタロスへと落とされた。

　繁はん栄えいを謳おう歌かする人類は、争うことがなく、傷つくこともなく、病やまいに蝕むしばまれることもない。

　苦難に喘あえぐレプトイドは、互いに争い、奪うばい合い、飢き餓がに哭なき、神の呪いに脅おびえ続ける。




　多少の違いはあるものの、どの本の内容も、ベルが教会で教えられてきたことと重複したものでしかない。

　唯ゆい一いつ収しゆう穫かくらしきものを得たのは、ナレシュやミューのように、過去にアイギスを喪そう失しつした事例がないか調べてみた時のことだ。

　過去に遡さかのぼってみたところ、十三件の記録が残っていた。その最後の記録こそ、十年前のナレシュなのだが……。なお、十三件とも異い端たん宣告を受けており、その後の彼らの記録はない。

　読んでいて辛つらいものがあったが、ふと奇妙な記述に目を引かれた。

　二百年ほど前、政争の渦か中ちゆうにあった司し教きようが、アイギスの喪失により、異端審しん問もんを受けた際の記録だ。

　彼は、教きよう皇こうと枢すう機き卿きようにしか閲えつ覧らんが許されない『黙もく示し録ろく』を執しつ拗ように求めて、心を病んでいったと書かれている。

　興味を抱いだいたベルは、審しん問もん会かいでの彼の釈明に目を通してみた。




　──私は、神への信心を失ったのではない。『黙もく示し録ろく』を紐ひも解とけば、すべては証明されるだろう。恐るべきレプトイドによって、私のアイギスは奪うばわれたのだ。あれこそ我々にとって未知の種、バリアクラッカーと呼ぶべき悪魔に違いない。




　常軌を逸いつした釈明によって、彼は審問官達の心証を悪くし、異い端たん宣告の憂うき目に遭あったばかりか、妄想司教パラノイア・ビシヨツプという汚名を記録に残してしまったらしい。

　ベルからしてみても、妄もう言げんのようにしか思えなかった。それとも、苦し紛まぎれの言い訳だったのだろうか。どちらにしろ、ミューの審問では、このような轍てつを踏むわけにはいかない。

　それにしても、この奇想天外な釈明を考察しようとすればするほど、気分が悪くなってくる。

「なあ、今日はそろそろ引き揚あげねえか？　疲れた体で無理したって、効率が悪いぜ」

　クリカラが、ベルの様子を気にかけてか、退館を提案してくる。

「ほら、おまえさん、さっきだって涎よだれ垂らしながら居眠りしてただろ？」

「ちょっと！　涎なんて垂らしてなかったわ」

　ベルは小声で抗議した。しかし、疲労による集中力の低下は否いなめない。

「でも……確かに、今日はそろそろ引き揚げましょうか」

　ベルは、クリカラの言に従い、退館の準備を始めることにする。

　持ち出してきた本を棚たなに戻していると、ふいにクリカラの様子が気になった。彼はどのような角度からアイギスを調査していたのだろうか。デスクに残っている本に、目を配ってみる。

『アイギスと保健体育』──そうタイトル付けされた本が目に留まった。よく見てみると、他ほかの本も似たような表題である。

　ベルは嘆たん息そくした。彼の成果はまるっきり期待できそうにない。その不ふ真面目まじめさに腹立たしさすら感じる。

　さっさと片づけを済ませると、一人でベルは退館を決め込んだ。教会図書館の門を潜くぐり、足早に路地を歩いてゆく。クリカラは、その後を駆け足で追ってきた。

「おい、ちょっと待てよ」

「……」

　聞く耳を持たないと言わんばかりに、ベルは歩く速度をさらに上げた。しばらく奇妙な追いかけっこが続いていたが、小川に架かった石橋に行き着いた時、ついにクリカラが音ねを上げた。

「どうした？　何でヘソ曲げてんだ？」

「別に、ヘソ曲げてなんかいません」

「いるだろ？」

「いません！」

　ベルは、橋の上でピタリと足を止める。勢いよく後ろを振り向き、不機嫌な顔を覗のぞかせた。

　クリカラはお手上げとばかりに、両の掌てのひらを上に向ける。彼のわざとらしいジェスチャーが、ますます癇かんに障さわった。

「わたしも居眠りしてたから、こんなこと言えた義理じゃないけど、あなた、もう少し真面目まじめにやったらどう？」

「あん？　俺おれは真面目にやってるぜ？」

「どこがよ？　あなた、図書館で一体何調べてたの？　『アイギスと保健体育』って何？　わたしのこと、バカにしてるの？」

「何言ってんだ。大切なことだろうが」

「あなたの推理していたタブーと、保健体育のどこが関係するのよ？」

「まんざら無関係じゃない。いいか、人間はアイギスを持っていても子孫が絶えない。これは、考えてみれば不思議なことなんだ」

　この男、本気で保健体育を勉強していたようだ。いい年をした大人おとなが、思春期の少年のような発想で……。ベルは、怒りを通り越して呆あきれてきた。

「おい、コラ。あからさまに呆れるなよ」

「呆れたくもなるわ」

「あのなあ、俺は今日の調べもので、おまえさんの着眼点がやっぱり正しいって確証を持ったつもりなんだぜ？」

　その発言どおり、存外にクリカラは真剣なようであった。ベルは少しだけ思い直し、彼の言葉に耳を傾けることにした。

「どういうこと？」

「はっきり言って、アイギスは都合がよすぎだ。いや、できすぎていると言った方がいいか」

「できすぎている？」

「アイギスの発動条件は何だ？」

「え？　怪け我がをすることよね？　あ、あと病気になったときも発動しているはずだわ。でも、病気の場合、見た目がわからない場合がほとんどよ。アーモロートには病人がいないことを考えれば、正しく機能しているはずだけど……」

「そうだ。どちらも自分の意思とは無関係に、体の組織に、何かしらの損傷や異変が生じると、アイギスは自動的に発動する。既き成せい概がい念ねんからすれば、アイギスは変化から体を護まもるため、人間個人にあてがわれた究極のシールドだ」

「そうね」

「ところが、人間は成長するし、子孫が絶えることもない。ここに矛む盾じゆんがある」

「へ？　それって……」

　ベルの頰ほおが紅潮してゆく。クリカラの言わんとすることが、おぼろげにわかったのだ。

「おまえさんの想像どおりだ。人間は体の成長や老化、妊にん娠しん、出産において、体組織を著いちじるしく変化させる。それは、体に異変が生じているということだ。なのに、アイギスは発動しない。つまり、アイギスは、ただ単に体の異常を防いでいるだけのシールドじゃないってことになる」

　ベルは驚きよう嘆たんした。なんということだろう。クリカラの理路整然とした見解に、圧倒されてしまっていた。人は見た目ではわからないものだと、思い知らされた気分だ。

「そんなこと、考えてもみなかったわ」

「俺おれだって、おまえさんがアイギスを調べるなんて言い出さなきゃ、思いつきもしなかった」

「えーと、クリカラが言ったことを嚙かみ砕くと……たとえ体に異変が生じても、アイギスには発動しないケースもあるということよね？」

「大おお雑ざつ把ぱに嚙み砕きすぎだが、そういうことだ」

「それなら、もしかしてミューちゃんが傷を負ったことも、あの子にアイギスが無いわけじゃなくて、発動しなかっただけということ？」

「そこは判断がつかない。確かにアイギスには未発動となるケースはある。だが、転んで傷を負うといった外的要因が、そのケースに含まれるわけがない」

「それはそうね」

　外的要因で発動しないようであれば、アイギスは無用の長物だろう。今までベルが、凶暴なレプトイド相手に無傷で勝利できているのが何よりの証明ではないか。

　ベルは、先さき程ほどクリカラが言っていた「アイギスはできすぎている」という意味が、次第にわかってきた。アイギスは神の奇跡による産物だ。それだけに、優すぐれていることに不思議はない。だが、どうにも胸がモヤモヤとする。教会が説いてきたアイギスの姿と、今クリカラが説明したアイギスの姿は、似ているようでいて異質なものに感じられるのだ。

　ふと、ベルに思いあたることがあった。クリカラのアイギス論に則のつとった考え方をすれば、逆にこういうふうにも考えられないだろうか。

「それなら、もし内的要因に発動するアイギスがあるとしたら、それがセカンド・アイギスってことになるのかしら？」

「昨日話してた歌劇にもなった教訓のことか。確かに、その理屈は悪くない。でも、存在しないんだろ、セカンドは？」

「そうね。でも、この教訓も、できすぎてる気がしてきたわ」

「ほう、言うじゃねえか」

「だって、内的要因に発動するアイギスがあったとしたら、ただ不老になるだけじゃなくて、子供も産めなくなるわけでしょう。そうしたら子孫が絶えて、人類の種としての繁はん栄えいは失われてしまうんじゃないかしら」

「なるほど。つまり、おまえさんはこう言いたいのか？　セカンド・アイギスを求めるなかれ、その真に言わんとするところは、道徳上の問題ではなく、生物学的な見地における警告なのではないかと？」

　我が意を得たりとばかりに、ベルは頷うなずく。見事な代弁だ。

　殊ことの外ほか、ベルがクリカラを感心した時だった。ぽつり、ぽつりと、石いし畳だたみに小さな斑はん点てんが生まれ始める。天を仰あおげば青空が見えるのだが、雨粒はゆっくりとその数を増やしているように思えた。

「おっと、雨か」

　ベルもクリカラも雨具の用意はない。

「駅まで走るか？　それとも図書館に戻るか？」

　どんどん雨足が強くなってゆくのがわかる。本降りになる前に、どちらかに辿たどり着けるとは、とても思えない。

　現在、ベル達がいる橋は、ちょうど駅と教会図書館の中間あたりに位置している。教会図書館が不便な場所にあるため、こうして市街地から離れた閑かん散さんとした場所を往ゆかねばならなかったのだが、こうした立地条件が今のベル達に災わざわいしていた。

　どうしたものかと頭を悩ませていると、アイデアが啓けい示じのように降りてきた。

「雨宿りしましょう。いい案があるわ」




　叩たたきつけるような雨音が耳を打つ。湿り気を帯びた空気が、肌はだに纏まつわり付いた。

　間一髪、雨が本降りになる前に、二人は避難に成功し、こうして雨宿りをしている。

　ベルが選んだ避難場所は、石橋の下だった。川幅が狭いため、河川敷には意外にもゆったりとした空間が広がっている。

　周りには細長い葦あしが群生しており、搔かき分けて進むのに難なん儀ぎしたが、こうして真下へ到着してみると、なかなか悪くない。

　緩ゆるやかなアーチを描えがいた天井から滴したたり落ちる雨は、まるで外界とを隔へだてるカーテンのようにも見える。

「……なんだか、懐なつかしいわ。昔、兄さんとこんなふうに雨宿りしたっけ」

「その時も、橋の下だったのか？」

　孤立した世界がそうさせるのか、ベルは懐旧の情に駆られ、ついつい饒じよう舌ぜつになってしまう。

「うん、わたし達が暮らしていた孤児院の近くに、ここと同じような橋があってね。嫌いやなことがあると、よくわたし、逃げ込んでたんだ。そこに兄さんが迎えに来てくれて、雨に降られちゃったんだったかな」

「そうか……」

　ベルの物もの憂うげな表情から感じ取るものがあったのか、クリカラは口数が少なかった。まるで話の先を促うながしているかのように見える。

「うちは、もともと母子家庭だったらしいんだけど、兄のナレシュが五歳の時、赤ん坊のわたしと一緒に、教会に置き去りにされたらしいの。教会の修道士達は、初めは迷まい子ごだと思ってたみたい。でも違った。いつまで経たっても、母はわたし達を迎えに来なかった」

「それで、孤児院に？」

「そうよ。兄は修道士を目指して、熱心に勉強してたわ。頭のいい人だったから、すぐに見習い修道士になれたの。でも十年前、異い端たんの嫌疑をかけられてしまった。何かの拍子に怪け我がをしたのよ。それを見み咎とがめられてしまって……。その頃ころ、兄はまだ十二歳だったわ」

　湿気を含んだ風が、ベルのウィンプルと亜あ麻ま色いろの髪を撫なでる。そこから覗のぞいたひたむきな横顔に、クリカラは何かを察したのだろう。目を眇すがめて、紡つむがれる言葉に耳を傾けた。

「ミューちゃんと同じようなケースよね。兄は修道士の卵で、信心深い人だったわ。それなのに、いつの間にか兄はアイギスを失っていた。いつなくしたのかはわからない。なにしろ、アイギスは発動してみないことには確かめようがないから……」

「それが普通だ。日頃から、試しに怪我してみようとする奴やつなんざいない」

「でも、兄さんが見習いになる際に、教会はアイギスの有無を確認したはずよ。その時には、アイギスがあったことは間違いないわ」

「だろうな。おまえさんだって教会の一員に加わる時に、そうした検査はパスしてるんだろ？」

「うん」

　クリカラは訊ききにくそうな素振りを見せたが、やがて核心を問うてきた。

「それで、おまえさんの兄貴はどうなったんだ？」

「異端宣告を受けたわ。いつも優やさしかった人達や、友達だと思っていた子達が、別人のようになって兄を糾きゆう弾だんした。なのに、わたしは何もできなかったの。ただ泣きじゃくっていただけ。結局、兄はレプトイドとして扱われ、強制的にタルタロスに送られたわ」

　たとえ過去にアイギスを確認された者でも、後に喪そう失しつしたことが発覚すれば、信心を失ったと見なされ、異端者の烙らく印いんを押されてしまう。ナレシュのケースは、その過か酷こくな判例の一つだ。

「……ひでえ話だ。しかし、これで合が点てんがいったぜ。おまえさんがミューって子に、肩入れする理由がな」

「自分でもわかってる。わたしはあの子達に、自分達の過去を重ねているって。罪滅ぼしをしたいだけのエゴだってことも百も承知よ。それでもね、あの優しいミューちゃんを同じ目に遭あわせちゃいけない。レトにも、わたしみたいな後こう悔かいをさせたくないのよ」

「それでいいじゃねえか。おまえさんの思うように進めばいい」

「思うように進め、か」

　ベルは、傍かたわらに立つ男の顔を盗み見た。力強い面おも差ざしを浮かべたクリカラの姿は、自信と勇気を与えてくれる。そのせいか、思わず心根が口を衝ついて出た。

「──実はね、わたし、兄さんのために出世したいの」

「そいつは、どういう意味だ？」

　自分から話し始めたことだが、ベルは説明すべきかどうか躊ちゆう躇ちよした。しかし、今さら引っ込めるわけにもいかず、告白を続けることにする。

「わたしは偉えらくなって、教会の仕組みを変えたいって思ってる。アイギスがないというだけで、レプトイドだって決めつけて悪者にする現在の仕組みを。仕組みが変われば、兄さんを堂々とタルタロスから助け出すことができるもの。きっと、そうする以外、本当の意味で兄さんを救うことはできないから……」

　ベルは、どこか吹っ切れた思いがした。こうして本音を曝さらけ出したのは、これが初めてなのだ。教会への中傷とも捉とらえられかねないため、マリアーナやヨープにすら話したことはない。

「わたしが異い端たん審しん問もん官かんになったのも、この目標に最も早く到達できると思ったからなんだ」

「……忠告しておくが、そいつは相当難しい話だぜ？　何かを変えるってことは、生なま半はん可かな覚悟じゃできねえもんだ。まず甘あまちゃんには務まらねえ」

　クリカラは吐き捨てるように感想を述べた。耳に痛いが、心にもない薄うすっぺらい励はげましを聞かされるよりは幾分かマシだろう。

「……そんなの、わかってるもん」

「本当か？　俺おれにはそうは見えないがな」

　鋭い刃やいばのような言葉を、クリカラは振るう。

「このことを、他ほかに話した奴やつはいるか？」

「ううん。あなたが初めてだけど……」

「なら、どうして話した？」

「え……？」

「俺から誰だれかに情報が漏もれるって警戒しなかったのか？　教会への叛はん意いを疑われることだぞ？」

　確かにそのとおりだ。ベルは困惑した。マリアーナやヨープにも話したことがないというのに、どうしてクリカラに打ち明けてしまったのだろうか。いくら契約を結んだ相棒とはいえ、知り合って間もない相手ではないか。彼への警戒心が、いつの間にか薄らいでいたということなのだろうか。

　ベルが答えに窮きゆうしていると、クリカラが面おも映はゆそうに頭を搔かきむしった。

「あー、今のは意地が悪かったな。おまえさんの気持ちを無む下げにしちまった。密告なんてしねえよ。俺は……その、こんな性分だからよ、人に心から頼られることに慣れてねえんだ」

「なっ!?　わたしは別に──」

　いつ自分がクリカラを心から頼ったというのだろうか。拡大解釈もいいところだ。気恥ずかしさに頰ほおを染めたベルは、咄とつ嗟さに反論しようと口を開くが──そのまま言葉を吞のみ込んでしまう。照れ臭くさそうな彼が、今まで見せたことがない純真な笑みを浮かべていたから。

　──まあ、いいか。

「まだ短い付き合いだけど、よくわかってるわ。あなたが捻ひねくれ者だってことくらい」

「へっ、お人好よしの甘あまちゃんには言われたくないね。おまけに、教会の仕組みを変えたいだなんて大たい言げん壮そう語ごしやがる。まったく、おまえさんは……」

「なに？　どうせ、またバカだって言いたいんでしょう？」

「いいや、おまえさんは大バカ野郎だよ」

　からかわれたと思ったベルは、むっとして頰ほおを膨ふくらませたが、クリカラの穏おだやかな表情を見て、自分の早とちりに気が付いた。彼は、まだ本音を口にしていないのだ。

「──でもな、俺おれは大バカ野郎が嫌いじゃねえんだ」

　二人は、どちらからともなく微笑ほほえみ合った。

「あなたに聞いてもらえてよかったわ」

「ミスキャストじゃなかったかい？」

「幸い、及第点ね」

　ベルは悪戯いたずらっぽく言うと、大きく伸びをした。石橋の灰色の天井が視界に映る。雨が石を打つ音が、なんだか心地よく聞こえた。

「……こうして大バカを言えるようになったのは、お師し匠しよう様のおかげだわ。兄さんと離ればなれにされて、わたしは独りで塞ふさぎ込んでいた。もし、あの方に拾い上げてもらえなかったら、わたしは世の中を恨うらむだけの日々を送っていたかもしれない」

　ベルは、マリアーナの擁よう護ごがなければ、今の自分はないと思っている。なにしろ自分は、異い端たん宣告を受けたナレシュの妹である。いくら優秀な成績を収めようとも、審しん問もん官かんになるにあたって、教会内の反発は少なくなかったはずだ。

「そういや、マリアーナ・メイトスは十年前、まだ枢すう機き卿きようじゃなかったよな？」

「うん。兄の審問の時に、お師匠様が枢機卿だったらって思うこともあるわ。そうすれば、もしかしたら……」

　結果が変わっていただろうかと、ベルは自問する。もちろん明確に答えられないが、その可能性も充分にあるのではないだろうか。ベルには、そう思う根拠があった。

「おっ、そろそろ雨が上がりそうだぜ」

　クリカラの言うように、雨音はなりを潜め、小鳥の囀さえずりが聞こえてくる。それは、再び外界と繫つながったことを知らせる合図のようにも感じられた。

　雨宿りの終了を示すように、クリカラが橋の下から首を出して、天を仰あおいだ。

「……ねえ、クリカラ。わたし、お師匠様に『黙もく示し録ろく』を見せてもらえるよう、お願いしようと思うわ」

　空を見ていたクリカラは、驚おどろいたように視線をベルに戻す。

「おい、『黙示録』って、教きよう皇こうと枢機卿にしか閲えつ覧らんが許されてないって書物だろ？」

「さすが情報屋、詳しいのね」

「何だって、そんなものを見たがる？　アイギスのタブーが載ってそうなのか？」

「それはわからないけど、過去のアイギス喪そう失しつ者しやに、身の潔白を証明するため『黙もく示し録ろく』を求めた人がいたの。思い返せば、兄さんも教きよう皇こうや枢すう機き卿きようの知識を頼りにしていた節があったわ」

「……で、おまえさんも、それをアテにしてみようってか？　そんなもん、頼んだからって、見せてもらえるもんじゃないだろう？」

「それはわかってる。そもそも『黙示録』は、厳重に管理され、非公開にされてるの。重要な式典の際に持ち出されるくらいで、わたしも遠くから見かけたのが、二回あるくらい」

「みたことか。そんなもんアテと呼べんのかよ？」

「あえて呼ぶわ。八方塞ふさがりになって、しょげるよりは、僅わずかな期待でも持っていた方が建設的でしょう？」

　クリカラは、やれやれといった様子で、再び両の掌てのひらを上に向けた。




　汽車に乗り、中央駅に着いた頃ころには、すっかり夜も更ふけてしまっていた。

　この時期のアーモロートは温暖な気候なのだが、こうして日が落ちきってしまうと、いささか肌はだ寒ざむく感じられる。特に、駅のような場所は風の通り道となるため、ますますもって顕けん著ちよだ。

「ちょっと冷えるわね」

「ん、そうか？」

「クリカラは寒くないの？　どうして？」

「どうしてって、言われてもな～」

　プラットホームに降りたベルとクリカラは、外気に思い思いの反応を示しながら改札を抜ける。夜のせいか乗客もまばらで、煌こう々こうと構内を照らすガス灯が、かえって閑かん散さんさを印象付けているようにも映った。

「へーくしっ！」

　どこかで誰だれかのクシャミが聞こえる。

「ほら、やっぱり。冷えてる人が多いのよ」

　クリカラは迷惑そうにベルを見た。彼からしてみれば、体感温度の相違など、どうでもいい話題だったのだろう。

「へーくしっ！」

「ほら、また」

　自然と、クシャミが上がったガス灯の方に目をやり、ベルは愕がく然ぜんとした。

　ガス灯の下でクシャミをしていたのは、トーメント・デバイスを手にした小柄な修道女だった。ウィンプルの下から覗のぞく栗くり色いろの髪を見み紛まがうはずがない。

　まずい、シビル・グイドーニスだ。

「げっ」

　不注意にも、声を漏もらしてしまった。気の強そうな修道女が、ベルに気付いて顔を向ける。

「ずいぶんと悠ゆう長ちようなお帰りだわね、ベルヘルミナ・バスカヴィル？」

　今夜は取り巻きを連れていないようだ。シビルは、まるで獲え物ものを見つけた孤高の肉にく食しよく獣じゆうのように歩み寄ってきた。

「こ、こんばんは、シスター・シビル。どうしたの、この時間にこんな所で？」

「寝ぼけてんの？　あんたを待ち伏せしてたに決まってんでしょうが？」

　ベルは、本日の外出先を寮りよう監かんに告げてきたことを後こう悔かいした。帰宅が遅くなると思い、断っておいたのだが、それが裏目に出て情報が漏ろう洩えいしたようである。

　険悪な関係にある彼女が、夜よ更ふけに、こんな肌はだ寒ざむい場所でベルを待つ動機など一つしか思い当たらなかった。

「やってくれたわね。あたしから担当審しん問もん官かんの座を奪うばおうなんて、いい度胸してんじゃない？」

　やっぱりこの件かと、ベルは辟へき易えきした。おそらく、近いうちにシビルが怒鳴り込んでくるだろうと予測はしていたものの、まさか帰り道に待ち伏せされるとは想定外だった。まったく、なんという執念だろう。それだけ、彼女の怒りは予想以上のものだったということか。

「あなたの顔に泥を塗ったことは謝るわ。でも、わたし、どうしてもミューちゃんの担当審問官を務めたくて、譲ゆずれなかった……」

「ハン、よく言うわね。その割には、審問初日から休暇とってお出かけってわけ？　あたしへの当てつけのつもり？」

「え？　違うわ、そんなつもりじゃない。別に遊びに行ってたわけじゃないんだから」

　今にも嚙かみ付いてきそうな勢いのシビルに、ベルは気け圧おされていた。彼女に対して、後ろめたさもあり、激怒する気持ちも理解できる。

　劣勢のベルに助け船でも出そうと思ったのだろう、クリカラが二人の間に割って入った。

「おい、ベル。誰だれだ、この子？　知り合いか？」

「あ、うん。彼女は、同じ修道会の異い端たん審問官で、シスター・シビルよ」

「へえ、よろしくな。俺おれはクリカラっていうケチな……って、あれ？　おい、聞いてんのか？」

　突然の第三者の登場に、シビルは、ぽかんと口を開けたまま固まっていた。クリカラが困ったように頭を搔かく。

　すると、彼女なりの状況分析が完了したのか、まるで穢けがれたものでも見るように、ベルを睨にらみつけてくる。

「最低のバカだわ、あんた！　あたしから担当を奪っておきながら、初日から休みとって、こんな男とシケ込んでたってわけ？」

「ななな何言ってんの!?　そんな不潔なことしてないわ！　神様に誓って、するわけないでしょう！」

「おい、コラ、初対面の年上に向かって、こんな男とはなんだ、こんな男とは！」

「五月蠅うるさい、チンピラ！　外野は黙ってなさいよ！」

「俺おれのどこがチンピラだ？　いい加減、礼儀をわきまえねえと、泣かすぞチンチクリン！」

「あ」

　ベルは目が点になった。クリカラが禁断のワードを口にしたのだ。

「……この下等な劣悪市民が、よくもぬかしたな！」

　そして、口の悪い二人は、まるで子供のように思いつく限りの罵ば詈り雑ぞう言ごんを浴びせ合った。互いに喉のどが嗄かれ、肩で息を始めるまで、相当な時間を費やしたのではなかろうか。

「ぜーはー、げほげほ。もう、こんな男のことなんて、どーでもいいわ。よく聞きなさいよ、ベルヘルミナ・バスカヴィル。あたしは明日から、あんたの異い端たん審しん問もんの立会人を務めることになったわ」

「え？」

「これは教会の決定事項だかんね。嫌いやとは言わせない。むしろ、感謝することね」

　なるほど、これが落としどころなのだろうとベルは把は握あくした。交こう渉しようとは、どこに着地点をもってゆくかを模索するものだ。一方の意見が通るだけで済むはずがない。

「わかったわ」

「なら、これは立会人としての忠告よ。異端審問に私情を挟はさむな。あんたの兄貴と、あのミューって子は別人よ。同じケースとは限らない。そのことを忘れんじゃないわよ？」

　ベルは、鳩はとが豆鉄砲を食ったような顔を浮かべてしまった。正直、シビルがここまで自分のことを見抜いているとは、思いも寄らなかったのだ。

「うん、肝きもに銘めいじておくね」

「せいぜい首を洗っておくことね。あんたの審問に落ち度があれば、すぐにあたしが担当を代わってやるわ。ハン……へーくしっ！」

　鼻で笑おうとしたシビルは、大きなクシャミを一つ残し、夜の闇やみへと消えてゆく。

　ベルは、胸にしこりを残したような気分だった。明日から、彼女の監視下で行動しなければならないかと思うと、気が滅め入いりそうになる。

「やれやれ、何者だよ、あの生意気なチビは？」

「グイドーニス司し教きようの娘さんよ。ちなみに、彼女のタブーは、チンチクリン」

「ハッ、こちとら知りたいのはアイギスのタブーだ。チビのタブーなんざ知りたくもねえ」

　さりげなく上手うまいことを言うものだ。

「……ったく、迷惑な奴やつだったぜ。まるっきり小さな嵐あらしだな、ありゃ」

　どこかで聞いたような台詞せりふを吐いたクリカラに、ベルは破顔してしまう。

「クリカラったら、ヨープさんと同じこと言うのね」

「あん？　ヨープ？　誰だれだ？」

「わたしの先せん輩ぱいの修道士よ。ヨープ・スノーさん。枢すう機き卿きようの秘書官を務めてる人なの。とっても上品で、紳士的な人よ。わたしと兄さんの手紙のやり取りを、仲介してくれているの」

「手紙の仲介？　おまえさんの兄貴って、タルタロスにいるんだよな？」

「うん。向こうじゃ大変みたいだけど、なんとか無事にやってるみたい」

「……兄貴が、そう書いて寄こしてるのか？」

「そうだけど……。どうかしたの？」

　どうもクリカラの様子が引っかかり、ベルは怪け訝げんそうに首を傾かしげる。

「いや、俺おれの知るタルタロスは、そんな生なま易やさしい所じゃねえんだよ」

「え？」

「俺は情報屋だぜ。前にも言ったようにタルタロスの情報だって入ってくる。あの奈な落らくの底は、日の光が届かないばかりじゃない。淀よどんだ空気には異い臭しゆうが満ちていて、不快な高湿度に体が晒さらされ続ける劣悪な環境だそうだ。食うものなんざ、せいぜい鼠ねずみや蟲むしだ。そんな場所だから、地上からの横流し品と、僅わずかな資源をレプトイド同士で奪うばい合っている。まさに弱肉強食の地じ獄ごくだろうぜ。連中が危険を冒してまで、アーモロートに潜伏しようとするのも頷うなずけるってもんだ」

　ベルはごくりと唾つばを吞のみ込んだ。タルタロスが悲ひ惨さんな場所であることは聞き及んでいたが、こうしてクリカラの口から聞くと、鬼気迫るものを感じる。

「そんな所に置き去りにされて、アイギスを持たない人間の子供が……」

　はっとなって、クリカラは口を噤つぐんだ。彼が吞み込んだ言葉が何なのか、それを推測するのは容易たやすい。

　──生きてゆけるわけがない。

　そうクリカラは言おうとしたのだろう。

「いや、なんでもねえ。今日はずいぶんと遅くなっちまったな、そろそろお開きにしようぜ」

「あ、うん……」

　ごまかすような態度のクリカラだったが、ベルはあえて追及しなかった。そうしなかったのは、彼の気き遣づかいを酌くみ取ったわけではなく、ただ怖かったのだ。その先の言葉を聞くのが。

「なあ、おまえさん、明日の夜も『モーニン』に寄るんだろ？」

「そのつもりよ」

「だったら、それまでに有力な情報を集めておくぜ」

「期待してるわ」

　二人は再会の約束を交わすと、それぞれの帰路に就く。

　ガス灯の仄ほのかな灯あかりを頼りに、街路を歩くベル。先さき程ほど湧わき上がった不安と疑惑が、再び鎌かま首くびをもたげる。

　ベルは、それを搔かき消すように首を振るが、そう簡単に消えゆくものではない。今までも、あえて無意識のうちに考えないようにしていたのかもしれない。ナレシュ・バスカヴィルは本当に無事なのだろうか──と。













[image: 第六章]







　修道服を着込み、トーメント・デバイスを手にする。支度したくを終えたベルは、夜明けとともに寮りようの自室を出た。

　あのシビル・グイドーニスのことである。どうせまた、寮の前や、修道院の前で、待ち伏せしようと考えているに違いない。だが、これだけ早朝から行動を開始すれば、彼女が待ち伏せするよりも早く、修道院へ入れるはずだ。

　修道院に入ってしまえば、いくらでもやり過ごす方法はある。

　大方シビルは、ミューの審しん問もんをベルにせっついてくるだろう。しかし、ベルとしては、それより前にマリアーナに『黙もく示し録ろく』のことを交こう渉しようしておきたいのだ。もっとも、まだ朝早いため、マリアーナを待つ必要があるだろうが。

　ベルは寮の門を潜くぐり出ると、空を仰あおぎ見た。

　朝あさ靄もやと、空に立ち込めた灰色の雲のせいで、見慣れた景色がずいぶん薄うす暗ぐらく見える。昨日は気き紛まぐれなにわか雨に降られたが、今日の天気はどうやら始めからご機嫌斜めのようだ。

　雨に降られないことを祈りつつ修道院へと向かう。寮からは目と鼻の先である。余よ程ほどのことがない限り濡ぬれ鼠ねずみにはならないだろう。──ところが、残念ながら修道院の正門には台風が待ち構えていた。

「ずいぶん早いじゃない、ベルヘルミナ・バスカヴィル？」

「お、おはよう、シスター・シビル。あなたこそ早いのね」

　ベルは、自分の予測の甘さを呪のろった。

　案の定、シビルはベルを急せき立て、ミューを審問しようと牢ろう舎しやへ向かってゆく。順番が狂ってしまうが、こうなっては仕方がない。

　回廊に面した広い中庭を抜け、牢舎の前まで来た時だった。シビルがぴたりと足を止める。

「どうしたの？」

「おかしいわね。看守の連中がいない」

　シビルの言うとおりだった。牢舎から飛び出す位置にある守衛室には、誰だれの姿も見えない。普段ならこの守衛室に二人が詰め、牢舎の中では三人の審問官が見回りをしているはずだ。

「上の目の届かないところじゃ、朝早いからって、こんなサボリがまかり通ってるわけ？」

　一方的に彼らの怠たい慢まんと決めつけたシビルは、牢舎へと近づき、扉に手をかける。

　ベルは動かない。先程から胸騒ぎがしているのだ。何ともいえない不安が、ちりちりと肌はだを刺してくる。

「待って」

「なによ？」

「やっぱり変よ。看守の審しん問もん官かんが一人もいないなんて、何かあったのかもしれない」

「ビビったんなら帰れば？」

　ベルの制止も及ばず、シビルは重い扉を引きずるように開けた。その瞬しゆん間かん、刺すような異い臭しゆうが鼻び腔こうをついた。

「なに、この凄すごい臭におい？」

　牢ろう舎しやの中は、日ひ頃ごろから不快な臭いが漂ただよっている。とはいえ、この強きよう烈れつな臭いは普段のそれとは明らかに程度が異なっていた。

　修道服の袖そでで、鼻を覆おおうベル。見れば、シビルも同じようにしている。

「鉄の臭い……いえ、血の臭いだわ。何かあったのかもしれない」

　言うが早いか、ベルは石造りの廊下を駆けた。行く先は、囚とらわれの少女の牢ろう獄ごくである。すぐに、シビルが後を追ってくる。

　やはりおかしい。牢舎の中でも見回りの審問官に出くわさない。もし、彼らがいるのなら、ベル達の足音を聞きつけ、何事かと思って駆けつけてくるはずだ。それに、いかに早朝とはいえ、あまりにも静かすぎる。二人の足音以外、物音一つしない。

　不安に苛さいなまれながらも、鉄てつ格子ごうしの前まで辿たどり着いたベルは、息つく間もなく中を視認する。

　格子の中で、ミューは丸くなるようにして横たわっていた。床石の上に薄うすい毛布を敷き、その上に猫のように転がっている。

　彼女の肩が、僅わずかに上下しているのが見てとれた。寝息を立てているようだ。

「よかった」

　ベルは安あん堵どした。もしかしたら、ミューの身によからぬことが起こったのかもしれないと、恐れていたのだ。見たところ、特に外傷もないようである。

「安心するのは早いんじゃない。これ、どういうことよ？」

　シビルは険しい表情を浮かべながら、ミューの牢獄の扉を指す。

　鍵かぎが開いていた。

「えっ、どうして？」

「こっちが訊きいてんのよ！」

　もちろんベルにもわかるはずがない。それはシビルも承知しているはずだ。気味の悪い焦しよう燥そう感かんを、ついぶつけてきたのかもしれない。

　シビルは、きまりが悪そうに牢獄を施せ錠じようすると、ベルに背を向けた。

「あたし、他ほかの牢も見てくるわ。やけに静かすぎるのが、気になんのよ」

「それなら、わたしも……」

「五月蠅うるさい、あたし一人で充分だっつーの」

　吐き捨てるように言って、シビルは通路の角へと消えていった。

　残されたベルは、このままミューの傍そばにいるよりも、マリアーナに報告するべきだと判断した。そのためには、まずこの異い臭しゆうの大おお本もとを確かめておく必要がある。

　この異常な臭においがどこから漂ただよってきているのかは、だいたい見当がついていた。おそらく、地下に違いない。

　先さき程ほど、ミューの牢ろう獄ごくへ来る途中、異臭の刺激が強まった場所があった。そこには、地下への階段が延びている。あの時は、ミューの安否を確かめることを優先したが、目的を果たした今、地下を確認しておくべきではないだろうか。

　ベルは心を決めた。地上階の牢獄の確認は、シビルが行なってくれている。ならば、地下の確認は自分の責務だろうと、己おのれを奮い立たせた。

　壁かべに立てかけてあった燭しよく台だいに火を灯ともすと、それを持ち、ベルは地下へと続く踏み段を一歩ずつ下りてゆく。深しん閑かんとした階段室に、靴くつ音おとがやけに反はん響きようした。

　地下へと下りれば下りるほど、臭いはむせ返るほど強くなってゆき、ベルの推測の正しさを証明してくれる。

　幸か不幸か、地下に下り立った頃ころには、ベルの嗅きゆう覚かくはすっかり麻ま痺ひしてしまっていた。驚おどろいたことに、こんなに強きよう烈れつな臭いでも、長い時間嗅かぎ続けると人間の鼻は慣れてしまうらしい。

　地下には、十室ほどの審しん問もん室しつがある。鼻がアテにできなくなった以上、一つ一つ足を運んで確認するより他ほかにないだろう。そう考えると、ベルの背筋に冷たいものが走り抜けた。一体、この先で何を見ることになるのだろうか。今さらながら逃げ出したい衝しよう動どうに駆られそうになる。

　手にした燭台の淡い灯あかりを頼りに、ベルは廊下を進んでいった。やはり地下も静寂の支配下だった。そればかりか地上階とは異なり、暗くら闇やみの支配をも受けている。まずは、もっと光源を増やし、視界を確保すべきだろう。

　ベルは、壁に立てかけてある蠟ろう燭そくにも灯りを移しておこうと、燭台を掲げ上げた。ところが、その手をふっと止める。灯りを増やすまでもない、それは暗さに慣れだした目に自然と映えた。

　橙だいだいの灯ひが照らし出したのは、開け放たれた審問室の鉄てつ扉ぴだった。その鉛なまり色いろの無機質な面に、いくつもの赤黒い斑はん点てんがこびり付いている。

　──あそこだ。

　あの審問室が臭いの大本だと、ベルの直感は告げていた。漆しつ黒こくの闇を覗のぞかせるその室内から、血も凍るような不気味さが漂ってくるようでならない。

　見ない方がいい。いや、見てはいけない。本能が警告する。しかし、それでもベルの使命感と好奇心は、それに勝まさった。

　大きな口を開けた審問室の前へと、恐々としながら歩み寄ったベルは、室内を覗き込む。

　暗あん順じゆん応のうした目が、椅い子すに腰かけている人影を捉とらえた。しかし、部屋の中からは、まるっきり気配が感じられない。

　目を凝こらすと、床には一面、すでに凝ぎよう固こした赤黒いものが夥おびただしく広がっていた。

「うっ！」

　思わず、口を力一杯押さえる。これが、強い刺激臭しゆうを放っていたことは疑いようがない。

　ベルは、全身が総毛立つのを感じた。今すぐ目を瞑つぶって逃げ出したい。それなのに、まるで何か見えない力に衝つき動かされるように、手にした燭しよく台だいを室内に向けてしまう。

　床に広がった血けつ塊かいには、散乱した焼け焦こげた紙片が見てとれた。だが、ベルが灯あかりで照らしてまで確かめたかったのは、こんなものではない。暗がりに座す人影の正体だ。

　燭台で、さらに部屋の奥を翳かざしてみる。すると、その人物が何者であるのか直ただちに判明した。

　俯うつむき、苦く悶もんに満ちた表情で固まっているのは、ベルのよく見知った人物、マリアーナ・メイトス枢すう機き卿きようだった。しかし、彼女のこんな凄せい惨さんな顔は見たことがない。

　自由を奪うばわれ、椅い子すに縛しばりつけられた枢機卿は、彫像のように動かない。彼女からは、右耳と両手の五指が失われていた。それでは飽あき足らず、赤黒く変色した体のあちこちには、様々な惨むごたらしい傷口が見受けられる。

　触れて確認するまでもない。明らかにマリアーナは絶命していた。断じて穏おだやかな死に際ぎわでなかったことは、この名状しがたい光景が如によ実じつに物語っている。

　カラカラの喉のどに、胃液が逆流してくるのがわかる。ベルは、倒れ込むようにして部屋の隅すみに屈かがみ込んだ。これ以上は堪たえられなかった。とても直視できたものではない。

　ああ、神様……。ベルの心は悲鳴を上げるように、神に縋すがった。これは悪夢なのではないかと疑わずにはいられなかった。それだけ、目の前の陰惨な出来事は現実味に欠けている。

　マリアーナの死は、見るからに拷ごう問もんの末での他殺だ。なぜこんな惨いことが教会で行なわれたのか。一体誰だれが、マリアーナにこんな酷ひどいことをしたのか。いや、そもそもアイギスに護まもられたマリアーナを、どうやってこのように殺すことができたのだろうか。

「バリアクラッカー……」

　ベルは掠かすれた声で呟つぶやいた。ふいに、記憶の海の中から、忌いまわしい名が浮き上がってきたのだ。それは、妄想司教パラノイア・ビシヨツプと揶や揄ゆされた二百年前の異い端たん者しやが残した狂気の名。

　固く目を閉じ、首を振る。どうかしている。二百年前の狂人の言葉を真に受けようとしているなんて。自分は、正気を失いかけているのかもしれない。吹き荒れる疑惑の波に、ベルの心は引き裂さかれんばかりだ。

　しかし、混乱を極めている頭でも、一つだけわかることがある。もう、母のようなマリアーナはいないということだ。その残ざん酷こくな事実を認識できるようになるにつれ、やるせない悲しみと悔くやしさが、ベルの内から立ち上ってきた。熱いものが頰ほおを伝わり落ち、床石を濡ぬらす。

　クリカラは、タルタロスをこの世の地じ獄ごくと譬たとえた。ならば、彼がこの光景を見たら何と言うだろうか。これこそ、紛まぎれもない地獄ではないのか。

　ベルは、そんな無意味な疑問を胸に抱いだきながら、むせび泣いた。
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　中央修道会は、蜂はちの巣を突つついたような騒ぎになった。

　起こり得るはずのない殺人は、修道士達を狼ろう狽ばいさせ、震ふるえ上がらせるには充分な衝しよう撃げきを含んでいた。その上、よりにもよってその犠ぎ牲せいとなったのが、彼らの優秀な指導者である。不測極まる事態に、取り乱すなという方が難しいだろう。

　ベルもまた、破は裂れつしてしまいそうになる激情を抑えることで手一杯だった。胸の内で暴れているものが、怒りなのか、それとも恐怖なのか、その区別すらつかない。

　──あの審しん問もん室しつでの惨さん状じようを目まの当たりにしたベルは、震える体に鞭むち打って、這はい上がるようにして地上階へと戻り、シビルと合流した。

　そして、さらに驚おどろくべき事態を彼女の口から聞くことになった。収監されていたはずの五匹のレプトイドが、一匹残らず消えていると言うのだ。

　ベルも地下の状況を伝えると、シビルはすぐに非常事態と判断し、ディミアン・グイドーニス司し教きようへ応援を要よう請せい。かくして、牢ろう舎しやに修道士達の徹底した調査が及ぶに至ったのである。

　この任にあたった多くの者が、ベルのように精神的な苦痛に苛さいなまれることになったが、彼らの苦しみと引き換えにして、新たな情報がもたらされた。

　牢舎の看守を務めていた五人の審問官の遺体が、審問室の一室から発見されたのだ。そこは、マリアーナの死体が遺い棄きされていた部屋の隣りん室しつだった。酸さん鼻び極きわまる情景は、もう一つ存在したのである。

　五人は全員、舌を嚙かみ千切られて死亡していた。それも、一様に修道服を剝はぎ取られ、半裸に晒さらされた異様な風ふう体ていで。マリアーナのように拷ごう問もんされた形跡こそなかったが、目を覆おおいたくなるような有あり様さまだったと、調査にあたった審問官達は口々に証言した。

　結局、あの牢舎で生きていたのは、鍵かぎの開いた牢ろう獄ごくで眠っていたミュー一人だったということになる。

　砕かれるはずのないアイギスの破壊、消えたレプトイド、そして解き放たれていたミュー……。マリアーナの死に関するあらゆる状況が、様々な憶測を呼び、根拠のない噂うわさを教会内に蔓まん延えんさせていた。

　正午の鐘かねが鳴る。未いまだ喧けん噪そうが収まらないラウンジで、長なが椅い子すに沈むように腰掛けていたベルは、目の前を行き来する蒼あおざめた修道士達をまるで別世界の住人のように感じていた。

　あのマリアーナが死んだ。その事実がベルの思考を麻ま痺ひさせ、力を奪うばっている。神への祈りの言葉すら出てこない。誰だれかに縋すがりついて、泣き喚わめいてしまいたい。そして、心を苛む負の感情を洗い流してしまいたい。今は、そんなことばかりを考えてしまう。

　不思議なことに、真っ先に浮かんだのはクリカラの顔だった。もし、ここに彼がいたら、きっとぶっきらぼうな言葉で、自分を慰なぐさめ、助言を与えてくれるのではないだろうか……。

「……まさか、そんなわけないじゃない」

　即座にベルは、甘い妄もう想そうを抱いだいていることを自覚した。クリカラはそんな男ではない。彼がここにいたら、自分を叱しつ咤たするだろう。──おまえさんがしっかりしないでどうする、と。

　ようやくベルは落ち着きを取り戻してきた。自分はこんなにも弱い人間だったのかと、恥ずかしくなる。

　今は頼りになるヨープも不在だ。確か、西部修道会で泊まり込みだと、一昨日おとといベルは枢すう機き卿きよう執務室で聞いていた。彼が訃ふ報ほうを知れば、何をおいても真っ先に帰ってきてくれるはずだ。

　すでに各修道会へは、腕木通信テレグラフでマリアーナの訃報が伝えられている。腕木通信テレグラフは、高台に設置された腕木の示すメッセージを望遠鏡で読み取り、街に点在する多くの通信基地の間をバケツリレー式に情報を伝えてゆく通信網である。遠方であろうと伝達にさして時間を要さない。今いま頃ごろヨープは、帰路の途上にあるのではなかろうか。ならば、彼が帰ってくるまで、自分がしっかりしなくてどうする。

「考えなきゃ、何が起こったのかを」

　ベルの瞳ひとみに、鋭い光が戻った。

　まず始めに考えるべきは、犯人はどうやって、マリアーナを殺すことができたかということだ。これには二つのケースが想定される。一つは、彼女がアイギスを喪そう失しつしていたために、犯人は殺害することが可能だったとするケース。もう一つは、なんらかの方法により、犯人はアイギスを無効化できるため、彼女を殺害できたとするケースだ。

　すぐにベルは前者のケースを捨てた。マリアーナが、ミューやナレシュと同じだったかどうかは、もはや確かめようがない。だが、彼女の他ほかに五人もの審しん問もん官かんが殺されているのである。全員がアイギスを喪失させていたとはとても考えられない。したがって、犯人はなんらかの手段でアイギスを無効化したと考える後者のケースが正解といえよう。しかしそれは、バリアクラッカーのような異常な存在を認めなければならないことを意味している。

　ベルは、己おのれの常識を改めるべきだと感じた。妄想司教パラノイア・ビシヨツプは狂人ではなかったのかもしれない。

　では、どのレプトイドがバリアクラッカーなのだろうか。マリアーナの殺害時、牢ろう舎しやにはミューと、五匹のレプトイドがいたはずだ。レプトイドの内の三匹は、先日ベルが運うん搬ぱん船せんで拘こう束そくした者達だ。彼らがバリアクラッカーだったとは考えにくい。ならば、他の二匹の内のどちらか、あるいは両者がバリアクラッカーだったのか。それとも……。

　おのずと、深しん淵えんを覗のぞき込んだようなミューの黒い瞳が思い出された。彼女が実はレプトイドで、バリアクラッカーだったという可能性もあるのではないか。

　──いや、何を考えているのだろう。ベルは目を固く瞑つぶると、激しく首を振った。

「シスター・ベル？」

　ふいに子供の声に呼び止められ、ベルは思考の迷宮から帰還した。振り向けば、肩で息をしているレトリックの姿がある。

「レト……」

　ベルの胸を罪悪感が刺した。今しがた、彼の大切な妹に嫌疑を向けかけていたのだ。

「大だい丈じよう夫ぶ、シスター？　すごく顔色が悪いよ？」

「あ、うん、大丈夫。ありがとう、もう平気よ」

「本当？」

「本当よ。それよりもどうしたの、そんなに慌あわてて？」

「何言ってるの？　どうしたも、こうしたもないよ。教会で枢すう機き卿きようが殺されたんでしょ？　街中で大騒ぎになってるよ？」

　ベルは雷に打たれたような思いだった。なんということだ、情報が漏ろう洩えいしている。マリアーナが存命であれば、徹底した箝かん口こう令れいを敷き、こんなヘマはしないだろう。なにしろこの一件は、バリアクラッカーの存在証明にも直結してしまう。この事実を、不用意に外部に漏もらすということは、市民の危機感をいたずらに煽あおり、パニックを扇動していることにも等しい。

　本来ならば、水みず際ぎわで堰せき止めなければならない混乱の波紋が、すでに波を打って市街へと広まっているのだ。

「教えて。街の人達は、何か言っていた？」

「え……と、教会だけに任せておけないから、自分達も異い端たん狩がりをしようって、叫んでたけど」

　ベルは血の気が失うせる思いだった。やはり、事態の悪化に拍車をかけてしまっている。これが、どれだけ危うい結果を招くことになるのかは想像するに易やすい。

「ねえ、ミューは大丈夫かな？」

　レトリックが心細そうに問いかけてくる。彼も薄うす々うす気付いているのだろう。今、ミューがどれだけ危険な状況に立たされているのかを。

　頭を悩ませるベルに、二人の修道士が近づいてきた。一人は線が細く、瘦やせ身の若い修道士だ。もう一人は、落ち着いた印象を受ける熟年の修道士で、頭髪がないかわりに、立派な顎あご鬚ひげを蓄たくわえている。

「シスター・ベルヘルミナ。我々は、枢機卿の件の調査にあたっている審しん問もん官かんです。少々お伺うかがいしたいことがあります。よろしいですね？」

　ディミアンの命令で動いている審問官のようだ。と、いうことは、彼らはグイドーニス派であろう。若い審問官の口調は、神経質な雰ふん囲い気きを発しており、どことなく高圧的だった。

「はい。構いませんが、なんでしょうか」

　二人の審問官は、ベルの傍かたわらに立つレトリックに目を留めている。

　なるほど、部外者には聞かせられない話なのだろうと、ベルは察する。

「レト、ごめんね。少しだけいいかしら」

　レトリックは軽く頷うなずくと、ベルから少し離れた長なが椅い子すに腰掛けた。

　彼が離れるのを待って、若い審しん問もん官かんは口を開く。

「あなたに訊ききたいのは他ほかでもない。枢すう機き卿きよう執務室にあった手紙のことです。あれが何なのか、正直に言いなさい」

「手紙？」

　何のことだろうと、ベルは訝いぶかしんだ。

「わたしは存じませんけど」

「しらばくれるのはお止やめいただきたい。あなたはご存知のはずだ！」

　一方的に決めつけてくるこの男は、何がなんでもベルから証言を引き出す魂こん胆たんのようだ。

　執務室の手紙というと……まさか、今さらヨープがマリアーナの代筆を務めていたことを告発しようというのだろうか。この非常時に何の調査をしているのかと、ベルは腹が立ってきた。

「何のことか存じませんけど、あなた方は本当に事件の調査をなさっているんですか？」

「失敬な。妙な言いがかりはよしていただこう。あなたは、私の質問に正直に答えればよいのです」

「だから、知りません。仮に知っていても、そんな訊き方されたら、答えたくもなくなるわ」

　若い審問官は、ベルの剣幕に臆おくするどころか、ますますいきり立って詰め寄ってくる。気の短い男のようだ。そんな相棒をたしなめるように、顎あご鬚ひげの審問官が割って入った。

「まあまあ、よしましょう。シスターの言っていることも、もっともだ」

　なんだか毒気を抜かれるような口振りだった。

「まず、あなたの誤解を解きましょう。我々は間違いなく、枢機卿を殺害した犯人の調査を行なっています。実は昨夜、枢機卿執務室に数人の修道士が何度か出入りしているのを、見習いの者達が目撃しておりましてね……」

　喋しやべり始めた顎鬚の審問官に、若い審問官は、余計なことを話すなと言わんばかりに険しい視線を送る。だが、彼はどこ吹く風のようだ。

　ベルは、素直に頭を下げる。

「失礼をお詫わびします」

「いいえ、こちらこそ。あいにく見習い達も、目撃した修道士達に見覚えがないと言っておりまして。我々は、その修道士達が枢機卿を拉ら致ちしたのではないかと思い、身元を示す証拠がないかと、執務室を調査していたのですよ」

「あの、失礼ついでに恐縮なのですが……。枢機卿は拉致されたのではなく、自ら牢ろう舎しやに赴おもむいたのではないでしょうか？」

「ほほう。どうして、そう思われますか？」

「もし教会内で拉致されていたら、夜とはいえ、もっと多くの目撃証言がでるはずです。それに、牢ろう舎しやに行くには、見晴らしのいい中庭を抜けなくてはいけませんから……。あ、そうだ。守衛室の帳面を見れば、確かめられるかもしれません」

　二人の審しん問もん官かんが互いに頷うなずき合った。すぐさま若い審問官は、てきぱきと行動に移る。ラウンジを離れ、しばらく経たつと、牢舎の帳面を持って戻ってきた。

「確かに、マリアーナ・メイトス枢すう機き卿きようのサインがあります。昨夜のものです」

　彼は、どこか納なつ得とくのいかないような表情を浮かべている。

　やはりと、ベルは思った。ミューの担当審問官を巡って、グイドーニス派と一ひと悶もん着ちやくあったばかりだ。多忙の身とはいえ、マリアーナがミューの様子を自ら確認しに行ってもおかしくない。

　もっとも、そうなると昨夜ミューは、マリアーナに会っていることになるのだが、彼女から証言はとれるだろうか。

「ふむ。では、執務室に出入りしていた修道士達は、事件とは無関係ということですかな？」

「いえ。おそらく、犯人一味でしょう」

「おい、言ってることが支し離り滅めつ裂れつではないか！」

　若い審問官が、業ごうを煮にやしたように口を挟はさんだ。

　しかし、ベルは気にした様子を微み塵じんも見せない。

「きっと順序が逆です。その修道士達は、枢機卿を殺害して執務室に立ち寄った」

「なぜ、そうお考えになるのですかな？」

「牢舎で発見された看守の審問官達の服装を思い出してください。彼らは、修道服を脱がされていました」

　二人の審問官が短い声を発した。ベルの言わんとすることを悟ったらしい。

「お二人のご想像のとおりだと思います。深夜に執務室を訪ねた数人の修道士というのは、おそらく牢舎から消えたレプトイドです」

「なるほど、連中がどうやって消えたかと思っていましたが、修道士になりすまして、堂々と教会から出ていったわけですね」

「あくまで推測ですけど」

「ちょっと待て！　いや、待っていただきたい。ならば、奴やつらはどうして執務室に立ち寄ったのです？」

「何か探し物があったと考えるのが妥だ当とうでしょう。枢機卿が拷ごう問もんを受けていたのも、そのためかもしれません」

　ベルは思いつく限り、考え得る限りのことを述べていた。二人の審問官は茫ぼう然ぜんとして立ち尽くしている。彼らからしてみれば、まさに瓢ひよう簞たんから駒こまだろう。若い審問官に至っては、興奮したように紅潮している。

「これは、なんというか、驚おどろきました……」

「あなたのことをメイトス派きっての審問官だと聞いていましたが、噂うわさに違たがいませんな」

「いえ、そんなことはありません」

　謙けん遜そんではない。実際のところ、ベルのなかで思考がまとまってくれたのは、彼らの質問が上手じようずだったこともある。

「そうなりますと、むしろ執務室に残った証拠を探すよりも、部屋から消えた物が何かを探り当てた方がいいでしょうな」

「そうですね」

「助かりましたぞ。危うく目の付け所を誤るところでした。あの手紙は事件とは無関係だったようです」

　そういえば、さっきも彼らは手紙がどうとか言っていたなと、ベルは思い出した。一体、何を指して言っているのだろうか。

「あの、先さき程ほどから仰おつしやっている手紙とは、一体何のことですか？」

「いえ、大したことではないのです。執務室から、なぜかあなた名義の手紙が発見されたので、お伺うかがいしたまででして」

「え？」

「もちろん、枢すう機き卿きように宛あてられた手紙でもありませんでしたし、おかしなものだと注目していたのですよ」

　手に汗が滲にじむ。喉のどが渇かわきを覚えていた。今、開けてはいけない禁断の箱が、目の前に置かれているような気がしてならない。蓋ふたを開ければ、きっと災わざわいが訪れる。だが、これを閉じたままにして一生を終えることは、きっとベルにはできなかっただろう。

「見せていただけませんか、その手紙」

「構いませんよ」

　快く承しよう諾だくし、彼らは封書の束を持ってきた。言い知れぬ不快感が、ベルの体の隅すみ々ずみまで侵しん蝕しよくしてゆく。

　封書はすべて開封されていた。そして、そこに書かれている文字は、ベルの見慣れたものだった。どの封書も、送り主ぬしの名義は同じで、また宛あて先さきの名義も同じであった。




　──ナレシュ・バスカヴィル宛て


ベルヘルミナ・バスカヴィルより──






　心臓が跳はね上がりそうなくらい脈打った。なんだろう、これは。なぜ、兄に送った自分の手紙が、開封されて執務室にあったのか。ベルの頭は真っ白になってゆく。

「ベルちゃん！」

　無意識の海に沈みかけたベルを呼び戻したのは、ヨープの声だった。彼は外がい套とうを着たまま、こちらに向かって歩いてくる。今、帰ったばかりなのだろう。

「ヨープさん……」

「大だい丈じよう夫ぶかい、ベルちゃん。聞いたよ、枢すう機き卿きようのこと。大変なことになっ──」

　唐とう突とつに、ヨープは絶句した。彼の目は、ベルが手にした封書の束に釘くぎ付づけになっている。まるで、恐ろしい怪物に射すくめられたかのように、秘書官は微動だにしなかった。

　尋じん常じようならざるヨープの様子を見て、ベルの思考の歯車は再び滑なめらかに回り始めた。この封書の束が示す答えは、一つしか考えられない。

　ベルのなかで何かが音を立てて崩れた。

　封書を床にばら撒まくと、弾はじかれたようにヨープの胸倉に摑つかみかかった。勢いのまま、乱暴に彼を壁かべ際ぎわへと追いやる。

「こんな……こんなことってないわ！　どうして、こんな酷ひどいことができるの？」

　今、鏡を覗のぞいたら、さぞかし怒り狂った醜みにくい自分が映るのだろうなと、どこかベルの意識は他人ひと事ごとのように自身を見つめていた。もう止めることなんてできない。真実を確かめることで、今まで信じ続けてきたすべてを失うことになっても。

「答えて！　今までわたしが、兄さんからだと信じて受け取っていた手紙は、すべてあなたが兄さんの筆跡に似せて捏ねつ造ぞうしたものだったの？　十年間も、お師し匠しよう様と一緒に、わたしを騙だましていたの？」

「……ごめん」

「──っ！」

　ヨープの謝罪は、肯定に等しかった。

　次の瞬しゆん間かん、ベルは力一杯、彼の頰ほおを拳こぶしで殴なぐっていた。眼鏡めがねが床に打ち付けられ、乾いた音を発して割れる。

　ヨープの頰には傷一つ付いておらず、淡い輝きが広がっている。アイギスが発動したのだ。確認するまでもなく、自分の手も同じだろう。

　ベルは、やるせないもどかしさに歯は嚙がみした。どうして、人はこんな時でも傷を負わないのか。もし、少しでも痛みを感じることができたなら、ちょっとは気が晴れるかもしれないのに。

　もはや、ベルの怒りと空虚さは抑えようがなかった。八つ当たりを承知で、今度は修道院の壁を思いっきり左手で殴りつける。手に、薄うすい光の花はな弁びらが広がった。

　どうせまた何も感じないのだ──そう思った瞬間、ベルは痺しびれるような衝しよう撃げきを左手に覚えた。過去に経験したことのない奇妙な感覚だ。左手の甲に焼けるような違和感が広がる。熱い……いや、違う。熱さとは異なった感覚だ。まさか、これは──痛いのか。

　はっとなって、左手を注視する。ベルの視界に、信じられないものが飛び込んできた。白いグローブに真しん紅くの染しみが広がっているのだ。急せき立てられるようにグローブを外してみると、手は真まっ赤かに腫はれ上がり、捲めくり上がった皮ひ膚ふの隙すき間まからは、赤い血が滲にじんでいるではないか。

　そんな……こんなこと、あるわけがない。確かにアイギスが発動したように見えたのに。

　今にも血が滴したたり落ちそうな左手を、ベルは咄とつ嗟さに右手で庇かばい、人目を誤ご魔ま化かそうとする。

　幸い、ヨープにも、先さき程ほどの二人の審しん問もん官かんにも気付かれていない。しかし、周りにはずいぶんと人だかりができてしまっていた。皆、一体何ごとかという不安な面持ちを浮かべ、ベルとヨープの動向を窺うかがっている。

　ベルは、冷水を浴びせられたように竦すくんでしまった。神様が罰を与えたのだろうか。痛みを感じないことに不満を抱いだいた自分へ。

「──どういうつもりかね、君達は？」

　不運なことに、修道士の輪を搔かき分けて、眉み間けんに皺しわを寄せたディミアン・グイドーニス司し教きようが姿を現した。彼の後には、養女のシビルも続いている。

「この非常時に、教会内で修道士が暴力沙ざ汰たとは、どういうつもりかと訊きいている」

　ディミアンの怒気を含んだ追及が、ラウンジの空気を震ふるわせる。

　壊れた眼鏡めがねを拾い上げ、ヨープが弁明に努めた。

「なんでもありません司教。今のは……」

「君に訊いているのではない。私は、教会内で暴力を振るった彼女に尋たずねているのだ」

　取りつく島がなかった。あくまでディミアンは、ベルへの追及の手を緩ゆるめようとしない。

「答えたまえ。まさか君は、アイギスがあるから相手は傷つかずに済むと思い、殴なぐりつけたのではあるまいね？　だとしたら教会の修道士として、最も恥ずべき行為だ。君は、教義を何だと思っているのかね？　まったくもって遺い憾かんだ」

　迂う闊かつなことを口走れば、左手の怪け我がをこの男に勘かん付づかれてしまう。そう思うと、ベルには言い訳すら見つからなかった。ただただ押し黙ってしまうばかりだ。

「なんとか言ったらどうかね？　まさか、言葉を忘れてしまったわけではあるまいな？」

　ディミアンが嘲ちよう弄ろうする。

　ベルは、なんとか答えようとするが、己おのれの身に起きた異変に困惑し、魚のように口をパクパクさせるだけだった。怖気おじけづき、声が出ないのだ。歯が、かちかちと音を立て震えている。

　不審なベルの様子を見かねたのか、シビルが声高に叫んだ。

「いい加減にしなさいよ、ベルヘルミナ・バスカヴィル！」

　ディミアンの後ろから、息せき切って大おお股またで歩み出てきたシビルは、苛いら立だたしげな様子でベルに向かってきた。

「あんた、何様のつもりよ？　司教がお尋ねになっているのをシカトするわけ？」

　シビルは、ベルに詰め寄ると、見上げるようにして睨にらみつけてくる。そして、他ほかの者には聞き取れないような小さな声で囁ささやいた。

「……この機にお義父とう様は、あんたを潰つぶすつもりよ。これ以上オドオドしてると、マジでそうなるわ。いつものあんたは、どこいったの？　あたしに、こんなつまらない勝ち方させる気？」

「え？」

　ベルは、狐きつねにつままれたような気持ちになった。

「ハン、あんまガッカリさせないでよね」

　シビルは踵きびすを返すと、ベルから離れてゆく。

　何だったのだろう、今のは。彼女の予想外の行動は、恐怖に囚とらわれたベルを解き放ってくれた。冷静さを取り戻し、さっと頭を下げる。

「司し教きよう、失礼致いたしました。取り乱してしまい、恥ずかしい限りです」

　ディミアンは眉まゆを跳はね上げ、不愉快そうに顔を歪ゆがめる。

　しかし、狡こう猾かつで目め聡ざといこの男は、シビルとは違った角度でベルの異変を察知した。

「君は、何かを隠し持っているのかね？」

　ベルは息を吞のんだ。背筋を冷たい汗が伝う。

「その手をこちらに出したまえ」

「何も持ってはおりません」

「いいから、出しなさい」

　ディミアンは近づいてきたかと思うと、強引にベルの細い左手首を摑つかんだ。抗あらがいようのない力で、ぐいっと引っ張られる。

「嫌いや……！」

　ベルの抵抗も空むなしく、血ち塗まみれのグローブが床に落ち、左手が露あらわにされた。流れ落ちる一筋の赤。血だ。裂さけた傷口から零こぼれ出した血液が、ベルの左手を伝い、床に小さな赤い斑はん点てんをつくってゆく。

　ディミアンは呻うめき声を上げて、まるで汚いものでも扱うかのように、ベルから手を離した。

　周囲からも、どよどよと驚きよう愕がくの声が溢あふれ出る。

「異い端たん者しやだ──!!」

　ディミアンが叫んだ。その途と端たん、修道士達のざわめきは罵ば声せいとなって、ベルに降り注いだ。

　ヨープも、シビルも、信じられないものを見るように、愕然としてベルを凝ぎよう視ししている。

「ぼろを出したな、異端者。よくも我々を騙だまし、審しん問もん官かんなどと偽いつわっていたものだ」

「ち、違う。わたしは異端者じゃない」

「黙れ、不浄の血で神聖な教会を汚けがしおって。言い訳なら審問室で聞いてやる。拘こう束そくしろ！」

　ディミアンの無情な号令が飛ぶ。

　ベルは、僅わずかに首を振るだけで、為なす術すべがなかった。トーメント・デバイスは近くの壁かべに立てかけてあるが、審問官達に阻はばまれ、とても手が届きそうにない。丸腰同然である。

　それに引き換え、相手は腕利ききの審問官集団だ。勝てる見込みもなければ、逃げおおせる確率も万に一つもなかった。

　その時、大きな影がベルに落ちた。見上げれば、優ゆうに二メートルを超える修道士が、ベルを捕まえようと接近していた。

　フード付きの外がい套とうを羽織った不気味な印象の大男だ。目ま深ぶかにフードを被かぶっているため、顔がよく確認できない。それにしても本当に大きい。大柄なディミアンよりも、さらに一回りは大きいのではないか。……いや、この大きさは不自然だ。本当に人間なのだろうか。

　咄とつ嗟さに、ベルは後ずさりしようとする──が、体がぴくりとも動かない。

　金かな縛しばりに陥おちいっているのは、ベルばかりではないようだった。視界に映る他ほかの修道士達も、まるで石のように固まって動いていない。

　静止した世界で、巨きよ軀くの修道士は、悠ゆう々ゆうとベルを肩に担かつぎ上げると、そのまま硝子ガラス窓まどを蹴け破やぶって修道院の外へと躍り出た。

　ベルを担いだ修道士は、驚おどろくばかりの跳ちよう躍やく力りよくで、風のように建物を屋根伝いに走り抜けてゆく。視界を流れてゆく煉れん瓦がの屋根が、まるで赤い絨じゆう毯たんのようだった。

　流れる空気を感じ、ベルの指が跳はねるように動いた。感覚が戻ってきたのだ。全身の感覚が回復するまで、さして時間はかからなかった。動けなかったのは、おそらく数秒かそこらの時間だったのだろう。それでも、当事者のベルからすれば永えい劫ごうのように感じられた。

　もはや疑う余地はない。この修道士はレプトイドだ。それも、おそらくレベル３カテゴリー、バジリスク。

　先さき程ほどの集団金縛りのような能力は、明らかにバジリスクの特性だ。

　肩に担がれているベルからは、外套の背中しか見えないので、顔を確かめようがない。しかし、修道服越しに感じられる太い腕からは、鋼はがねのような鱗うろこの感触が伝わってくる。

　このバジリスクが自分を連れ去る狙ねらいは何か、ベルは考えを巡らせた。あの苦境から助け出してくれたと考えるのは、あまりにも楽観的すぎるだろう。自分はレプトイドに恨うらまれることはあっても、感謝されるようなことをした覚えはない。となれば、自分を連れていくことで、何かしらの利益になるのだ。おのずと、マリアーナの凄せい惨さんな最さい期ごを思い浮かべてしまう。

　ダメだ。このまま虜とりことなるのは、あまりにもリスクが大きい。ましてや、今の自分はアイギスを失っているかもしれないのだ。せめて、トーメント・デバイスがこの手にあればと悔くやむが、今となってはどうしようもない。

　ろくに抵抗もできないまま、一いつ寸すん試しにされる苦痛を想像するだけで、恐ろしくて堪たまらなかった。ここはなんとしても、逃走を図るべきだ。

　もっとも、仮にこのバジリスクから逃れても、それで済むわけではない。おそらく、すぐに教会から追っ手がかかることだろう。見通しの立たない現状を考えると、不安で押し潰つぶされそうになる。しかし、それでも直面している危機を回避するため、ベルは腹を括くくった。

　視界に、運河が飛び込んでくる。どうやらバジリスクは、運河を進む大きな船の屋根に飛び移って、河を渡るつもりのようだ。

　今しかない。バジリスクが大きく跳躍するのに合わせて、ベルは体を前方に投げ出すように傾ける。跳躍による慣性力も加わり、ベルの体は前転するようにバジリスクの腕からするりと逃れた。虚を衝つかれたバジリスクが手を伸ばすがもう遅い。

　ベルは、風ではためく修道服の裾すそを両手で押さえながら、運河へと落下してゆく。水みず飛沫しぶきが視界を覆おおい、重音が耳を打った。

　豪ごう快かいに着水したベルは、こんな時だというのに、あらぬことを考えていた。誰だれが見ているわけでもないし、裾を押さえる必要なんてなかったのだなと。
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　ベルヘルミナ・バスカヴィルの人生は、一日にして大きな変へん貌ぼうを遂とげた。

　ついこの間までは、審しん問もん官かんとして異い端たん者しやを追う立場にあったにも拘かかわらず、今や自分が異端者として教会に追われる身となってしまったのである。いや、そればかりか、枢すう機き卿きよう殺害の嫌疑までかけられていても不思議ではなかった。

　ベルは、ずり落ちた段ボールを体の上にかけ直す。

　結局、満足な睡眠は得られなかった。気だるさが体の隅すみ々ずみまで浸透し、やけに手足が重く感じられる。

　昨日、修道院から脱出し、さらにバジリスクの手から辛からくも逃れたベルは、追跡の目を盗みながら逃走に明け暮れた。

　一番難なん儀ぎだったのは、運河から上がった直後だった。修道服も髪もびしょ濡ぬれで、どこからどう見ても人目を引いてしまう。そればかりか、アイギスに頼れない以上、病気にかかる恐れもあった。いつまでも濡れた修道服を着たままではいられない。

　悩んだ末、ベルは、レプトイドの運うん搬ぱん船せんに侵入した時と同じ手段を使った。即すなわち、係留所の積み荷に潜もぐり込んだのだ。積み荷の中ならば、修道服を脱いで乾かすこともできる。機転が功を奏し、ベルの入った積み荷は、東区の船着き場へと運ばれた。そこからは、半乾きの修道服を着込んでの逃避行だった。そして、なんとか一夜を明かす塒ねぐらを確保し、現在に至る。

　今、ベルが体を休めているのは、一昨日おととい、教会図書館の帰りに雨宿りをした橋の下である。周囲に生い茂った葦あしが、ある程度視界を遮しや蔽へいしてくれるため、隠れるには悪くない場所だ。

　そこに、拾い集めた段ボールを使って、即席の小屋と布ふ団とんを作り上げている。これにより、雨あめ露つゆをしのぎ、暖をとることもできると踏んだのだ。

　狭い段ボール小屋の中で、なんとも空むなしい気持ちを覚えながらも、半乾きの修道服を脱ぎ、段ボール布団で眠りについたのが昨夜ゆうべのこと。

　ベルは、まだ微睡まどろみのなかにいた。昨日は色々なことが起こりすぎて、目が覚めても思考がおぼつかない。段ボール布団の中で燻くすぶったまま、さらに貪どん欲よくに睡眠を求めたくなる。

　朝日が昇ったことはわかっているのだが、どうにも起きようとする気力が奮い立たないのだ。

「起きたからって、わたしに何ができるのよ……」

　くぐもった呟つぶやきが零こぼれる。

　十年間、信じていた人達に裏切られた。いや、騙だまされ続けていることに気付けなかった。一番文句をぶつけたい人は、もうこの世にいない。兄の言葉も、生存証明も、すべてが偽にせ物ものだった。一体何のために今まで審しん問もん官かんとして頑張ってきたのだろうかと、ベルは己おのれの半生を呪のろいたい気持ちだった。

　挙あげ句くの果てに、異い端たんの嫌疑をかけられ、逃亡者にまで身を落とす始末である。あまりの落ちぶれように、笑ってしまいたくなる。

　むしろこのまま、ここに居いついてしまった方が安全ではないかという後ろ向きな気持ちさえ、芽生え始めていた。どうせ、自分に帰る場所などないのだから。

　今や、この段ボール小屋はベルの城だ。四方の茶色い城じよう壁へきは、侵入者を阻はばみ、平へい穏おんな空間を約束してくれている……はずだった。

「ようやく見つけたぜ、ホームレス・シスターさん」

　唐とう突とつに声をかけられ、ベルは心臓が飛び出しそうになった。

　玄関がわりの開閉部から、腰を屈かがめた人影が顔を覗のぞかせているではないか。堅けん牢ろうと思われた一夜城は、あっさりと不審者の侵入を許してしまったらしい。

　ベルは無む駄だと知りつつも、段ボール布団の中に体を引っ込め、防衛に専念してみる。

「亀かめか、おまえさんは」

　声の主ぬしは、呆あきれたように言った。ようやく侵入者の正体に思い至ったベルは、段ボール布団から、ひょっこりと頭を出した。

「もしかして、クリカラ？」

「もしかしなくても俺おれだ。……ったく、なんつーザマだよ？」

「しょうがないでしょ。寒かったんだもん」

　ベルは、段ボール布ぶ団とんに潜もぐるようにして口を尖とがらせる。なんだか、急に日常に引き戻されたような気分になり、みっともない姿が恥ずかしくなってきた。

　しかし、ここはもう自分の知る日常ではないのだと、ベルは思い直す。今までと同じ気持ちではいけない。自分の日常は、すでに変へん貌ぼうを遂とげた。小こ綺ぎ麗れいなカーテンは取り除かれ、醜しゆう悪あくな現実が窓の向こうに覗のぞいているのだ。

「おまえさん、優等生のくせに、こういうところは逞たくましいんだな」

「……逞しくなんかないわ」

　ベルは、自分の脆もろさを思い知らされていた。不変と思い込んでいた信念が崩れ落ちた時、そこから顔を出したのは、嫌いや気けがさすほど弱々しい自分だったのだ。

「ほら、出てこいよ。別に、おまえさんを捕まえたりしないから」

「……クリカラも知ってるんだよね？　わたしに、異い端たんの嫌疑がかけられていること」

「ああ。教会に侵入したレプトイドと一緒に逃げた異端のシスターって謳うたい文句で、おまえさんのことは街中に広まってる」

「一緒に逃げたんじゃなくて、攫さらわれかけたのよ」

「だろうな」

「わたしを攫おうとしたバジリスク、捕まったのかしら？」

「いいや、おまえさん同様に手配中だよ。白昼堂々と侵入を許しちまったからな、教会も面子めんつが懸かってんのさ。懸賞金をかけてでも、見つけ出そうと躍起だぜ」

「……もしかして、わたしも懸賞金がかけられてたりするの？」

「する。わりかしいい金額だ。おまえさん、結構大物扱いされてるみたいだぜ」

　嬉うれしくもない話だった。

「……それなのに、捕まえないの？　わたしを教会に差し出した方がお金になるのよ？」

　異端とされた者を助けるということが、どれだけリスクを伴う行為であるのか、少し考えれば子供だってわかる。当然、クリカラだって承知しているはずなのに。

「だから捕まえねえって、さっきも言っただろ。俺達は相棒だろうが」

　心地よいクリカラの言葉に心が揺れる。しかし、ベルは彼の言葉を素直に受け止めようとはしなかった。もう美辞麗句に彩いろどられた虚言はたくさんだったのだ。

　この情報屋も、どこまでが本音かわかったものではない。その道のプロであるクリカラが、すべてを明かしているとは到とう底てい思えないのである。ヨープやマリアーナのように、自分を欺あざむいていると考える方が自然なのだ。そう思うと、抑えようのない激情が噴き上がってきた。

「何が相棒よ！　わたし達は、つい先日知り合ったばかりの、にわかコンビじゃない。お互いのこともよく知らないのに、相棒だなんて理由にならないわ！」

「おまえ……！」

　クリカラの怒気が段ボール越しに伝わってくる。自分でも最低なことを言っていると、ベルは自覚していた。前にもこんなことがあった。自分が気に入らないのであれば、自分よりも有望な審しん問もん官かんに取り入ればいい──そう言ったベルに、クリカラが激怒した。まさに、あの時と同じだ。心ない一言で彼を傷つけ、またしても怒りを買ったのだ。

「……じゃあ、どうして俺おれに打ち明けた？」

　突然、クリカラから暗然とした問いかけが零こぼれ出た。てっきり、彼に怒鳴りつけられるものだとばかり思っていたが、そうではないようだ。

「答えろよ、ベル。どうしてこの前、ここで俺に自分のことを打ち明けたりしたんだ？」

　クリカラの問いは、この橋の下で雨宿りをした際に投げかけられたものと同じだった。あの時も、ベルは答えを見み出いだせずにいた。

「俺は今まで、誰だれかに命令されることはあっても、心から頼られるようなことはなかった。でもな、おまえさんは俺を頼った。信頼して、自分の過去や目標を曝さらけ出してくれた。だから、俺はここにいる」

　彼は何を言おうとしているのだろうか。ベルの胸が轟とどろくように躍り始めた。

「──バカなくらい一所懸命で、石頭で、向こう見ずで、危なっかしくて放っておけない、そんな奴やつを、傍そばでずっと支えてやりたいって気持ちでここにいるんだよ、俺は！　悪いか？」

　クリカラの声は真剣そのものだった。

　段ボールの中で、ベルは耳まで茹ゆで上がってしまった。たった今、散々悪口を並べられたような気がする。それでも、今のクリカラの言葉は、まるで──。

「ぐがあっ、な、なんてこと言わせやがる！　何を言っちまってんだ、俺は!?」

　我に返ったのか、クリカラが喚わめき、悶もん絶ぜつした。恥ずかしさのあまり、破は裂れつしそうなのはお互いさまのようだ。

「と、とにかくだ、ベル！」

「は、はい！」

　思わず、上ずった声で返事をしてしまった。ベルの心臓は、飛び出しそうなくらい激しく脈打っている。何をドキドキしているのだろうか。自分達は、審問官と情報屋という立場にあって、利害の一致で繫つながっている関係だ。……そうだ、自分達は彼の言うとおり、紛まぎれもなく相棒なのだ。今、この瞬しゆん間かんも──。ベルは、憑つき物が落ちたように胸が軽くなってきた。

「いや、だから、その、アレだ。今、俺が言いたかったのはだな……」

　見苦しく取り繕つくろうクリカラの姿を段ボール越しに想像して、ベルは少しだけ愉快な気分になってしまう。きっと、もう大だい丈じよう夫ぶだ。なんとか自分を取り戻せたはずだから。

　段ボールに温かいものが零れ落ち、次々と染しみを広げてゆく。ベルの瞳ひとみから溢あふれ出る涙は、カサカサにひび割れた心に、再び潤うるおいを取り戻してゆくかのようであった。

「わかったわよ。今は、あなたを信じてみることにするわ。わたし達、相棒だもんね」

「お、おう、当然だ。ようやくわかったか、バカ」

「バカは余計よ」

　段ボール布ぶ団とんの中で、ベルは涙を拭ぬぐう。

　結局、クリカラに励はげまされてしまった。嬉うれしくもあり、そして恥ずかしくもある。なんとも形容しがたい複雑な心境だ。

「そろそろ起きるわ」

「やれやれ、そうしてくれよ、お寝坊さん」

　ベルは、勢いよく段ボール布団を撥はね除のけて起床した。うーんと背筋を伸ばす。仕切り直さなくてはならない。もう一度、まっすぐに前を向くために。

「あが……」

　突とつ如じよクリカラが間抜けな声を上げ、こちらに目を向けたまま固まってしまった。顔は茹ゆだったままである。まだ普段の調子を取り戻していないのだろうか。

「どうかしたの？」

　そう問いかけてベルは、はたと思い出した。自分が今、下着しかつけていなかったことを。きめ細かな肌はだを露ろ出しゆつさせ、白い下着に包まれた豊かな胸を晒さらしてしまっているのだ。

「うわわわわわわわ！」
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　今度間抜けな声を上げたのはベルの方だった。咄とつ嗟さに胸を隠すように背中を丸める。

　ベルの悲鳴で呪じゆ縛ばくが解けたのか、弾はじかれたようにクリカラも背を向けた。

「す、すまん」

　彼は不ふ体てい裁さいな様子で、すごすごとホームレス・シスターの一夜城から退散していった。

　恥の上塗りとは、まさしくこのことだろう。一体、クリカラの前でどれだけ失態を演じれば気が済むのだろうか。思えば、彼と出会ってからというもの、しょっちゅう恥ずかしい思いをしているような気がする。

　──いけない。仕切り直そうとしたばかりではないか。

　ベルは深呼吸をして気持ちを落ち着かせた。乾いた修道服に袖そでを通し、ブーツを履はく。

　止血のために巻いておいた布を外してみると、左手の傷は血液が凝ぎよう固こし、すでに塞ふさがっているようだった。幸い、指も問題なく動くので、骨にも異常はないだろう。

　亜あ麻ま色いろの髪を編み始めながら、ベルは段ボール壁へきの向こうに話しかけてみた。

「ねえ、クリカラ。そのまま聞いてくれる？」

「ああ、何だ？」

　薄うすい壁かべ越ごしにクリカラから応答があった。どうやら、彼もすでに平常心を取り戻しているようだ。

「わたしの兄さんの手紙……偽にせ物ものだったんだ」

「そうか」

「クリカラは、そうじゃないかって、思ってたでしょう？」

「薄々な」

「やっぱりね。言ってくれればよかったのに。わたし、バカみたい」

「悪かったな」

「もしかしたら、兄さんはもう……」

「──ベル。俺おれは気休めを言うつもりはないぜ」

「……うん、そうだよね。わかってる」

「──」

「……」

　会話が途絶えた。しばしの沈黙の後、クリカラが気持ちを押し殺したように問いかけてくる。

「──で、これからどうするつもりだ？」

「……わからない。きっと、いくら考えても、しばらく答えは出せないと思う。だから、今は目先のことだけを考えることにする。ミューちゃんにかかった異い端たんの嫌疑を晴らしたい。あ、それから、わたし自身の嫌疑もだけど」

「そうだな」

「わたしね、実は少しだけミューちゃんを疑ったことがあったの。あの子の瞳ひとみが、あまりにも虚うつろで、怖いものに感じたから……。でも、自分が打ちのめされてみて、ようやくあの子の瞳ひとみが湛たたえていたものの正体がわかったわ。あれは、絶望だった。七歳の子が、何も期待していないような目をしていたのよ」

　ベルは髪を編み終えると、ウィンプルを被かぶった。

「だからね、わたしはあの子の瞳に、希望を灯ともしたい」

　あなたが、わたしにそうしてくれたように──と、ベルは心のなかで言葉を付け足した。ミューに必要なのは、無条件で味方になってくれる大人おとなに違いない。そしてそれは、彼女の優やさしさを知る自分以外に誰だれが適任だというのだろうか。今やベルは、ミューを年の離れた妹のように感じていた。

「お待たせ、着替え終わったわ」

　ベルの許可を得て、クリカラが戻ってくる。彼は、ふっと微笑ほほえんで溜ため息いきをつく。

「どうやら、いつものおまえさんみたいだな」

「お陰様で」

「今さら忠告するまでもないが、あの子を助けるのは荊いばらの道だぜ。おまけに、今はおまえさんも追われる立場だ」

「充分わかってるわ」

「言っとくが、事態はおまえさんが思ってる以上に深刻だぜ」

「どういうこと？」

「……アーモロートが、変わっちまった」

　ベルは固唾かたずを吞のんだ。クリカラの顔はとても冗談を言っているように思えない。

「事の発端は、昨日、おまえさんが行方ゆくえを眩くらませた後に、教会が行なった発表だ」

「一体何を発表したの？」

「アイギスを無効化するレプトイド──バリアクラッカーが出現したって発表さ」

　心しん胆たんを寒からしめる内容に、ベルは慄おののいた。

　二百年前に、狂人の戯言たわごとと一笑に付されたバリアクラッカーという忌いみ名。それが、こうして現代に甦よみがえってきたのだ。それも、教会の手によって。もはや皮肉を通り越して、作為的なものが感じられてならない。

　もしや、教会はバリアクラッカーという存在を、前々から想定していたのではないだろうか。

　やはり妄想司教パラノイア・ビシヨツプの釈明は、まったくの出で鱈たら目めではなかったということになる。バリアクラッカーという名も、彼の妄もう想そうの産物ではなかったと考えるべきだ。

　興奮しているのはベルばかりではない。クリカラも、弁に熱を帯び始めていた。

「教会は、新たに危険度レベル４の設定を余よ儀ぎなくされ、バリアクラッカーをこのレベル４にカテゴライズした。考えられるリスクが、レベル３じゃ収まりきれねえってわけだ」

「……それで、その発表を受けて、街はどうなったの？」

「市民の反応は真っ二つに分かれた。一つは、怯おびえて家に閉じ籠こもったり、街から逃げ出そうとする連中。もう一つは、教会だけに任せておけないと自警団もどきを組織した連中だ。こいつらが、タチが悪い。すでに暴徒と化してやがる」

　嫌いやな予感が的中した。昨日、レトリックの話を聞いた時から、この事態の予兆はあったのだ。

「暴徒どもは、アイギスを砕かれる前に、先手をとって異い端たん者しやを殺そうと息巻き、異端狩がりを始めやがった」

　アイギスを無効化できる相手と渡り合うには、確かに先制攻撃しかない。だが、それは理屈の上での話である。実際に、素人しろうとが率先してそれに挑むのは、蛮ばん勇ゆうもいいところだ。今までアイギスに護まもられ、傷を負ったこともない彼らの危機意識は致命的なほど低く、自分だけは安あん泰たいだと、根拠もなく思い込んでいるのではないか。

　きっと、彼らは死に対して鈍感なのだ。審しん問もん室しつでの、あの恐ろしい光景を彼らは知らない。あの惨さん劇げきを目まの当たりにしても、同じように異端狩りなどと勇ましく唱えられるだろうか。

「連中の奮起は、教会も予想外だったらしく、まるで取り締まれてねえ。異端狩りの旗を掲げた暴徒どもは都市の各地で、好き勝手に暴れてやがるぜ。今や、市街は危険地帯だ」

「なんてこと、神様の祝福を賜たまわったアーモロートが……」

「おまえさんを探してる間、俺おれは何度か連中を見かけたが、酷ひどいもんだったぜ。異端狩りなんて謳うたってやがるが、ああいう奴やつらの犠ぎ牲せいになるのは、たいてい社会的弱者だ。標的になった奴は、徹底的に中傷され、心を折られる。そうやって尊厳を踏みにじられちまう」

　クリカラが憤いきどおりを覚えているのは、集団心理の暗部だった。彼らの目的はすでにすり替わっているとみてよいだろう。異端者を焙あぶり出すことよりも、自分が大勢に属し、安全だと確信することに重点を置いて、弱者から異端者をつくり出す悪魔の機構に身を任せているのだ。

　ベルは身み震ぶるいした。まさに、本末転倒の私刑が、平和だったアーモロートのあちこちで吹き荒れている。当然、自分など恰かつ好こうの標的だろう。いや、そればかりかミューの身にも危険が及んでいるのではないか。

「ねえ、クリカラ。ミューちゃんは、どうしてるの？」

「悪い知らせになるが、ミューって子の審問が、明朝から開始されるそうだ」

「そんな！」

「おまけに担当審問官は、ディミアン・グイドーニスだ」

　考えてみれば当然のことである。担当審問官であったベルは、異端の嫌疑で教会から追われる身となったのだ。空席となった担当ポストには、誰だれかが就いて然しかるべきだろう。順当に考えれば、シビルのはずである。ところが、よりにもよって、司し教きようのディミアンがわざわざ出張ってくるとは。ベルは胃が焼けるような焦しよう燥そう感かんを覚えた。

「奴やつこさん、ずいぶんと目立ちたがりみたいだな。他ほかの修道院の枢すう機き卿きようも招いて、盛大な大審問会をやるらしいぜ。大方、当日中に異端宣告を出して、カタをつける気だろう。バリアクラッカーの公表で、激した世論もあるからな。疑わしきは罰せよって姿勢を貫つらぬくつもり満々だ」

「そんな強引なことが……」

　できるわけがないと言いかけて、ベルは言葉を吞のみ込んだ。いや、あの男ならやりかねない。

「あのえげつない司し教きよう様ならやるだろうさ。ミューって子が喋しやべれないのをいいことに、アイギスが無いってだけで、異い端たん者しやだと強引に断定するくらい難しいことじゃない。そうすりゃあ、そのままあの子を枢すう機き卿きよう殺しの犯人……ないしは、共犯者ってことにできる」

　まったくもって酷ひどい筋書きだが、クリカラの言っていることは、おそらく的まとを射ているだろうとベルは思う。ディミアンは、調査など二の次にして、誰だれをバリアクラッカーに仕立てれば収まりがいいかを、真っ先に考えたに違いない。有力な候補は、ミューと、ベルで決まりだ。

「グイドーニスにとって、今は千せん載ざい一いち遇ぐうの好機だ。目め障ざわりな枢機卿が死んで、ここで手柄を立てれば、民衆の支持も得て、空あいた枢機卿の席は満場一致で奴やつのものになるだろうぜ」

「なるほど……。それなら、こちらが打つ手はシンプルだわ」

「へえ、どんな手だい？」

「真犯人のバリアクラッカーを捕まえればいいのよ」

「ふむ。犯人を捕まえて、ミューって子の殺人の嫌疑だけでも晴らそうって作戦か？」

「ううん、それだけが狙ねらいじゃないの。正直、ミューちゃんが異端者でないことを今すぐ証明するのは難しい。でも、殺人の嫌疑が濡ぬれ衣ぎぬだったとなれば、異端の審議にも大きく影えい響きようが出るんじゃないかしら？」

　クリカラは、拳こぶしと掌てのひらを打ち合わせた。ベルの真意を理解したのだ。

「間違いなく出るぜ。ミューは、レプトイドに協力しなかったと証明できるわけだからな。逆説的に言えば、あの子は異端者ではないという可能性を大きく示すことになる」

「そういうこと」

「考えたなベル。んで、どうやってバリアクラッカーに辿たどり着くんだ？　アテはあるのか？」

「ええ。おそらく、枢機卿執務室にアテはあるわ。枢機卿を殺害したレプトイド達が、何かを持ち出している可能性が高いの。それが何なのか特定できれば……」

「驚おどろいた。あんだけ追い詰められていたくせに、ちゃっかりした奴だよ。これなら、俺おれも助すけっ人とを呼んだ甲斐かいがあったってもんだぜ」

「え？　助っ人がいるの？」

「ああ。駅で落ち合うことになっている。今の話から察するに、そいつが持つ情報は役に立つぜ。是ぜ非ひとも、おまえさんに買ってもらいたいね」

「でもわたし、今はお金なんて持ち合わせてないけど……」

「この件が片付いてから、後払いで構わねえよ。ただし、仲介料も上乗せさせてもらうけどな」

　クリカラは白い歯を見せて、やんちゃに微笑ほほえんだ。言葉とは裏腹に、その表情はどこか少年らしさを帯びていて、ベルもつられて笑ってしまう。

「さあ、話は決まったな。さっさと行こうぜ」

「わかったわ」

　二人は生い茂る葦あしを搔かき分けて路地に出ると、足早に大通りを目指した。




　人目を避けるように路地裏をしばらく進んだところで、クリカラがベルの腕を摑つかんだ。

「ちっ、嗅かぎ付けられたか……一足遅かったぜ」

　彼の鋭い目は、路地の正面を見み据すえている。その視線の先にベルも目を向けると、物々しい出いで立ちの一団が、こちらを窺うかがっていた。彼らの手には、長い棒や、鎌かま、鍬くわなどが見てとれる。遠目からでも、殺気が伝わってくるようだ。

「あの人達、もしかして異い端たん狩がり？」

「だろうな、おまえさんの熱ねつ烈れつなファン達だよ」

　クリカラの皮肉が薄うすら寒く聞こえる。まったく冗談ではない。

　見たところ、異端狩りの集団に、修道服の人物は見当たらない。本職の審しん問もん官かんが混じっていないことだけは、不幸中の幸いだろう。

「一つ確認させてくれ。おまえさん、本当にアイギスが無いのか？」

「……昨日、教会で傷を負ったのは確かよ。それからは、怖くて試してないわ」

「そうか、そいつは難なん儀ぎだ」

　今のベルは、アイギスばかりか、武器らしい物を一つも持っていない丸腰の状態だった。せめて、トーメント・デバイスを持ち出せていたらと悔くやむ。

　それに、体力的な面でも不安が残る。なにしろ──。

「いいかベル、相手は結構な人数だ。正面突破は難しい。入り組んだ路地を駆け回って連中を撒まくぞ。いけるな？」

　ぐー。返事の代わりに、ベルのお腹なかが鳴った。

「……おい、ずいぶんと余裕だな。状況わかってんのか？」

「し、仕方ないでしょ。昨日から何も食べてないんだもん」

「腹ごしらえは、あいつらから逃げ切ってからだ。それまで、体力もちそうか？」

「もたせてみせるわ」

「上等だ。いくぜ！」

　掛け声を合図に、ベルとクリカラは、脇わきにある細い路地へと飛び込む。

　すると、それに呼応するかのように、男達の怒鳴り声が路地に響ひびいた。

「逃がすな、あの女がバスカヴィルだ！」

　猛たけり狂った狩人かりゆうど達の追撃が始まったのだ。

　ベルとクリカラが進入した狭路せばじは、予想以上に足場の悪い場所だった。散乱するゴミや瓦が礫れきに足をとられそうになるが、必死で走り続ける。

　転がっている木箱を次々と避よけ、進路を塞ふさぐ金網をよじ登る。まるで野生動物を彷ほう彿ふつとさせるクリカラの先導のおかげで、ベルはなんとか暴徒達の魔手から逃れていた。

　しかし、しばらく往ゆくうちに、空腹がたたってベルの息が上がり始めてしまった。

　まずい、このままでは追いつかれてしまう。

　後ろを見れば、血走った目をした男達が迫ってきていた。何人かは建物の屋根へと登り、索敵の役割をこなしている。これでは、どこに逃げてもすぐに見つかってしまうではないか。

「もう少しだ、頑張れベル！」

　焦しよう燥そうが伝わったのか、クリカラがベルの手を摑つかみ、強い力で引っ張ってゆく。

　クリカラの走力は目を見張るばかりだった。こうして腕を引かれるだけで、ベルの走る速度が格段に上がっている。追跡者達との距離も少しずつ広がっていった。

　これなら逃げ切れる。ベルは逃走の成功を確信した。ところが、素人しろうと集団とはいえ、異い端たん狩がりの男達はそこまで甘くはなかった。往く手に先回りしていた連中がいたのだ。人数は二人。数からして、おそらく不測の事態に備えて、大通りに残しておいた予備戦力だろう。

　この人数なら、クリカラと突破できると考えたベルだったが、すぐに分ぶの悪さを悟る。彼らが抱かかえ、こちらに向けているのは猟りよう銃じゆうだったのだ。

「くそっ！」

　短く吐き捨て、クリカラが進路を変更しようと試みる。

　急に腕を引かれる方向が変わったため、ベルは反応が遅れ、大きくバランスを崩した。転倒こそ免まぬかれたが、スピードは格段に落ち、恰かつ好こうの的まとになってしまう。

　ギラギラとした狩人かりゆうどの獰どう猛もうな目が、ベルの視線と交こう錯さくした。

「ベル！」

　悲鳴に近いクリカラの叫び声とともに、銃声が轟とどろく。

　ベルは両目を固く閉じ、死を覚悟した。意識が遠ざかってゆく。

　まさか、ずっと護まもってきた街の人々に、自分が撃ち殺される日がこようとは、昨日までは夢にも思わなかった。しかし考えてみれば、おかしなことではない。ナレシュの時もそうだったではないか。異端のレッテルを貼はられた途と端たん、今まで親切だった人達が敵に回り、激しく糾きゆう弾だんしてきた。これが人間社会の姿で、この不幸は誰だれにでも起こり得る。悪夢でもなんでもない。これこそが、世界の非情な仕組みなのだ。

　──そして自分は、こうした仕組みを変えたくて、ずっと足搔あがいてきたのではなかったのか。

　沈みかけた意識が舞い戻ってくる。ベルは目を開けると、すぐさま自身の状態を確認した。修道服の腹部に小さな穴が開き、焦こげている。そうか、腹を撃たれたのだ。しかし、どうしたことだろう。ベルは何も感じない。一滴の血も流れ出ていないではないか。

　愕がく然ぜんとしながらも、それらが示す一つの答えを、ベルは思い浮かべていた。

　これは、つまり……。

「おまえ、アイギスがあるじゃねえか、心配させやがって！」

　ベルの推測を裏付けるように、クリカラが詰め寄ってきた。

「ねえ、クリカラ。今、わたしのアイギスって、本当に発動したの？」

「ああ、したよ。確かに、あの薄うすい光の膜まくみたいのが、おまえさんの腹に広がってた」

「そう、だったんだ……。神様……」

　ベルは安あん堵どのあまり、神に祈りを捧ささげた。全身の力が抜けたようになる。まだ逃亡者であることに変わりはないというのに、不思議と足が動かなかった。

　呆あつ気けにとられているのは、なにもベル達ばかりではない。異い端たん狩がりの男達も同じだった。無理もないだろう。教会からは、ベルはアイギスを持たない異端者だと聞かされていたのだから。

　さらに、彼らの混乱に拍車をかける事態が発生した。索敵をしていた男の一人が、突然呻うめき声を漏もらしたかと思うと、屋根の上から転がり落ちてきたのだ。

「あ、おい、どうしたんだ？」

　仲間に声をかけられているが、落下した男は、まるで聞こえていないように蹲うずくまってしまう。

　男の様子があまりにも異常なため、追っ手達は次々と足を止め、彼のもとに集まってくる。

「おい、こいつ、血が出てるぞ！」

「どういうことだ？」

　男達が慌あわてふためく様子を見て、クリカラが叫んだ。

「気をつけろ！　そいつこそ、レプトイドだ！」

　蹲っていた男の体が膨ふくれ上がる。男は、あっという間に、巨大な蜥蜴とかげの姿へと変へん貌ぼうしていた。

　狩人かりゆうど達の悲鳴が湧わき上がる。その様子は滑こつ稽けいだった。つい先さき程ほどまで、獲え物ものを求めて昂たかぶっていた者達が、実際の獲物に遭そう遇ぐうし、その恐ろしい姿に腰を抜かしてしまったのである。

　臆おく病びよう風かぜに吹かれた男達を、レプトイドは怒ど濤とうのような咆ほう哮こうを上げて威い嚇かくする。

　目を凝こらすと、レプトイドの腹ふく鱗りんの隙すき間まから、血が流れ落ちていた。このレプトイドは建物の屋根にいたのだ、被弾したはずがない。そもそも、銃声は一発だった。ならば、手負いだったのだろうか。いや、そうじゃない。これはもしや……。ベルは、ある可能性に思い当たった。

「クリカラ、これがもしかして、レプトイドが受けている呪のろい？」

「ああ、間違いない」

　ベルは初めて、レプトイドが呪いに侵おかされた瞬しゆん間かんを見た。以前、クリカラから聞いていたとおりだ。何の前触れもなく、彼らは傷つき、命の危険に晒さらされる。

「ぼーっと、すんな！　今のうちだ、連中を振り切るぞ」

「え？　あ、うん」

　正体を現したレプトイドを民衆の前で放置するなど、審しん問もん官かんとしてあるまじき行為だったが、今は状況が状況だ。ベルは神に許しを乞こい、走り始める。

　ようやく駅へと続く大通りに辿たどり着いた時、二人の前に、一台の蒸気自動車が黒い煙をなびかせながら急停車した。蒸気機関が普及したとはいえ、交通手段の主流を馬車が占めているなか、蒸気自動車を使う者は珍しい。資産家か、あるいは公人だろうか。

　もしや新あら手ての異い端たん狩がりかと、ベルは身を強こわ張ばらせる。ところが、クリカラが片手を上げて、蒸気自動車に合図を送った。どうやら、敵ではないようだ。

「いいタイミングだぜ。あいつが、さっき話した助すけっ人とだ」

　運転席に誰だれかいるようだが、他ほかに人影がないところを見ると、助っ人とやらは一人らしい。

「さ、誰かに見られる前に、乗り込んじまおう」

「……」

　ベルは思わず躊ちゆう躇ちよしてしまった。この得え体たいのしれない運転手は、信用できるのだろうか。

　クリカラは、ベルの不安を察したのか、冗談めいたウィンクを飛ばしてくる。

「あいつが、おまえさんの味方であることは確かだ。だがな、信用するかどうかは、車に乗ってから自分で判断しな」

　クリカラは車に走り寄ると、乱暴にドアを開けて後部座席に滑すべり込んだ。

　意を決したベルも、クリカラの後に続くようにして、隣となりのシートに腰かける。そして、バックミラーに映った運転手の顔を見て一いつ驚きようを喫した。

　──そういうことか。クリカラの言葉の意味がよく理解できた。

　ベルは険しい表情を浮かべ、ミラー越しに運転手を窺うかがう。

「『モーニン』に向かってくれ。マスターに話はつけてある。中央修道会のお膝ひざ元もとの方が、意表を衝ついて潜伏しやすいもんさ。灯台下もと暗くらしってヤツだよ」

　クリカラが運転手に指示を出すと、車は黒煙を勢いよく吐き出しながら、石いし畳だたみの街路を走り始めた。
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　シャワーで温まった体をバスタオルで拭ぬぐうと、用意されていた真新しい下着をつけ、清潔な修道服に袖そでを通した。石せつ鹼けんの仄ほのかな香りが、赤らんだ肌はだや湿った髪から漂ただよってくる。

　ベルは、ようやく人心地がついた。昨日、運河に落ちてからというもの、ずっとベトベトしていて気持ちが悪かったのだ。

　本音を言えば、修道服はともかくとして、下着まで男性陣に用意されていた物を着用するのは、いささか抵抗があった。しかし、今は贅ぜい沢たくを言えた状況ではない。とりわけ奇抜なデザインの物ではなかったので、彼らの厚意を受け取ることにする。それにしても、よくサイズの合致した下着を用意できたものだと感心してしまう。自分の下着のサイズを、男性に話したことなど一度もないというのに。

　なお、彼らからのプレゼントは、衣服の他ほかにもう一つ用意されていた。

　ベルは、脱衣所の壁かべに立てかけてある長い棒状の鉄てつ塊かいに視線を注ぐ。手に馴な染じんだトーメント・デバイスだ。これがあれば、異い端たん狩がりの暴徒達はもちろんのこと、複数のレプトイドとも互角以上に渡り合える。助かることこの上ない。

　乾かした髪を編み終えると、ウィンプルを被かぶり、純白のグローブを着用する。これで手の傷は見えないだろう。着替えを済ませたベルは、トーメント・デバイスを手に、脱衣所を後にした。

　それにしても、『モーニン』の奥がささやかな居住区画になっていたことには、ベルも驚おどろかされた。おかげでこうして湯を浴びることができたので、ありがたい限りなのだが。

『モーニン』の店主には頭が上がらない。クリカラが逃走先にこの店を指定した時は、本当に店主が匿かくまってくれるかどうか、ベルは半信半疑だった。

　ところが、呆あつ気けないほど、あっさり店主は力になってくれたのである。ベルが、教会から異端者として追われる身になったことを説明しても、まったく動じたふうもなく、教会をクビになったのならウチでウェイトレスをしないかと、冗談めかして転職を勧すすめてくるほどだった。

　結果、ベルはその厚意に甘えさせてもらっている。

　もっとも、長なが居いするわけにはいかない。匿ってもらう時間が長くなればなるほど、それだけ恩のある店主を、危険な目に遭あわせることになるのだから。

　ベルは、見慣れた店てん舗ぽ区画へと立ち戻った。

　いつもであれば、耳に心地よいメロディーが流れている店内だが、残念ながら今は蓄ちく音おん機きが眠りについている。代わって耳に届くのは、クリカラの声だった。

「──ってなわけで、気掛かりだったベルのアイギスも元どおりだった。原因はわからないが、今日あいつのアイギスが発動したのは事実だ」

　彼の姿はテーブル席にあった。話の内容から察すると、向かいに座っている男に、ベルのアイギスが甦よみがえったことを説明している最中のようだ。

　言うまでもなく、この向かいの席の男こそが、先さき程ほどまで蒸気自動車を運転していた助すけっ人とだ。ベルのよく知る人物──修道士ヨープ・スノーである。

「お、あがったか」

　ベルの存在に気が付き、声をかけてきたのはクリカラだった。

「お待たせ……」

　ベルは、なるべくヨープと目を合わせないようにしながら、彼らの近くの席に座る。

　彼もまた、ベルにどう声をかければいいのかわからないようで、やけに挙動が落ち着かない。

　車内でも言葉を交わすことがなかった二人に対し、クリカラは面倒くさそうに頭を搔かいた。

「あ～、まずは、おまえさんに説明しておかないとな。助っ人の正体に、びっくりしたろ？」

「うん……」

「こいつとは、昨日知り合ったばかりだ。前に、おまえさんから、ヨープ・スノーのことを聞いていたんでな。教会で大騒動があったのを知って、訪ねてみたのさ。はじめは怪しまれたが、おまえさんの相棒だってことで納なつ得とくしてもらった。んで、俺おれ達は協力することにしたわけだ」

　ちょうど、ベルが街の中を逃げ回っていた頃ころのことだろう。クリカラとヨープが協力態勢を敷いた経緯いきさつはだいたい想像できた。

「俺はおまえさんの捜索にあたることにして、ヨープには、おまえさんが戻ったときのために、準備にあたってもらっていたんだ。おまえさんの修道服を用意して、そのトーメントなんちゃらを教会から取り返したのもこいつさ」

　先程ありがたがって手にしたことを考えると、ベルは複雑な気分だった。今、あまりヨープに借りをつくりたくなかったのだ。

「ちなみに、下着は俺が用意した」

　どうでもいい追加情報だった。

　デザインのチョイスや、サイズを看破したことで、クリカラは胸を張っているようだが、ベルからしてみれば、むしろドン引きだ。

「それからな……。おまえさん達二人に何があったのかも、昨日のうちにヨープから聞いている。さっきは、すっとぼけるような態度をとって悪かったな」

「そうだったんだ。別に、いいわよ」

「ああ、うむ……」

　会話に行き詰まったクリカラが、困ったように頭を搔く。

　再び沈黙が降りた。ベルもヨープも変わらず、率先して口を開くことがない。空気が鉛なまりのように重く、奇妙な息苦しさすら覚えるほどだ。

「ちょっとだけ車に戻るよ。取ってきておきたい物があるから」

　堪たまらなくなったのか、ヨープはそう言い残すと店を後にした。鉄てつ扉ぴの擦こすれる音が、不快に耳をつく。

　彼が去るのと入れ替わるようにして、ベルのテーブルに湯気を立てた山盛りのグリーンパスタが置かれた。

「ほら、まずは腹ごしらえしなくちゃ。栄養満点だから、きっと気分も落ち着くよ」

　ベルは、店主に礼を言うと、勧すすめに従って食事をとることにした。神への祈りを済ませると、フォークに巻いたパスタを頰ほお張ばる。極上の刺激が口の中に広がった。空腹は最大のスパイスとはよく言ったものだが、それを差し引いても、このパスタ料理は絶品だった。ベルは、クリカラの注目をものともせず、貪むさぼるようにして空腹を満たしていった。

　ベルの食べっぷりを眺ながめていた店主は、満足そうに頷うなずくと、再び店の奥へと姿を消す。

「なあ、ベルよ」

　食べ終えたのを見計らって、クリカラが再び話しかけてきた。

　ベルはナプキンで口を拭ぬぐいながら、彼に目を向ける。

「俺おれは、ヨープに肩入れするつもりはねえ。あいつは酷ひどい噓うそをついて、おまえさんの信頼を……いや、おまえさんの心を踏みにじった。こいつは、覆くつがえしようのない事実だ」

　クリカラはいつになく真剣な表情を浮かべていた。彼は何を言わんとしているのだろうか。ベルは促うながすように沈黙し、話の続きを待った。

「噓ってやつは、どんどん引っ込みがつかなくなるものさ。そして、結果的には相手を傷つけちまう。たとえそれが、相手のためを思ってついた噓でもな」

「……クリカラは、わたしにどうしてほしいの？」

「別に、どうしてほしいとか思ってないさ。ただ、救いようのない噓つきにも、噓をつかなきゃならねえ理由が存在してるってことを言いたかっただけさ」

「……」

　またしても鉄が擦れる耳みみ障ざわりな音が響ひびき、ヨープが戻ってきた。

　彼の腕には、フード付きの外がい套とうとマフラーが下げられ、手には、レンズを外した眼鏡めがねが握られていた。

「ベルちゃん、外に出るときは、これを使って。少しは目くらましになると思うから」

「え……」

　逡しゆん巡じゆんするベルに、ヨープは半ば強引に三品一式を手渡す。

「僕は、君に謝らなくてはいけない。もちろん、謝って許してもらおうなんて、虫のいいことは考えていない。でも、きちんと説明して謝るべきだ」

　ベルは呼吸を忘れたかのように、彼の言葉に食い入った。

「僕と枢すう機き卿きようは、十年もの間、君のお兄さんの手紙を捏ねつ造ぞうし続けていた。君の手紙をタルタロスに届けていると噓うそをついた。実際、僕達は、君のお兄さんの安否も知らないんだ。ずっと騙だましていて、申し訳なかった」

　ヨープは深々とベルに頭を下げる。

　彼の告白した内容は、すでにベルの知るところだ。しかし、こうして本人の口からしっかりと聞いたのは、これが初めてである。確証を得たことにより、言い知れぬ虚脱感が生まれる。

　だが、ヨープの決意に触発されたのか、ベルもまた、彼に向かって一歩を踏み出す勇気を得た。踏み込むことで、きっと胸をえぐられるに違いない。それでもここで躊躇ためらえば、ベルは二度とこの男の目を見られなくなる。そして、自分の十年間を悔くやみ続けてしまうだろう。

「わたしも、あなたに尋たずねたかった」

「え？」

「あなた達が、どうしてこんなことをしたのか。自分達の手足になる都合のいい審しん問もん官かんをつくり出したかったの？」

「それは誤解だ！　僕も枢機卿も、君にそんなことを求めていなかった。これだけは信じてほしい。十年前にお兄さんを奪うばわれ、消えてしまいそうだった君を救おうとして、枢機卿は手紙を捏造されたんだ。それが偽いつわりの希望であることを枢機卿はよく理解しておられた。後々真実に気付いた君から仇かたきのように憎にくまれることも覚悟の上で、あの方は決断されていた。自分が君の希望になろうとね」

　わかっていた、ヨープがそう答えることは。マリアーナが自分を娘のように愛してくれていたことを、ベルは誰だれよりもよく知っている。彼女が、自分のためを思って噓をつき続けてきたことも、容易たやすく想像できていた。でも、だからこそ、やり場のない怒りに身を焼かれる思いがする。彼らが悪意をもって自分を騙していたという真相だった方が、どれだけ気が楽だろうか。

「だけど、僕は枢機卿とは違う。君に顔向けできる人間じゃないんだ。間違っていることだと知りつつも、君のお兄さんになりすまして手紙を書くうちに、君を本当の妹のように感じていた。気が付けば、そうやって手紙を書くのを楽しんでいた。君から返事がくるのを心待ちにする自分がいたんだ」

「ヨープさん……」

「どうしようもなかった。君が成長するにつれ、今度は怖くなっていったんだ。いつか、君に気付かれてしまうんじゃないかってね」

　ヨープは、まるで何かに衝つき動かされるように、十年間溜ため続けていた情念を吐と露ろしていた。彼の肩は小刻みに震ふるえ、昏こん倒とうしてしまうのではないかと思われるほどだった。

「これだけ伝えたかった。聞いてのとおり、僕は君に許されるような人間じゃない。君と一緒にいる資格もない男だ。だから、僕はもう君の前から消えるよ。教会にも二度と戻らない。君の嫌疑が晴れることを祈って──」

「待って！」

　ベルが、大声でヨープを制した。

「ダメだよ、そんなの……。それじゃあ、どうにもならない」

「ベルちゃん……」

「確かに、わたしはヨープさんを許さない。でもそれは、兄さんのため。ヨープさんとお師し匠しよう様を許してしまうと、兄さんがあまりにもかわいそうだから。だから、許すわけにはいかない」

　視界がぼやけている。ようやく、自分がさっきから泣いているのだとベルは気が付いた。

「でも、わたしはヨープさんにいなくなってほしくない。お師匠様みたいに、わたしの前から消えたりしないで……」

　子供のようにしゃくり上げながら、必死にベルは本心を打ち明けた。おそらく、最後の方は言葉として聞き取れないくらい不ふ明めい瞭りようだったろう。しかし、気持ちは伝わっているはずだ。

　ヨープが眼鏡めがねを外し、目め頭がしらを拭ぬぐっている。それでも、頰ほおを流れる涙を堰せき止めることができない。

　ホットミルクが注つがれたマグカップを、店主がそっとテーブルに置いた。
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　食後のミルクを飲み終えたベルに、ヨープが遠えん慮りよがちに声をかけてきた。

「さっき、ベルちゃんのアイギスが元に戻ったという話を聞いたよ」

「はい……。再びアイギスが発動した時は安心したんですけど、こうして落ち着いて考えてみると、複雑な気分になってきました」

「やっぱり。僕も同感だ」

　どうやらヨープも、このところの一連の騒動には、釈然としないものがあるようだ。

「わたし、アイギスは簡単に失われたり甦よみがえったりするものじゃないと思います。昨日、怪け我がした時だって、薄うすい光の膜まくが、わたしの手を覆おおってました。あれは、アイギスが発動した証拠なんじゃないかしら」

　実際、ベルが傷を負ったことは、疑いようのない事実だ。だが、それはアイギスの喪そう失しつと同義に考えてしまって本当によいのだろうか。

　言葉では言い表せない気持ち悪さが、しこりのように胸の辺りに残っている。もしかしたら、自分達はアイギスというものを根本的に誤解しているのかもしれない──そう、ベルは思い始めていた。

　今朝けさ、初めて目にしたレプトイドを蝕むしばむ呪のろいといい、不可解なことばかりだ。一つ間違えれば、あっという間に思考の迷宮に陥おちいり、混乱をきたしてしまいそうである。

　そう思っているのは、ベルばかりではなかった。クリカラが代弁するようにぼやく。

「……ったく、謎なぞだらけだが、今の俺おれ達はそいつを一つ一つ解いてくしかねえんだよな」

「そうね。じゃあまず、その一つ目を解きましょうか。枢すう機き卿きよう執務室から消えた物を探り当てるわ。そうすれば、きっとバリアクラッカーの足取りを辿たどれるはず。早速調査に──」

「その必要はないぜ。おまえさんがシャワーを浴びている間に、この俺様がすでに調査済みだ」

「ええ!?」

　ベルは度ど肝ぎもを抜かれた。クリカラが優秀な情報屋だとは思っていたが、このスピードは尋じん常じようではない。凄すごいを通り越して、胡う散さん臭くさく感じる。果たして、どれほどの信しん憑ぴよう性せいがあるのだろうか。ついつい疑わしげに見てしまう。

「そんなに驚おどろくな、そして怪しむな」

「無理言わないで」

「言ってないさ。なにしろ最高の証言者が、すぐ目の前にいるんだからな。時間がかからなくて当然だ。言ったはずだぜ？　助すけっ人とは、おまえさんの役に立つ情報を持っているって」

「……あ！　そういうことだったのね」

　ベルはクリカラの意図を察し、ヨープに顔を向けた。なんという僥ぎよう倖こうだろう。

　執務室の常連であるこの秘書官は、照れ臭そうに眼鏡めがねを押し上げて補足する。

「実は、調査にあたっていた審しん問もん官かんからも訊きかれていたんだ。執務室から、消えた物品はないかとね。だから、さっき同じことを彼から訊かれた時は驚いたよ」

　そういえば昨日の騒動のなか、調査にあたっていた二人の審問官に、そんな助言をしたことをベルは思い出した。

「それで、何がなくなっていたんですか？」

「僕が気付いたのは、二つ。本が一冊なくなっていたのと、小箱型のオルゴールが一つだけ見当たらなかった。それくらいだよ」

「本にオルゴール……」

　もし、ベルの推理に間違いがなければ、これらをバリアクラッカーは持ち去ったということになる。言い換えれば、マリアーナを殺してまで欲した物ということだが……。ベルは、小骨が喉のどに引っかかったような違和感を覚えていた。

「ヨープさん、その本が、何の本かわかりますか？」

「ああ、『ジザンの書しよ』だよ」

　ベルには聞き慣れないタイトルだった。首を傾かしげていると、ヨープが説明を加えてくれる。

「あまり聞き覚えのない題名かもしれないけど、ベルちゃんも何度か目にしているはずだよ」

「執務室の本ほん棚だなに並んでいたからですよね？」

「それだけじゃない。重要な式典には、枢すう機き卿きようが持ち出すからね」

「え？」

「『ジザンの書』は、『黙もく示し録ろく』の写本とされている書物さ」

　ベルとクリカラは、思わず顔を見合わせた。

　ミューが異い端たん者しやでないことを証明するために、必要な知識が記されているのではないかと目星をつけていた『黙示録』。まさか、このようなタイミングで、その名をまた耳にするとは思いも寄らなかったのだ。もしや、バリアクラッカーは『黙示録』の知識を求めたというのだろうか。

　クリカラが、引きつった笑みを浮かべて皮肉る。

「おいおい、そんな貴重なモンがなくなったのに、ずいぶんと悠ゆう長ちようだな、教会さんは？」

　ベルも同感だった。

　しかし、ヨープは涼しい顔のまま、二人の疑問を払ふつ拭しよくする。

「実を言うと、『ジザンの書』は偽ぎ典てんなんだよ」

「偽典？」

「そう、教会が『黙示録』の流出を防ぐためにカモフラージュした偽にせの書物なんだ。式典では、それらしく使われているけどね。このことは、秘書官の僕が知っているくらいだから、きっとグイドーニス司し教きようもご存知だと思うよ」

　なるほど、それなら教会が遮しや二に無む二に取り返そうとしないのも頷うなずける。しかし、そうなると別の疑問が浮上してくる。

「だったら、どうして、そんな物をバリアクラッカーは持ち去ったのかしら？」

「まさか、偽典だと気付かなかったのか？」

「そうは思えない。もしそうなら、お師し匠しよう様があれほど激しい拷ごう問もんを受けた理由がなくなるわ」

　犯人の異常な残ざん虐ぎやく性せいによるものという可能性もゼロではない。だが、ベルがあの審しん問もん室しつで感じたのは、そうした狂気の暴走ではなく、手段を選ばない徹底した非情さだった。感情の欠片かけらすら挟はさむ余地がないほどの。

「へっ、確かにおまえさんの言うことも一理ある。さっさと口を割ったふりをして偽にせ物ものを摑つかませればいい。だが、そうはならなかった」

「ええ」

「待てよ、そうなると犯人の目的は、オルゴールの方か？」

　ベルとクリカラが、ヨープを見やる。彼は、期待に満ちた二人に、申し訳なさそうに答えた。

「それも考えにくいね。オルゴールは高価な物だけど、あれは別に特注品というわけではなかったから、職人に依頼すれば手に入れることができるはずだよ」

「なんだそりゃ？　まるっきり犯人の意図がわからなくなってきたぞ」

　これはどうしたことだろう。ベルは口を真ま一いち文もん字じにして考え込んだ。推理が間違っていたのだろうか。それとも、ヨープが他ほかの失うせ物を見落としているのだろうか。

　いや、仮にそうだとしても、『ジザンの書しよ』と小箱型オルゴールを持ち去った理由が、まるでわからない。

「もしかすると、それらに枢すう機き卿きようがこっそり手を加えてるってことはないか？　例えば本に何かを書き込んでいたり、オルゴールの箱の中に何か隠したとか……」

「そこまでは、僕もわからないな」

「だよな……」

　もし、そうだとすれば、ベル達には見当のつけようがない。その重要性を知るのは、殺害されたマリアーナと犯人だけということになってしまう。まさに、お手上げだ。

　しばらくの間、クリカラとヨープが議論を交わしていたが、成果は挙がっていなかった。

　ベルは、推理を根本的に見直す必要があるのではないかと感じていた。

　枢機卿執務室からなくなった物に目をつけたのは、ひとえにマリアーナが拷ごう問もんされ殺害されたという状況からである。

　アイギスに護まもられ続けてきた人間は、痛みに対してあまりにも免めん疫えきがない。

　昨日、生まれて初めて怪け我がをしたベルは、そのことを実感した。初めて痛みを知り、心の底から恐ろしくなった。手を少し痛めた程度で、あれだけ自分は取り乱しかけたのだ。マリアーナの恐怖と苦痛は、想像を絶するばかりだ。

　いかにマリアーナとはいえ、拷問に耐え抜いたとは、とてもベルには思えなかった。きっと彼女は、バリアクラッカーの要求に応じ、情報を話してしまったに違いない。だからこそ、修道士に扮ふんしたレプトイドが、何度か枢機卿執務室に出入りするところが目撃されているのだ。

　──待って。

「何度か目撃されていた……そう、調査にあたっていた審問官達は、何度かと、言っていたわ。目撃談は一つじゃなかったってことよ」

　突然、うわごとのように話し始めたベルに驚おどろき、激論を交わしていたクリカラとヨープがピタリと静かになる。

　ベルは、ある考えが稲妻のように閃ひらめいた。

「……これ、お師し匠しよう様が、わたし達に伝えようとしているメッセージじゃないかしら」

「あん？　どういうことだ？」

「お師匠様から訊きき出した情報で、レプトイド達は執務室から、『ジザンの書しよ』とオルゴールを持ち出した。この推理は間違ってないと思う」

「間違ってたら困るぜ。俺おれ達は、おまえさんのその推理を前提にして、犯人を追おうとしてるんだ」

「うん。でも次のステップで、わたしは誤解してしまったの。執務室から持ち出された物は、レプトイドにとって必要な物なのだと、わたしは思い込んでしまった。これが間違いだった」

「なに？」

「物自体に意味はなかったのよ。なくて当然。なぜなら──お師匠様がレプトイドをペテンにかけて、あえて持ち出させた物だったんだから」

　クリカラとヨープが、目を大きく見開いた。

「おい、ベル。……ってことは、『ジザンの書』とオルゴールは、枢すう機き卿きようのダイイングメッセージってことなのか？」

「そう考えると、まず確信していいことが一つできる。バリアクラッカーの求めていたものは、やはり『黙もく示し録ろく』だった。これは、『ジザンの書』が示し唆さしているわ」

「なるほどな。この点に関して言えば、俺達の直感も的まとを射ていたわけか」

「うん。当初、お師匠様はバリアクラッカーに『ジザンの書』を摑つかませようとした。ところが、実際に執務室からそれを持ち出してきた連中は、偽ぎ典てんだと見破ってしまった」

「それで、枢機卿を拷ごう問もんしたわけか」

「おそらく。お師匠様は拷問に耐えかねて、『黙示録』のことを話してしまった。でも、やられっ放しじゃなかったのよ。死を覚悟したお師匠様は、わたし達にバリアクラッカーの手掛かりを残すため、なんらかの噓うそをついて彼らを騙だました。さっきクリカラが言ったみたいに、オルゴールの箱の中に、貴重な何かを隠したとか言えば、信しん憑ぴよう性せいが高まるわ。レプトイド達は、自分がダイイングメッセージの作成に協力させられてるなんて思いもしないまま、執務室からオルゴールを持ち出した……。彼らが、何回かに分けて目撃されたのは、きっとこのせいじゃないかしら」

「待て、ベル。それだと一つおかしなところがあるぞ。レプトイドは、『ジザンの書』に関しては偽にせ物ものだと知っていたんだよな。なら、どうして執務室に戻さなかったんだ？」

「たぶん、戻さなかったんじゃなくて、戻せなかったんだと思う。憶測だけど、騙されたことを知った連中が、逆上して破り捨てたか、燃やしたかしたんじゃないかしら」

「ふむ、あり得るな……」

　記憶の糸を辿たどれば、マリアーナの遺体を発見した際、床には焼け焦こげた紙片が散乱していた。もっとも現状では、あれが『ジザンの書しよ』であったかどうかを確認することはできないのだが。

「もしかしたら、お師し匠しよう様は連中がそうするのを見て、オルゴールでペテンにかけようと思いついたのかもしれないわね。オルゴールの箱の中の小さな部品を分解してしまったら、職人でない限り元には戻せない。必ずいじった証拠が残るから、連中は持ち帰るよりなかった」

　ベルは、漠ばく然ぜんとした考えを確固たる言葉に変換してゆくに従い、自信が湧わいてきた。マリアーナの最さい期ごのメッセージを、一言だって取りこぼすつもりはない。

「驚おどろいたよ……。確かに、そう考えると筋が通る。それに、枢すう機き卿きようの性格ならやりかねない。なんというか、負けず嫌いのあの人らしい」

　感かん嘆たんしたヨープの言葉に、ベルは頷うなずいてみせる。

　生前のマリアーナを思い浮かべれば、どこか人をおちょくったようなユーモラスさが鮮明に甦よみがえってくる。ベルは、彼女のそういうところを憎にくめなかった……いや、ずっと好きだったのだ。母親を知らぬベルにとって、彼女は間違いなく母だった。兄を失い、途方に暮れていた幼い自分を抱だきしめてくれたマリアーナ。彼女のぬくもりが永遠に消えてしまったことを考えると、喪そう失しつ感かんに支配されそうになる。

　──こんなところで心を折られちゃダメだ。まだ恩師の言葉をすべて聞き取っていないではないか。ベルは己おのれを奮い立たせた。

「ヨープさん、オルゴールは他ほかにもいくつか置いてありましたよね？」

「そうだね。確か、七つあったと記憶しているよ」

「だったら、やっぱり消えた一つに、お師匠様からのメッセージがあるはずです。そのオルゴールのこと、詳しく聞かせてもらえませんか？」

「構わないけど、そんなに詳しく知らないんだ。シリンダー型のオルゴールであることは確かなんだけど、製作した職人が誰だれかは知らないし……。他にわかることといったら、オルゴールの楽曲に関してくらいかな……」

「何の曲だったんですか？」

「ニコラ・ワーズ作曲『孤独なる眠りの地』だよ。たぶんベルちゃんも聞いたことあるんじゃないかな。歌劇『ひとりぼっちの教きよう皇こう』のテーマ曲だから」

「『ひとりぼっちの教皇』って、セカンド・アイギスの教訓をもとにした、架空の教皇の物語ですよね？」

　ベルは、いつぞやクリカラにこの歌劇を語って聞かせたことを思い出していた。

「そうだね。確かにあの教皇は架空の人物だけど、モデルになった人がいたんだ」

「え？　そうなんですか？」

「第五代教きよう皇こうだよ。八百年くらい昔の人だね。死後は聖人に列せられて、聖フォルスと呼ばれるようになった。なんと、彼は百五十年も生きたらしい」

「百五十歳？　とんでもなく長生きした人だったんですね」

　なるほど、この長寿な聖人から、不老不死の教皇の物語が生まれても不思議ではない。それにしても、これが本当だとしたら、彼の寿命の長さは異常だ。

「もしかして、セカンド・アイギスって実在したんですか？」

「……それは、わからない。聖フォルスが驚おどろくほど長寿であったことと、晩年は人を寄せつけず、孤島に住み着いたという記録はあるけどね。彼が余生を送った島は、サン・フォルス島という名がつけられているんだ。知らないかい？」

　ベルは申し訳なさそうに首を振った。見れば、クリカラも両の掌てのひらを上げ、降参の意を表している。ヨープの博識ぶりは、たいしたものだった。二人揃そろって舌を巻いてしまう。

「アーモロートの南区の湾岸に浮かんでいる小島の一つがそうだよ」

「その島には、何があるんですか？」

「小さな修道院が建ってるくらいだね。修道院の地下にはカタコンベがあって、初代教皇から、第五代の聖フォルスまでが埋まい葬そうされているそうだよ」

「──きっと、それだわ」

「え、何がだい？」

　ベルの双そう眸ぼうが鮮やかな光を帯びている。探し求めていたものをついに見つけた。彼女の瞳ひとみは、雄弁に物語っていた。

「俺おれも、ベルと同じ考えだぜ」

　クリカラも賛同する。おそらく、ベルの言わんとすることをすでに理解しているのだろう。

「これが、お師し匠しよう様からのメッセージですよ。即すなわち、オルゴールの曲名『孤独なる眠りの地』とは、サン・フォルス島のカタコンベを指しています」

「確かにそう考えるのは自然だけど、それがどう枢すう機き卿きようのメッセージになるんだい？」

「『ジザンの書しよ』と併あわせて考えればわかります。『ジザンの書』は『黙もく示し録ろく』を示し、オルゴールはサン・フォルス島のカタコンベを示している。それはつまり──『黙示録』はサン・フォルス島のカタコンベにある。お師匠様は、このことをバリアクラッカーに喋しやべってしまったと、伝えたかったのではないでしょうか」

「あ……そういうことか！」

　ヨープもまた、納なつ得とくしたようだった。

　ようやくマリアーナの遺ゆい言ごんを導き出し、バリアクラッカーの足跡を見つけた。これで本当に間違いはないだろうかと、ベルは自問する。しかし、己おのれのなかで検討を重ねれば重ねるほど、他ほかに可能性がないのがはっきりとしてきた。

　ベルの推理が確信に変わる。しかし、それは同時に、状況が切迫していることを明らかにしていた。

「だが、こいつは後手に回ったな。枢すう機き卿きようが殺されたのは一昨日おとといの深夜だったよな？　連中は、とっくにサン・フォルス島に向かっているんじゃないのか？」

　クリカラの言うとおり、ベルもそれを憂ゆう慮りよしていた。四方が海で囲まれたサン・フォルス島は、バリアクラッカーを追い詰めて捕らえるまたとない場所だ。本来なら、待ち伏せしたいくらいである。しかし、現実は相手の方が一日以上も先に動いている。今から島に向かったとして、果たして追いつけるのだろうか。場合によっては、バリアクラッカーはすでに『黙もく示し録ろく』を手にして、島から引き揚あげている可能性だってある。

「……それでも、わたしはサン・フォルス島に行くわ。希望は捨てない」

　ベルは、椅い子すから立ち上がると、トーメント・デバイスを手に取った。

　時間が残されていないのは、なにも今に始まったことではない。ミューの大だい審しん問もん会かいは、明朝には始まってしまう。そうなれば、彼女の命運は尽きたようなものである。それまでに、なんとしてもバリアクラッカーを捕らえなければならないのだ。

「ここからは異い端たん審問官の役目だわ。二人とも、力になってくれてありがとう」

「おいおい、ここで相棒を置き去りにするのか？　俺おれも一緒に行くぜ」

「クリカラ……」

「こう見えても、腕っぷしには自信があるんだ。おまえさんも、さっき異端狩がりの連中に襲おそわれた時に見ただろ、この俺の活躍を？」

　あそこで彼が披ひ露ろうしたのは、逃げ足の速さだったように記憶しているが、ベルはあえて口には出さなかった。クリカラが荒事に慣れていることは確かだろうから。

「……わかったわ。助かる」

「へっ、向こう見ずな相棒を持つと苦労が絶えないぜ」

　言葉とは裏腹に、愉快そうな笑みを浮かべて、クリカラは立ち上がった。

　そして、ヨープもまた、すっと席を立つ。

「急ぎましょう。すぐに車を出します。それから、ベルちゃんは変装を忘れずに」

「え……ヨープさん？」

「僕は審問官じゃない。いざバリアクラッカーと戦いになったら、たいして役には立てないかもしれない。でも、君の力になりたいんだ。いや、ならせてもらうよ」

　ヨープは外がい套とうを羽織ると、勢いよく鉄てつ扉ぴを開けた。

　クリカラは、ぴゅうと口笛を吹いて、彼の後に続こうとする。

「あ、待って、クリカラ」

「あん？」

　扉に手をかけたまま、クリカラが振り返った。

　ベルは、自身の胸に手を当てて、祈るように感謝を伝える。

「その……ありがとう。あの時、あなたを信じて本当によかった」

　彼が傍かたわらにいてくれたおかげで、ベルは腐くさらずに済んだ。そして、こうしてヨープと再び向き合うことができたのだ。

　ベルは、この不器用な相棒を、心より信頼するようになっていた。少し戸惑う気持ちもあるが、この心情の変化を素直に受け入れている。

　ベルの心の内など露つゆ知らず、クリカラは照れ臭くさそうに後ろ髪を搔かくと、白い歯を見せてわざとらしく微笑ほほえんだ。

「気が早えよ。礼なら、バリアクラッカーを捕らえた後に、祝いの席でとことん聞かせてくれ。なんなら、お酌しやくしてもらってもいいんだぜ？」

　いつもの調子で悪態をつくと、彼は扉を開けて裏路地へと出ていった。

「それでも……ありがとう」

　クリカラが消えた扉を見つめ、ベルはそっと呟つぶやいた。そして外がい套とうをしっかり纏まとうと、マフラーで口元を隠す。もちろん、伊達だて眼鏡めがねをかけることも忘れない。

「マスター、ご馳ち走そう様でした。このご恩は忘れません」

　ベルはカウンターの奥にある厨ちゆう房ぼうに向かって声をかけ、頭を下げると、『モーニン』を後にした。

　裏路地から表通りへ出て、仲間が待つ蒸気自動車へと駆け寄ってゆく。
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　車窓の外を、きらきらと霞かすんだような水みな面もが流れてゆく。地ち中ちゆう海かいの波に照り返された陽光が、その煌きらめきを懸命に投げかけているのだ。

　眩まぶしさに耐えながら車窓を注視していたベルは、往ゆく手の海岸沿いに、ポツンと建つ石造りの小屋を見つけた。軒のき先さきに掲げられた古ぼけた看板から、この建物が渡し守もり達の詰つめ所しよであることがわかる。よく見れば、小屋の奥から海に向かって桟さん橋ばしが延びている。ここが、サン・フォルス島へ渡るための小舟を管理している船着き場に違いない。

　詰所の脇わきをゆっくりと通り過ぎた蒸気自動車は、やや離れた場所に停車した。

　ハンドルから手を離したヨープが、後部座席を振り返る。

「ここからは舟を手配しよう。あと一時間もしないうちに、潮が満ちるだろうからね」

「わかりました」

　ベルは、ヨープの提案を吞のんだ。

　彼の話によれば、この湾はアーモロート周辺でも、潮の干満差が最も激しい所だそうだ。実際、潮の満ち引きの差は、十メートル以上にも及ぶらしい。

　つまりサン・フォルス島は、満ち潮の時には海にぽっかりと浮かび、引き潮の時には自然が造った陸橋によって、湾岸と陸続きになるのだ。

　今はまだ引き潮だが、ヨープによると、あと一時間もすれば潮が満ち始めるようだ。一度潮が満ちてしまったら、潮が引くまで十二時間以上はかかる。

　島までの距離は約二十キロメートル。車で島へと渡る時間はあるが、そうすれば自ら退路を断ってしまい、大きなリスクを背負うことになる。帰りの舟が島にあるとは限らないのだ。

　最良の手段は、一時間ほど潮が満ちるのを待って、渡し舟で島に向かうことであろう。

　クリカラが、気だるそうに車のドアを開けた。

「それじゃあ、舟を交こう渉しようしてくるぜ」

「あ、待って。わたしが行くわ」

　ベルもドアを開けると、颯さつ爽そうと車から降りた。クリカラが目を丸くする。

「おまえさん、お尋たずね者なんだぜ？　わざわざ出向かなくてもいいだろ。車の中にいろよ」

「平気よ。そのための変装だもん」

　ベルは伊達だて眼鏡めがねのフレームを、わざとらしく指でつまんでみせて、軽快に歩き始める。

「……ったく、しょうがねえな。バレそうになったら逃げてこいよ」

　車のドアを閉めるクリカラ。彼は、不本意ながらもベルに一任したようだ。

　正直なところ、ベルはヨープと二人きりになるのが気まずかった。三人でいる時は昔のように話すことができたが、これが二人だけとなると、そうはいかないだろう。どう接してよいのか悩んでしまう。きっと、ヨープも同じように感じていたのかもしれない。だからこそ、ベルが車を離れることに異論を挟はさまなかったのではないか。

　たぶん、ヨープと元どおりの関係には戻れない。しかし、それだったら新しい関係でやり直せないかとベルは願っていた。今すぐには無理だろう。でも、ゆっくりと時間をかければ、あるいは昔以上の信頼関係を築ける可能性だってあるのだ。

　頰ほおを冷たい潮風が撫なでる。変装のためのマフラーが、防寒の役割も果たしてくれていた。

　詰つめ所しよの前までやってきたベルは、玄関扉の取っ手を摑つかもうとした──が、その手が空を切る。僅わずかに早く、扉が内側から開かれたのだ。

　ベルの視界いっぱいに、ウィンプルと栗くり色いろの髪が飛び込んでくる。

　はっとして、視線を少し下げると、茫ぼう然ぜんとしながらこちらを見上げている人物と目が合った。シビル・グイドーニスだ。

「うおわああああああああ!?」

　二人揃そろって、間抜けな絶叫を上げてしまう。お互い、あまりにも唐とう突とつすぎる再会だったため、思考がついていかなかったのだ。

「どどどど、どうして!?」

「それはこっちの台詞せりふよ。なんであんたが、ここに居いんのよ、ベルヘルミナ・バスカヴィル？」

　見れば、シビルの背後には、見覚えのある二人の審しん問もん官かんの姿があった。枢すう機き卿きよう執務室を調査していた、顎あご鬚ひげが特徴的な熟年の審問官と、神経質な雰ふん囲い気きの若い審問官だ。確か、この二人もシビルと同様、グイドーニス派だったと記憶している。

　まずいことになった。こうまで顔見知りに遭そう遇ぐうするとは、もはや変装は無意味だ。バリアクラッカーを目前にして、捕まるわけにはいかない。ベルは、一いち目もく散さんに逃げ出そうと踵きびすを返す。

「どこ行くつもりよ。逃げる必要なんてないわ」

「え？」

　呆あきれたようなシビルの声に、思わず足が止まる。振り返って見れば、審問官の三人は慌あわてた様子もなく、詰つめ所しよの扉を閉めて、こちらにゆっくりと近づいてきていた。

　ベルが、彼らの真意を測りかねていると、顎鬚の審問官が補足してくれる。

「ご心配には及びませんよ、シスター・ベルヘルミナ。我々は、あなたを拘こう束そくするつもりはありません。なにせ、別件で手一杯ですので」

　彼は、柔にゆう和わな笑みを浮かべた。

「それに我々三人は、あなたの異い端たんの嫌疑を、何かの間違いだと考えています。シスター・シビルに至っては、頑かたくなに、あなたの無実を司し教きように訴えていたくらいで──」

　彼の言葉が終わらぬうちに、シビルが沸ふつ騰とうした湯のような奇声を上げる。

「わ────っ、噓うそをつくな、噓を！　あたしは、こんな奴やつの無実なんて訴えてないわ！　ただ、調査の労力と時間を無む駄だにしたくなかったから、お義父とう様に進言しただけよ！」

「おやおや、そうだったのですか。これは私の勘かん違ちがいだったようですな。失礼しました」

　ほっほっほっと、朗ほがらかに笑う。

　あのシビルを上手じようずにあしらっている。この人はたいしたものだと、ベルは感心した。

　それにしても、対立派は閥ばつに属する彼らから信じてもらえていることに、驚おどろきと感激を覚えてしまう。不要になった伊達だて眼鏡めがねを外すと、ベルは彼らに礼を述べた。

「感謝します。え……と」

　ベルが訊きかんとすることを察し、顎鬚の審問官は、自身の胸に片手を添えた。

「大変申し遅れました。私は、サイモンと申します。そして、あちらはブラザー・ラルフです」

　サイモンに紹介され、若い審問官──ラルフは、少し顔を赤らめながら、ベルに会え釈しやくする。

「昨日は失礼しました。シスター・ベルヘルミナ」

「いいえ。ご厚意、感謝します。ブラザー・ラルフ。ブラザー・サイモン。……それに、シスター・シビル」

　ラルフは、陽光が射さしたように微笑ほほえむ。彼のこのような表情は、初対面の時には想像もつかなかったものだ。

　片や、不快そうにシビルは鼻を鳴らす。

「ハン、感謝される覚えはないわよ。あたしが、あんたを無実だと考えるのは、あんたを信じたからじゃないわ。冷静に考えて、そう結論づけただけよ。普段から戦いのなかにある審しん問もん官かんのあんたが、あの時だけ怪け我がをした理由を考えれば、アイギスをなくしていたと仮定するよりも、アイギスを無効化されていたと仮定した方が、ずっとしっくりくるのよね」

　つっけんどんなシビルの言葉だったが、彼女の理屈には、ベルも大いに賛同するものがあった。そう、昨日の修道院での騒動には、思うところがあったのだ。

「わたしも同じことを考えたわ。突拍子もない推測に聞こえるかもしれないけど……わたしが教会で怪我をしたあの瞬しゆん間かん、わたしはバリアクラッカーの影えい響きよう下かにあったんじゃないかって」

　サイモンとラルフが、得とく心しんのいかないような顔を並べている。信じ難がたいとでも言いたそうだ。

　彼らとは対照的に、シビルは微笑を浮かべると、ウィンプルを搔かき上げて同意を示した。

「別におかしくないじゃない。あの時、バジリスクも修道院に潜んでいたのよ。その上位種と考えられているバリアクラッカーが、枢すう機き卿きようを殺害した後、そのまま脱出せずに潜伏していたと考える方が理に適かなってない？」

　意気揚よう々ようとしたシビルの発言は、ベルの推理に自信を与えた。だが、それは同時に、昨日のあの瞬間、修道院にいた人物の誰だれかがバリアクラッカーだったということになるのだが……。

「そういえば、あんたを攫さらったバジリスクって、すでに仕留めてるのよね？」

　急にシビルが話題を変えてきた。少し面食らいながらも、ベルは応答する。

「ううん。逃げるので精一杯だったの。反撃できるほど余裕がなくて……」

「ハン、とんだ体ていたらくだわね。呆あきれるわ」

「うっ……」

　返す言葉もないが、あの混迷を極めた状況で、どうにかできたとは考えにくい。

「さあ、無む駄だ話ばなしはもう終わりよ。見逃してやるから、逃亡者は大人おとなしくどっかに隠れてることね。あたし達は、あんたに構ってるほど暇ひまじゃないんだから」

　そういえば、先さき程ほどサイモンも別件にあたっていて手一杯だと言っていた。その彼らが、この船着き場にいるとなると、考えられる事情は一つしかない。

「もしかして、あなた達は……」

「──なるほどな。あんたらもバリアクラッカーを追って、ここまで来たってことか」

　ふいに、聞き慣れた低い声が割り込んできた。

　いつの間にいたのだろうか。ベルが振り返ると、そこにはクリカラが立っていた。

「あれ、来てたの？」

「ああ、おまえさんが遅いんでな、様子を見に来た。審問官同士、水入らずのところ悪いな」

　唐とう突とつに現れた長身の男に、他ほかの審問官達は戸惑っているようだったが、シビルが記憶を掘り当てたように声を上げる。

「あんた、いつぞやの！」

「この方をご存知なのですか、シスター・シビル？」

　サイモンが問いかける。

「知ってるわ。こいつは、街を徘はい徊かいするチンピラで、女の価値を胸の大きさだけで決めつける最低な変態よ。おまけに、ベルヘルミナ・バスカヴィルの男だわ」

「ちげーよ！　色々、全部ちげーよ！　特に、最後のは誤解もいいところだ！」

　目を血走らせながら、力一杯異議を唱えるクリカラ。なにもそこまで全力で否定しなくてもいいのにと、ベルは思ってしまう。

「いい加減なことばっかぬかしてっと、容よう赦しやしねえぞ、シスター・チビルさんよ！」

「シビル、だ！　わざと間違えたわね、あんた！」

　口くち喧げん嘩かを始めてしまった当人に代わり、ベルがサイモンとラルフに、クリカラを紹介しておくことにした。クリカラの立場をどう説明するか迷ったが、素直に自分の相棒であり、情報屋だと伝えておいた。審しん問もん官かんが裏社会の情報屋を相棒にしているなど、悪印象を持たれてしまうかもしれないが、自分を信じてくれた彼らに噓うそをつくのは忍びなかったのだ。

　もっとも、サイモンとラルフは驚おどろいた様子こそ見せたものの、取り立ててベルを非難するようなことはなかった。取り越し苦労だったようである。

「ところで、先さき程ほどの彼の言葉からすると……もしや、シスター・ベルヘルミナ達もバリアクラッカーを追ってここまで？」

　察しのいいサイモンの問いに、ベルは頷うなずいて返す。

「はい。わたし達は、サン・フォルス島にバリアクラッカーが向かったと推測しています」

　サイモンとラルフが顔を見合わせる。

「おお、これも神の導きかもしれませんな。実は、私とブラザー・ラルフも、あなたの推理をもとにして、執務室から失われた物を調査し、ここに至ったのです」

　ベルは、ヨープの話を思い出していた。そういえば、二人の審問官に執務室の失うせ物について話したと、彼は言っていた。

「では、お二人もお師し匠しよう様の……いえ、枢すう機き卿きようのメッセージに気付かれたのですね？」

「いえいえ、気付かれたのはシスター・シビルです」

「シスター・シビルが？」

　サイモンは、ベルに耳打ちするように小声で喋しやべる。

「あなたの推理をシスター・シビルに話したら、血相を変えられて我々の調査に同行されるようになったのですよ。そして、そのまま彼女は答えを導き出してしまったのです。シスター・シビルは、ずいぶんとあなたを信頼しておられるようですな」

　脇わきに目を転じれば、威い嚇かくする動物のようにクリカラと唸うなり合っているシビルがいる。

　ベルには、彼女が自分を信頼してくれているようには、とても思えないのだが……。

「しかし、ここに来て、我々は思わぬ足止めを食っております」

「え、どうしてですか？」

　眉まゆをひそめたラルフが、サイモンに代わって答える。

「やられたんですよ。先さき程ほど、渡し守もりに尋たずねてみたところ、本日の未明に、渡し舟はすべて不審火で焼けてしまったそうです。蒸気ボートばかりか、旧式の小舟まで一隻せき残らず」

　ベルは水を浴びせかけられたような気分だった。思い返してみると、車窓から眺ながめた時に、桟さん橋ばしに停泊していた船せん舶ぱくは一隻も見当たらなかった。

　不審火が起こった日時から、当然のように想起されることがある。

「本日の未明ということは……枢すう機き卿きようの遺体を発見してから、およそ二十一、二時間後といったところですね」

　マリアーナ殺害直後から約半日ほど、バリアクラッカーは修道院に潜伏し、ベルのアイギスを無効化したのではないかと、先程推論を交わしたばかりである。それを念頭に考えれば、タイミング的にもこの不審火が何者の仕し業わざであるか、すぐに見当がつく。

「これで連中がサン・フォルス島に向かった線が、ますます濃厚になりました。大方、この不審火も奴やつらの仕業でしょう。追っ手がかかったときのため、保険をかけてたんですよ」

　ラルフの意見に頷うなずいたベルは、牢ろう舎しやから逃げ出したレプトイドの中にサラマンダーがいたことを思い出していた。サラマンダーにかかれば、小舟を炎上させることなど朝飯前だろう。

「代わりの舟は一隻もないのでしょうか？」

「現在は手配中のようです。明日の昼くらいには届くようですが……」

　ベルは腕組みをした。それでは遅すぎる。

　舟以外の手段でも、島へ渡る方法はある。なんてことはない、潮が満ちるまでの一時間以内に、蒸気自動車で島へ辿たどり着けばよい。しかしながら、これは片道切符になる可能性が高い。大きなリスクを背負った強行軍が、吉とでるか凶とでるか、思案のしどころだ。

　気が付くと、クリカラとシビルもいがみ合うのを止やめ、ベルの方を注視している。

　そういえば、この建物の外に馬車や蒸気自動車は止まっていなかった。シビル達が、この湾岸まで汽車と徒歩で来たことは想像するに易やすい。

　熟考した末、ベルは決断した。

「……ひとつ、すぐに島へ渡れる手段があります。ただし、それは相当の危険を伴う方法です」

「教えなさいよ」

　シビルが食いついてきた。

「わたし達は、ヨープさんの運転する蒸気自動車でここまで来てるの。潮が満ちる前に、車の速度で、一気に陸橋を渡って島に上陸することができる」

　シビル達が一いつ斉せいに動揺した。ベルの言うリスクが、すぐに思い当たったからだ。

　もっとも、クリカラだけは平然としている。『モーニン』を出る際に、死地に飛び込む覚悟は固めているのだろう。おそらく、ヨープも同じような気持ちに違いない。

「これから車に戻って、ヨープさんにお願いするわ。すぐに島へ向かってほしいって」

「……なるほど、あんたの意図がわかったわ。あたし達も車に乗せてやるから、たとえ片道切符になっても文句を言わずあんたに従えと、そう言いたいわけね？」

「片道切符になる可能性が高いのは否いなめないけど、わたしに従ってなんて言うつもりはないわ」

　ベルは、そっとシビルに向かって手を差し伸べる。

「ただ、神様に仕える審しん問もん官かんとして、共闘できないかって言いたいだけ。わたし達の目的は、同じなのだから」

　視線が集まるなか、シビルは握手を求めたベルの手を軽く叩たたいた。

「ハン、馴なれ合いはごめんだわ。あたしが背負ってるものは、あんたとは違うのよ。名門グイドーニスの令嬢であり続けるために、あたしは一番の審問官でなきゃならない。あんたの風かざ下しもに立つつもりは毛頭ないわ」

　交こう渉しようは決けつ裂れつしたが、彼女の切実とした思いに、ベルは胸を打たれた。

　ベルが、兄のために教会の上を目指したように、シビルもまた彼女なりの理由で、ここまで健気けなげに戦ってきたのだろう。もっと早くに彼女と打ち解けていればよかったのだが……。

「──だけど、あんたを利用するのは悪い話じゃないわね。言っておくけど、バリアクラッカーは、あたしの獲え物ものだかんね。そこのトコ、はき違えるんじゃないわよ？」

　つんけんとしているが、シビルは提案を吞のむ意向を示してくれた。

　ベルは、花が咲いたように微笑ほほえむ。

「ありがとう……シスター・シビル」

「はぁ!?　何で握手断られて礼を言うわけ？　あんた、やっぱバカよ。勘かん違ちがいしてるわ！」

　怒りによるものか、羞しゆう恥ち心しんによるものかは判別できないが、シビルは顔を真まっ赤かにしながら激げつ昂こうしている。

　兎とにも角にも、バリアクラッカーを前にして、シビル達三人の協力を取り付けられたのは大きな収しゆう穫かくだ。優秀な審問官の加勢は、実に心強かった。




　陸橋は、想像以上の悪路だった。

　ぬかるんだ路面にタイヤを取られ、終始、不安定な走行を余よ儀ぎなくされたのである。それに加え、車内は定員オーバーもいいところ。もともとヨープの蒸気自動車は四人乗りなのだ。

　当然、運転席にはヨープが座った。特等の助手席をせしめたのは、我わが儘ままを貫つらぬいたシビルだ。そして、後部座席で鮨すし詰づめになったのが、ベル、クリカラ、サイモン、ラルフの四名。

　サン・フォルス島に上陸した時には、四人揃そろって安あん堵どの溜ため息いきが零こぼれたものだ。

「ごめんなさい、ブラザー・ラルフ。わたし、体重かけてばかりで……重かったですよね？」

　ベルは、さっきまで隣となりに座っていたラルフに頭を下げる。後部座席のシート端に座っていたベルは、車が傾くたびに、ラルフに体を預けてしまっていた。一方のラルフは、なるべくベルに負担がかからないように、ずっと気き遣づかってくれていたのだ。

「いえ、そんなことはありません。シスターは、重くなんかありませんよ」

　ラルフは照れながら否定する。すでに、初対面の嫌いやな印象は吹き飛んでしまっていた。

「なに無む駄だ話ばなししてんのよ。ここはもう敵地なのよ？」

　シビルに咎とがめられ、ベルとラルフは口を結んだ。もっともな話だ。見れば、クリカラも口を曲げていた。油断していたつもりはないが、ベルは帯を締め直す気持ちになる。

　車を木陰に隠したヨープが戻ってくると、クリカラは彼に拳けん銃じゆうを手渡す。ベルとしては、どこから調達してきた物なのか問い質ただしたいところだが、今は目を瞑つぶっておくことにした。

　島の高台に位置するサン・フォルス修道院は、ここから徒歩でもすぐに辿たどり着ける距離にある。ヨープの話では、この古めかしい小さな修道院の地下に、カタコンベがあるらしい。

　まずベル達が取り掛かったのは、修道院の周囲の探索だった。陸橋を進んでくる車は、おそらく丸見えになっていたはずだ。当然、レプトイドの待ち伏せを警戒するのが第一だろう。

　ところが予想に反し、島を一周しても襲しゆう撃げきはなく、そればかりか誰だれの姿も見かけなかった。

　徒労に終わるかと思われた矢先、思いのほか大きな成果が挙がった。入り江の砂浜に停泊していた一隻せきの小型蒸気ボートを見つけたのだ。これは、間違いなくこの島に何者かが来ている証拠である。いや、何者かではない、バリアクラッカーだろう。奴やつは、まだこの島にいるのだ。

　しかし──と、ベルのなかで疑問が湧わき上がる。サイモン達が渡し守もりから聞いた話を考こう慮りよすると、バリアクラッカーは本日の未明には、この島を訪れたはずなのだ。なのに、まだこの島にいる。……なぜだろう。『黙もく示し録ろく』が狙ねらいなら、それを持ち出せば済む話ではないか。まだ発見できていないのだろうか。そもそも、どうしてバリアクラッカーが『黙示録』を欲しているのか、ベルは未いまだにその見当すらつけられずにいた。

「もうすぐ潮が満ちるわ。こんなモン放置してたら、奴らに逃げ道を与えるようなものね」

　シビルが、トーメント・デバイスを構えてボートに近づいてゆく。彼女にかかれば、あっという間に残ざん骸がいへと変えられてしまうだろう。

「待って。この舟、隠したらどうかしら？　いざとなった時に、わたし達が脱出に使えるわ」

　気分を害したのか、シビルは舌打ちをしたが、渋しぶ々しぶとベルの提案を承しよう諾だくする。

　六人で力を合わせて、蒸気ボートを林の中に運び、繁しげみに隠す。これで敵の退路を断ち、味方の退路を確保することができた。この隠し場所が見つからないことを祈るばかりである。

「さあ、これであらかた島の周りは調べ終わったぜ？」

　クリカラが、修道院への突入を示し唆さしてくる。無論、ベルに異存はなかった。

「そうね。行きましょう、サン・フォルス修道院に」

「あんたの指図は受けないわ。言われるまでもないっつーの」

　シビルが鼻白みながら、先頭をきって歩き出した。




　サン・フォルス修道院を近くで見ると、遠目で見た以上の年季が窺うかがえた。かなり小ぶりな造りで、アーモロートに点在する修道院の中では、明らかに小さな部類に含まれるだろう。五人もの歴代教きよう皇こうが埋まい葬そうされている墓地だと思うと、とても質素に感じられる。もし、目立たないことを意図して建造された修道院だとすれば、その役目を充分に果たしているといえよう。地下に隠した重要なものをカモフラージュするには打ってつけだ。

　修道院の扉に向かっていた先頭のシビルが、足を止めた。後続のベル達も彼女に倣ならう。

　扉が少し開き、中から赤い修道服を着た一人の男が出てきたのだ。あの赤い修道服は、聖せい盾じゆん教会の教皇庁に所属する修道士の証あかしだ。

　考えてみれば当然のことである。いかに鄙ひなびた島とはいえ、教皇の墓所があるのだ。その管理は教皇庁が担になっていて当たり前だろう。

　教皇庁は、各修道会を束ねる機関である。言うなれば、目の前の男は、ベル達の上位機関に所属する修道士ということになる。

「どうしたのでしょうか、このような所に？　あなた方は、どこの修道会に所属す──」

　男の言葉を遮さえぎるように、銃声が轟とどろいた。

　いつの間にか、トーメント・デバイスをマスケット形態に変形させていたシビルが、有無を言わさず発砲したのだ。

　さらに続けざまに銃声が響ひびく。二発、三発、四発、五発、六発。
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　赤い修道服が弾はじけ飛び、修道士の体が膨ふくれ上がってレプトイドに変身した頃ころには、すでに物言わぬ亡骸なきがらと成り果てていた。

　硝しよう煙えんが立ち上る中、苛か烈れつなシビルはウィンプルを搔かき上げる。

「こいつ、きっと見張り役だわ。やっぱり、この島はすでに奴やつらの巣そう窟くつのようね」

「ちょ、ちょっと、シスター・シビル！　今のは、あまりにも……」

「まさか、やりすぎだとか戯言たわごとをぬかすつもりじゃないでしょうね？」

　シビルは、ベルに詰め寄って、首に巻いていたマフラーを乱暴に摑つかんだ。

「寝ぼけんじゃないわよ？　敵の中にはバリアクラッカーが混ざってんのよ。そして、あたし達は、そいつが誰だれだかわからない。アイギスが無効化される以上、先制攻撃で仕留めるしかないのよ。もし相手が人間だったら、アイギスがあるから傷つかない。問題ないでしょーが？」

「だからって、こんな強引な……」

「わかんないの？　悠ゆう長ちようなことをやってれば、殺されるのはこっちだっつーの！」

　彼女の言っていることは、確かに理に適かなっている。

　これまでベルは、異い端たん審しん問もん官かんによる暴力の行使は、慎しん重ちようであるべきだと貫徹してきた。それが、特権を持つ自分達の守るべき義務だと信じてきたからだ。しかしそれは、アイギスという絶対優位の盾たてがあるからこそ成り立つ、自己正当化の驕おごりにすぎなかったのだろうか。

「あたしのやり方に納なつ得とくができないなら、せいぜい最後尾で震ふるえてればいいわ。あたしがバリアクラッカーを片付けてやる」

「そんな……」

「覚えておきなさい。次に表彰台に立つのは、あたしよ。そして、それを見上げるのが、あんたの役目なんだかんね」

　悪態をつくと、シビルはベルから手を離し、修道院への扉を潜くぐってゆく。

　彼女に任せれば、バリアクラッカーを打ち破ることができるかもしれない。だが、それではミューはどうなる。生きたままバリアクラッカーを拘こう束そくし、明朝の大審問会に引きずり出してこそ、ミューの無実を証明できるのではないか。

　ベルには、自分がどうすべきか、もう答えが見えていた。シビル達と共闘しながら、バリアクラッカーを生け捕りにする。シビルの不興を買うだろうが、それは仕方がないことと腹を括くくっておかなければならない。




　周囲を警戒しながらの屋内探索は、思った以上に骨が折れた。小さな修道院とはいえ、最上階の鐘しよう楼ろうはもちろん、隣りん接せつした宿舎の隅すみ々ずみまで調べ尽くさなければならなかったのである。

　考えられる最悪なケースは、本命のカタコンベに下りた途と端たん、修道院のどこかに潜んでいた敵に地下への階段を塞ふさがれ、挟はさみ撃ちにされることだ。こうなっては進退が窮きわまってしまう。見張り役のレプトイドを葬ほうむった以上、敵がどこかで待ち伏せていることは、疑いようがないのだ。しかしながら、幸いと言うべきか、あれから異い端たん者しやとの遭そう遇ぐうはない。

　すべての部屋を調べ終える頃ころには、西日が射さし込むような時刻になっていた。時間はかかったが、これで挟はさみ撃ちの心配をしないで済むようになったのは収しゆう穫かくだろう。

　残すところは、地下のみだ。

　地下への入り口はすぐに判明した。ずらりと長なが椅い子すが並んでいる礼拝堂の奥には、まるで隠されているかのように細い廊下が延びている。

　奥おく壁へきに飾られた聖女のステンドグラスに見守られ、礼拝堂を横断したベル達は、その細い廊下へと足を踏み入れた。そこは、天窓から斜陽が注ぎ込む所狭い空間だった。すぐにぶつかる突き当たりには、地下へと続く螺ら旋せん状じようの石階段が口を開けている。

「ヨープさんは、どうかこの階段の上で待機していてください」

　地下墓地へと誘いざなう不気味な螺旋階段を前に、ベルはそう提案した。ヨープは納なつ得とくのいかない様子だが、審しん問もん官かんではない彼の戦力を考えれば、最善の配置といえよう。いざという時のため、ここに最低一人は残っておくべきなのだ。他ほかの面々にも、異論はないようである。

「ヨープさんには、お願いしたいことがあるんです。それは──」

　ベルは、思わず言い淀よどんでしまった。これから自分が口にすることは、最も起こってほしくない可能性だ。言葉にしてしまうと、そうした最悪の未来を引き寄せてしまうような気もする。しかし、これは伝えておかなければならない。

「──もし、二十分経たっても、わたし達が一人も戻ってこなかった場合は、わたし達が全滅したと考えて、この島から脱出してください。そして、教会ですべてを証言してください」

　サイモンとラルフが、蒼あおざめながらも同意を示してくれた。ベルの言ったことは、あながち起こりえないとも限らないのだ。

「了解したよ。そうならないことを心から祈ってる」

「はい、わたしもです」

「ベルちゃん、気をつけて。どうか、皆さんも」

　ヨープは懐中時計を取り出し、神妙な面持ちで時刻を確認する。

「心配要いらないわ。そんなの杞き憂ゆうに終わらせてやるわよ」

　勇ましく宣言し、シビルが率先して階段を下りてゆく。サイモンとラルフも、後に続いた。

「へっ、初めてあのチビと意見が合ったぜ。俺おれ達も行こうぜ、ベル？」

　クリカラは不敵な笑みを見せた。

「うん……そうね」

　頷うなずきながらも、ベルは胸騒ぎがしてならなかった。何か重要なことを見落としたまま、ここに来てしまったのではないかという不安が、さっきからずっと胸の内で燻くすぶっているのだ。

「ヨープさん、行ってきます」

　ベルは別れを告げると、クリカラと共に冥めい府ふへと続く階段を下っていった。
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　じめじめとした淀よどんだ空気が肌に纏まつわり付く。

　鼻の曲がるような異い臭しゆうが籠こもる中に、こうして身を投じるのは何度やっても慣れることがない。

　今にも崩れそうな石段を一歩一歩踏みしめながら、ベルはマリアーナの遺体を発見した牢ろう舎しやの地下室を思い出していた。

　あの時も、恐怖で怯ひるみそうになる自分を奮い立たせ、こうして階段を下っていったのだ。その先に、地じ獄ごくのような光景が待ち受けているとも知らずに。

　だが、今は以前と大きく異なっている点が三つある。まず、今の自分は一人ではないこと。もう一つは、亡もう者じやの国であるはずの地下から、明らかに生者の気配がすること。そして、最後の一つ──それは、明度だった。

　階段の壁かべからぶら下がっているランタンには、すべて灯ひがともっており、ひびだらけの石壁を照らし出している。

「おかしいわ。どうして、こんなに灯あかりをともしているのかしら……」

　ベルが疑問を口にすると、一行の先頭を往ゆくシビルが、煩わずらわしそうに答えた。

「別におかしなことじゃないでしょ。レプトイドどもが、この中にいる証拠じゃない」

「だとしても変よ。レプトイドは、もともと地底の住人なんだから、暗視が利きくんじゃないかしら？　それに、わたし達を待ち伏せするなら、暗くら闇やみに潜んだ方が有利だと思うけど……」

「言われてみれば、確かに……」

　ラルフが、ベルに同意した。シビルが突っかかってこないことを考えると、彼女も少なからず違和感を覚えているのだろう。

「……おや、下もずいぶんと明るいようですぞ。これだけ明るいと、かえって不気味ですな」

　カタコンベに辿たどり着くや否いなや、サイモンが小さな声で所感を述べる。

　ベルも彼らに少し遅れて、カタコンベへと足を踏み入れた。かなり深くまで下りてきただけあって、天井が高い。

　なるほど、サイモンの言うとおり明度が保たれ視界がはっきりしていることで、気味の悪さに拍車がかかっているように感じる。

　橙だいだい色いろの灯ともし火びが映し出しているのは、死人が眠る冥めい界かいだ。朽くち果てそうな石壁から突き出した樹木の根が、縦じゆう横おう無む尽じんに走っている。まるで、巨大な生き物の体内を流れる血管のように。

「見たところ、死角が多そうな構造だわね……」

　シビルが前方に顎あごをしゃくる。

　通路を進んですぐに曲がり角が見える。どうやら分かれ道ではないようなので、もしかしたらジグザグの一本道かもしれない。

　厄やつ介かいなことに、この地形は待ち伏せする側に有利に働くだろう。ああした角にこそ、敵が潜んでいる可能性が高い。

　また、注意を払わなければならないのは曲がり角ばかりではないようだ。石いし壁かべには、一定間かん隔かくで奇妙な暗がりが生じている。

　ベルが警戒しながら近づいてみると、暗がりの正体が、壁に開いた大きめの穴だったことがわかった。穴の壁へき面めんが影を落としていたのだ。

　何の穴だろう。通路にしては縦幅が狭く、中に入ろうとすれば四つ這ばいになるしかない。

「おい、どうした、ベル？」

「壁に、変な穴がいくつか開いているのよ……」

　クリカラにそう答えたベルは、穴を覗のぞき込んでみる。穴には、ボロボロの布に包まれた塊かたまりが鎮ちん座ざしていた。その物体の奥の壁は僅わずかに崩れ落ちて、向こう側に繫つながっているようだ。ただし、開いた空間は小さく、ベルには通り抜けられそうにない。小柄なシビルでも厳しいだろう。せいぜい子供が通れるくらいではなかろうか。

　どうやら、こうした穴にレプトイドが身を潜めている危険性はなさそうだ。そもそも、この布に包まれた塊はなんだろうと、ベルは目を凝こらして──思わず、短い悲鳴を上げそうになった。背筋を冷たいものが走り抜ける。

　それは、人間のミイラだった。

　ベルは覗き込んだことを後こう悔かいした。ここはカタコンベだ。考えてみればわかるではないか。大方、このミイラは教きよう皇こうの関係者か何かで、一緒に埋まい葬そうされたのであろう。ミイラになると、ここまで人の体は萎しぼんでしまうものなのかと、驚おどろくばかりである。

「どうした？　おまえさん、顔色が悪いぜ？」

「あ、その、壁の穴の中にミイラがいるの……。迂う闊かつに覗かない方がいいわよ」

「そりゃあ、ここは墓場だからな。ミイラだっているだろう」

　呆あきれたように言うと、クリカラも別の穴を覗き込んだ。

　彼の横顔が、一気に蒼そう白はくになる。

「ほら、言わんこっちゃない」

「……おい、これのどこがミイラだよ。みんな、来てくれ！」

　クリカラの様子があまりにも異常だったので、ベルは彼に走り寄った。

　シビル達も、すぐに駆けつけてくる。

「この穴の中、見てみろよ。こいつは埋葬されたミイラなんかじゃないぜ」

　怪け訝げんな表情を浮かべながら、穴を覗いたラルフが、呻うめき声を上げた。

　続いて、ベルも恐々としながら顔を近づけてみる。

　そして、すぐに彼らを恐怖させたものの正体を知った。そこにあったのは、土つち気け色いろの肌はだをした人間の死体だった。頭から下が布に包まれており、巨大な芋いも虫むしを連想してしまう。双そう眸ぼうを異様なほど見開き、畏い怖ふの念に囚とらわれたような惨さん憺たんたる表情が張り付いていた。変色こそしているが、とても何百年も前のものとは思えない。

「きっと、最近亡なくなられた方だわ……。それも、酷ひどい死に方をしている」

　ベルは、自分の言葉に吐き気を催もよおしそうになる。

　すでに角を曲がり、通路の先にある別の穴を窺うかがっていたサイモンも、血の気が引いたように声を震ふるわせた。

「こっちにもいますぞ。なんて惨むごい……」

　通路は、予想どおりジグザグの一本道だった。進んでゆくにつれ、他ほかの穴からも、ミイラ化も白骨化もしていない遺体が次々と発見されていった。その数は、合計で四体にも及ぶ。

　シビルが顎あごに手を当てて呟つぶやく。

「おそらく彼らは、教きよう皇こう庁ちようの修道士だわね。この修道院の本来の管理者達よ」

　ベルの見解も、シビルと同じだった。

　大方、地上で絶命したレプトイドも、この遺体から修道服を拝借したのだろう。

　そもそも、この修道院のカタコンベに『黙もく示し録ろく』が隠されているのなら、当然それを守る番人を教会は派遣しておくはずだ。それも、教会に忠実極まりない人材を選ぶに違いない。

「教皇庁のエリートが、こんな惨みじめな姿にされるなんて……」

　ラルフは口を押さえながら、ぶつぶつと呟いている。相当ショックを受けたようだ。

　──その時、通路の奥から微かすかに足音がした。

　全員の視線が、そちらに注がれる。

　そこには、一匹のレプトイドがいた。ベル達の存在に気が付くと、すぐさま反転して、曲がり角の奥に消える。

「逃がすか、レプトイド！　こんな真似まねをしておいて、無事でいられると思わないことね！」

　怒りを爆発させたシビルが、吠ほえ猛たけりながら通路を疾しつ走そうしてゆく。まさに、必殺の気迫だ。

　サイモンとラルフも激怒し、雄叫おたけびを上げながら彼女の後に続いた。

「待って！　深追いは危険──」

　ベルが制止の声を上げた瞬しゆん間かんだった。背後から、重たい物が転がり落ちるような、奇怪な音が響ひびいてくる。

「今のは、何の音だ？」

「……もしかして、階段から？」

　ベルとクリカラは、つられるように振り返った。だが、曲がり角の石いし壁かべが邪じや魔まになって、階段を目視することができない。

「どうするベル、チビ達を追って進むか？　それとも、一いつ旦たん戻って確認するか？」

　今度は、進行方向から銃声が反はん響きようしてきた。シビル達が強きよう襲しゆうを始めたのだろう。

「戻りましょう。彼女達も気になるけど……」

　ベルとクリカラは頷うなずき合うと、来た道を引き返した。曲がり角を過ぎたところで、地上への螺ら旋せん階段を視界に捉とらえる。そして──石段に転がっている人影も。

「どうして……？」

　掠かすれた声が零こぼれる。全身から力が抜け落ち、ベルは愕がく然ぜんと立ち尽くした。認め難がたい事実を前にして、喘あえぐような呼吸になってしまう。

　無む造ぞう作さに倒れていたのは、ヨープ・スノーだった。

　聡そう明めいな輝きを湛たたえていた彼の両眼は、すでに光を失い、濁にごったように虚こ空くうを見つめている。雄弁に知識を披ひ露ろうしてきた口からは、大量の血が溢あふれ出し、石段を生々しく染めあげていた。

　もはや、その瞳ひとみからも、蒼あお白じろい肌はだからも、生気は欠片かけらも感じられない。

「いやああああああああああ！」

　ベルの悲痛な絶叫が、カタコンベに木こ霊だました。

　咄とつ嗟さにクリカラは、取り乱したベルの両肩を背後から摑つかみ、強く揺さぶった。

「ベル、ベル、しっかりしろ！」

「ヨープさん！　ヨープさん！」

　それでも、ベルはクリカラの腕を振りほどくと、ヨープのもとへ走り寄って泣き崩れた。

「やだよ、こんな終わり方、やだよ……」

　すべてはこれからだったのだ。きっとヨープとは新しい信頼関係を築いていけると、そう予感したばかりだったのに。それなのに、彼の命は奪うばわれ、すべての可能性は摘み取られてしまった。

「くそっ、どうしてこんなことに……」

　クリカラが、額ひたいに汗を浮かべながら、ヨープの遺体を念入りに調べている。やがて、何かに気付いたのか、彼は手を止めた。

「……舌を嚙かみ切られている。どうなってやがるんだ。いくら審しん問もん官かんじゃないとはいえ、ヨープも警戒してたんだぞ？　それが、助けを呼ぶ間もなかったってのか？　バリアクラッカーが、アイギスを無効化できるとかなんとか、そういう次元の問題じゃねえぞ、これは！」

　クリカラが熱に浮かされたように、疑念を吐と露ろし続けている。

　ベルは心が失われたように、それを見聞きしていた。目や耳に入ってはいるが、理解していたかは疑わしいくらいだ。

　放心し続けるベルに、クリカラが厳しい声を上げる。

「いい加減に自分を取り戻せ、ベル！　すぐに、ここから逃げるぞ！」

「……逃げる？」

　ベルが呆ほうけたように、鸚おう鵡む返しに問うた。

「ああ、そうだ。一刻も早くここを離れて、チビ達と合流する。いるんだよ、この上にとんでもない怪物が！」

「怪物……。そうか、ヨープさんを殺した怪物が、この上にいるのね？」

　ベルの胸のなかで、狂おしいばかりの憤ふん怒ぬと憎ぞう悪おが煮にえたぎってきた。膨ふくれ上がった感情は激流となって、全身にくまなく命令を送り出す。ヨープの仇かたきを討てと。

　ベルは、涙に濡ぬれた顔を上げ、螺ら旋せん階段の上を睨にらみつける。曲がりくねった階段では視界が遮さえぎられて、憎にくい仇の姿を目にすることはできない。しかし、それでもわかる。殺人鬼のどす黒い悪意を、階上から確かに感じるのだ。

「わたしは、逃げたりしない……」

　クリカラが目を皿のようにして驚おどろく。ベルの変へん貌ぼうに、度ど肝ぎもを抜かれたのだろう。

「何言ってやがる？　どんな手品を使ったかは知らないが、バリアクラッカーはいつの間にか俺おれ達の背後に回って、挟はさみ撃ちを仕掛けてきやがった。今は、想定していた最悪のケースだろうが。俺達は全員、退路を断たれちまってるんだぞ？」

「だったら、わたしが階段の上にいるあいつを仕留めて、退路を奪うばい返す！　ヨープさんとお師し匠しよう様の仇を討ってやるわ！」

　今にも階段を駆け上がっていきそうなベルを、クリカラが体を張って押し止とどめる。

「バカか、おまえは！　そんなに頭に血が上った状態で、バリアクラッカーに勝てるわけねえだろ。こんなところで犬死にするつもりか？」

「神様が見守ってくださるわ！　やってみなくちゃ、わからないじゃない！」

「わかるんだよ。悔くやしいが、わかっちまうんだ。バリアクラッカーは格が違いすぎる。奴やつと戦うなら、総力戦しかねえ！」

「どいて！　弱気な意見なんて聞きたくない」

　闘志と怒りを剝むき出しにしたベルは、クリカラを突き飛ばし、石段に足をかける。

　すると、ちょうど上階から足音が響ひびいてきた。バリアクラッカーが下りてきたのだ。

　……下りてくるなら、ここで待ち伏せしてやる。ベルは腹を決め、トーメント・デバイスを構えようとする──が、腕が思うように動かなかった。ぴりぴりと痺しびれるように、体が言うことを聞かない。

　極度の興奮による反動であろうか。ベルは自分の体が異常をきたしていることに気が付いた。

　前にもこんなことがあったように思う。あれは確か──ベルが記憶の糸を辿たどっていると、ふわりと、体が浮き上がった。

　クリカラが、ベルの肩と膝ひざを摑つかみ、両腕で抱だき上げたのだ。トーメント・デバイスごとベルを持ち上げるには、この体勢しかないと判断したのだろう。彼は、きびきびとした動作で踵きびすを返すと、一いち目もく散さんにカタコンベの通路を奥へ向かって逃走する。

　ベルは、激しく文句を言ってやりたかったが、肝かん心じんの口すら自由が利きかない。

　あっという間に、シビル達三人の姿が目に入ってくる。そこには、四匹のレプトイドの死体が転がっていた。おそらく、彼女達が制圧したのだろう。

　切迫した声で、クリカラが叫ぶ。

「ヨープが殺やられた！　バリアクラッカーは、俺おれ達の背後にいるぞ！」

　シビル達三人は、揃そろって目を剝むいた。あまりにも衝しよう撃げき的てきな知らせだったのだ。

「ちっ！　ブラザー・サイモンは、あたしと反転してバリアクラッカーを迎撃！　ブラザー・ラルフは現状のまま、レプトイドの残存勢力を警戒なさい！」

「御み心こころのままに！」

　シビルの号令一いつ下か、サイモンとラルフがトーメント・デバイスを構える。シビル同様、彼らの得え物ものも、殺傷力の高いマスケット形態をとっていた。

　ラルフが鋭い口調で、質問を投げかける。

「シスター・シビル、牢ろう舎しやから逃げ出したレプトイドは全部で五匹でした。この島に来てから、我々は同じ数だけ仕留めています。まだ生き残りがいるのでしょうか？」

「それは、連中の増援がなかったという前提の上に成り立つ憶測だわ。そのまま正面に集中しなさい。ただし、もしあたし達に何かあれば、こちら側に加勢するのよ」

　的確な指示を受け、ラルフは大きく頷うなずいた。

　シビルの指揮と判断力は、見事なものである。

「それで、ベルヘルミナも、どこかやられたのかしら？」

「え？　わたしは、平気よ……」

　いつの間にかベルの不調も消えていた。体の自由を取り戻していたことを知り、クリカラの腕から滑すべるように逃れた。

「ごめん、心配かけて」

「バカ言ってんじゃないわよ。心配なんかしてないっつーの。無事なら、とっととあんたも迎撃態勢をとりなさいよね」

「うん……」

　ベルが心こころ許もとない返事をかえすが、シビルは特にそれを咎とがめたりはしなかった。ヨープを失ったベルの胸中を推し量ってくれたのかもしれない。

　今度は自分が仲間を気き遣づかう番だと、ベルは思う。

「ねえ、クリカラ」

「なんだ？」

　相棒は顔を向けずに返事をする。どことなく、ばつが悪そうだ。

「……ありがとう、おかげで少し落ち着けたわ」

「いや、俺は礼を言われるようなことはやっちゃいない。むしろ、俺はおまえさんを──」

　クリカラが何かを言いかけた時、サイモンから張り詰めた声が発せられた。

「来ましたぞ！」

　見れば、ここから離れた曲がり角の灯あかりが、ふっと消える。薄うすい闇やみが、通路の奥を覆おおった。

　突然の薄闇の出現に、ベルは、うなじの毛が逆立つような危機感を覚える。

「なんでランタンの灯りを消したのかしら？　もともと、カタコンベに灯りをともしたのはバリアクラッカーのはずなのに……」

　もっともなベルの疑問に、サイモンが唸うなる。

「むう……おそらく、自分の姿だけを暗がりに隠そうというのが、狙ねらいでしょうな」

「ハン、あそこだけ灯りを消したって、真っ暗にはできないわ。何か影が動いた拍子に弾丸を撃ち込めば、命中するはずよ」

　シビルが見解を述べるや否いなや、薄闇のなかで、何か小さなものが僅わずかに動いた。

「やっぱり、あの程度の暗さなら、影が追える。サイモン、ベルヘルミナ、奴やつを狙い撃ちにするわよ」

　──ぼたぼたぼたぼた。

　応答の代わりに聞こえてきたのは、液体が勢いよく地面を叩たたきつける奇怪な音だった。

　不審に思い、ベルは音のした方──隣となりに立つサイモンを横目で見る。

「ブラザー・サイモン!?」

　ベルは、悲鳴に近い声で呼びかけた。だが、彼が返事をかえせるわけがない。ごぼごぼと、荒い息を立てるばかりだ。

　棒立ちになったサイモンの口からは、夥おびただしい量の血液が滝たきのように溢あふれ落ち、自慢の顎あご鬚ひげを紅くれないに染め上げている。

　戦せん慄りつが走り抜けた。

　彼は、自分の身に起きたことが理解できないのだろう。もの問いたげな蒼あおい顔をしたまま昏こん倒とうする。

　まるで悪夢の一ページを垣かい間ま見たようだった。現実に起きたことだとは、とても思えない。だが、実際にサイモンはここに倒れているのだ。そして断だん末まつ魔まの痙けい攣れんを見せ……息絶えた。

　真っ先に動いたのはクリカラだった。サイモンの遺体に駆け寄り、彼の口をこじ開ける。

「まただ、舌を嚙かみ切られてる。ヨープの時も、こんな魔法みたいに殺やりやがったのか？」

　クリカラが悔くやしそうに独りごちる。

　もちろん取り乱しているのは、ベルやクリカラばかりではない。

「くそおおおおおお！」

　シビルは恐怖を払ふつ拭しよくするように雄叫おたけびを上げると、蠢うごめく影を狙い、引き金を絞った。

　銃声に呼応するかのように、薄闇のなか微かすかな光が零こぼれる。今のは何だ。我が目を疑うベル。

　次の瞬しゆん間かん、シビルの左肩から血ち飛沫しぶきが勢いよく飛んだ。

「がああああああああ！」

　左肩を押さえ、シビルが激痛にのたうち回る。

　なんなのだこれは……。ベルは、先さき程ほどから信じられないような光景を目まの当たりにしていた。サイモンも、シビルも、どのような攻撃を受けたというのだろうか。アイギスを無効化されているだけではない。バリアクラッカーの攻撃には筋道がなく、まるで理解が及ばないのだ。

　ふと、ベルは既き視し感かんを覚えた。つい最近、これと似たようなものを見たではないか──そう、レプトイドが受ける呪のろいだ。

　まさにそうだ。サイモンも、シビルも、まるでレプトイドが呪いを受けた時のように、唐とう突とつに深手を負ったのだ。

「まさか、バリアクラッカーは、呪いを操るレプトイドの王……」

　ベルは、導き出した結論に驚きよう愕がくしていた。あの薄うす闇やみで蠢うごめいている存在こそが、タルタロスに君臨する覇は王おうだというのか。自分達は、なんてとんでもない怪物を相手どっているのだろう。

「シスター・ベルヘルミナ、退さがるんだ！」

　逆方向を警戒していたラルフが、崩れてゆく味方を見て参戦を決意した。自らを鼓こ舞ぶし、照準を薄闇の影──バリアクラッカーに定める。

「化け物め！　よくも、みんなを！」

　激げつ昂こうしたラルフは、引き金を何度も絞り、連射する。

　虫の知らせだろうか、理屈を抜きにして、ベルは彼の危機を悟った。

「ダメ──っ！」

　再び、薄闇のなかで小さな光が弾はじけた。今度は一つばかりではない。二つ、いや三つ。

　またしても、理解の及ばぬ悪夢が始まった。ラルフが血ち煙けむりを上げて、どうっと仰あお向むけに倒れたのだ。額ひたい、胸、腹部の三カ所が窪くぼみ、赤黒い血が止め処どなく流れ出ている。即死だった。

「ああ、そんな、神様……」

　もっと早く彼を止めていれば、この不条理な死は防げたはずだ。悔くやまれてならない。

　ベルは、ここに至って、ようやくバリアクラッカーの攻撃の仕組みに目星がついた。どのような理屈かは、まるでわからない。ただ確かに言えることがある。

「クリカラ、バリアクラッカーを攻撃しちゃダメ。あいつには、アイギスがある」

「なに!?」

　クリカラは、信じられないといった面持ちで、ベルを見る。

「それも、わたし達のアイギスとは違うわ。あいつのアイギスは、相手に攻撃を反射するのよ」

「そんなバカな話があるか？　だいたい、奴やつはレプトイドだろう？　なぜアイギスがある？」

「……おそらく、あいつはレプトイド王」

「奴が!?　んなバカな！」

「あいつは、呪いと、反射型のアイギスで、わたし達より格段に優位に立っているわ。このままじゃあ……」

　ベルが言葉を濁にごすと、呻うめくような声をシビルが発した。

「……このままじゃあ、何よ？　全滅だとでも言うつもり？　冗談じゃないわ」

　血ち塗まみれのシビルは、トーメント・デバイスで体を支えるようにして立ち上がった。左肩を鮮血に染めながら、それでも彼女は鬼のような形ぎよう相そうで、前方の薄うす闇やみを睨にらみつける。

　その凄すさまじい闘志に、ベルとクリカラは気け圧おされ、言葉を失った。

「アイギスを持つ相手にだって、それなりの戦い方があるっつーの。あんた達も巻き込むかもしんないけど、我慢なさいよね！」

　吠ほえるように捲まくし立て、シビルはトーメント・デバイスから円筒状の鉄てつ塊かいを切り離した。擲てき弾だんだ。差し込まれていたピンを銜くわえ抜くと、右手に握り、大きく振りかぶる。

　ベルは、すぐさまシビルの意図を察した。彼女は、バリアクラッカーの頭上の天井を狙ねらっているのだ。爆発によって落盤を起こし、瓦が礫れきと土砂で生き埋めにしようとしているのだろう。

　自分達も一緒に生き埋めにされる危険性はある。しかし、現状でバリアクラッカーに対抗できる、最も有効な反撃手段はこれしかない。

　瞬しゆん間かん、小さなものがへし折れる気味の悪い音がしたかと思うと、シビルの握っていた擲弾が、ころりと彼女の足元に転がった。

　シビルは声も上げられずに、右手を押さえて蹲うずくまった。一瞬で、右手の骨をへし折られたのだ。

　ベルは、息を吞のんで足元に転がった擲弾を目で追った。まずい、このままでは──冷たい汗が全身から噴き出す。

　ベルが生き埋めになるのを覚悟した刹せつ那な、大きな人影が背後から飛び出した。そして擲弾に迫ると、果敢にそれを蹴けり上げる。

　弧こを描えがいて舞い上がった擲弾は、やや前方の天井に炸さく裂れつした。鼓こ膜まくが破けるのではないかと思わせるほどの爆音が、カタコンベに反はん響きようする。

　天井の崩落とともに、大量の瓦礫と土砂が襲おそい掛かってきた。

　ベルは咄とつ嗟さに、満身創そう痍いのシビルを抱だき寄せる。すると先さき程ほどの人影が、身を挺ていしてベル達を押し倒し、庇かばうように覆おおい被かぶさってくるではないか。

　落盤による凄まじい轟ごう音おんが、カタコンベに満ちる。土つち埃ぼこりが充満し、とても目を開けてはいられない。ベルは体を硬くして、猛もう威いを振るう崩壊の嵐あらしがおさまるのを待った。




　ようやく地鳴りが止やみ、土埃も少しずつ晴れていった。

　ベルは、薄うつすらと瞼まぶたを開ける。

　腕のなかのシビルは、瞳ひとみを閉じて、力なくベルに体を預けている。彼女の安否が気き遣づかわれたが、胸が上下しているところを見ると気を失っているだけのようだ。

　ベル自身もまだ半ば朦もう朧ろうとしていたが、すぐさまマフラーを外すと、シビルの左肩に強く巻きつけて止血を試みた。思ったほど出血は酷ひどくないようだ。

　ほっと胸を撫なで下ろすと、しだいに意識が鮮明になってくる。そして、落盤直前の記憶を思い出した。

　──そうだ、自分達が生き埋めになるところを、誰だれかが護まもってくれたのだ。現に今も、大きな影が自分達に落ちているではないか。

　ベルは自然に、影をつくっている人物を仰あおぎ見ていた。

「……え？」

　視界に飛び込んできたのは、レプトイドの姿だった。鉛なまり色いろよりも黒鉄色に近い立派な鱗うろこに覆おおわれたそのレプトイドは、彼ら特有の黄こ金がね色いろの鋭い双そう眸ぼうで、ベル達を見下ろしている。

　レプトイドのすぐ背後には、土砂が山のように積まれていた。もちろん通路は蟻ありが這はい出る隙すき間まもないほど埋まってしまっている。間一髪だったようだ。

　ぽっかりと開いた高い天井からは、茜あかね色いろの空が見える。そういえば運うん搬ぱん船せんで子供達を救出した際にも、天井に開けた大穴から、夕焼けの空を見上げたものだ。だが、あの時はレプトイドを追い詰めていた。それに対し、今はレプトイドに助けられている。

　いや、きっとこのレプトイドに助けられたのは一度や二度ではないだろう。ベルには、ある確信が生まれていた。とても恐ろしい確信が……。きっと、これを口に出せば、またしても自分を優やさしく包んでくれていた虚構の壁かべが崩れ去るに違いない。

　でも、真実から目を逸そらしてはいけない。ヨープの時もそうだったように、自分はそれを受け止めなければならないのだ。もう、護られてばかりの無力な子供ではないのだから。

「あなた……クリカラね？」

　意を決して、ベルは言葉を紡つむぐ。

　黒鉄色のレプトイドは、迫力のある眼まなこを閉じると、溜ため息いき交じりに答えた。

「ああ」

「教会で、わたしが異い端たん者しやとして捕まりそうになった時、連れ去ろうとしたのも……ううん、助けてくれたのも、あなたね」

「……そうだ」

「やっぱり、あなたが、あのバジリスクだったんだ……」

　ベルは、今までずっと引っかかっていた。教会から自分を連れ出そうとしたバジリスクの目的に。はじめは、マリアーナのように、ベルから何かしらの情報を訊きき出すことが目的なのだと思っていたが、考えてみれば、それならヨープやディミアンを攫さらった方が効果的なはずだ。ならば、バジリスクの狙ねらいは別にあることになる。その答えが、これだ。

　ヨープの遺体を前にして、取り乱した自分を強引に退却させた時も、バジリスクの金かな縛しばりを使ったのだろう。

「どうして、レプトイドのあなたが、わたしを助けてくれるの？」

「……」

「あなたは、同どう胞ほうであるレプトイドの情報を、わたしに流していた。きっと辛つらい思いをして、仲間を売ったんでしょ？　そこまでしてわたしに近づいて、あなたにどんな目的があったの？」

　ベルの追及には、不思議と痛つう烈れつさがなかった。自分を欺あざむいていた相手を糾きゆう弾だんするのではなく、まるで悪戯いたずらを働いた子供に、その理由を尋たずねる母親のような厳しさと優やさしさが、そこにあった。

　バジリスク──いや、クリカラは、しばらく口くち籠ごもっていたが、やがて観念したように告白する。

「命令だった。俺おれは、アーモロートに潜入したタルタロスの工作員だ。おまえさんを探し出して近づき、監視と護衛をする。それが俺に与えられた使命だ」

　それは、ベルにとって意外な答えだった。

　クリカラがワケありなのは、なんとなく察しがついていたが、レプトイドが自分を護まもろうとする理由に心当たりがない。とはいえ、彼が噓うそをついているとも思えなかった。

「ありがとう、答えてくれて」

「待て、まだ話は終わっちゃいない」

「え？」

「俺が、こうしておまえさんと一緒にいるのは、なにも使命感からだけじゃねえ。信じてもらえねえかもしれねえが、あの橋の下でおまえさんに言ったことは本心だ。こんな俺のことを信じてくれたおまえさんの支えになりたいと、心から望むようになっていた。だからこそ言えなかったんだよ。兄貴の手紙の件で傷ついていたおまえさんに、これ以上、噓だらけの現実を晒さらしたくなかったんだ」

　蜥蜴とかげのような顔からでも、彼のやるせなさが伝わってきた。

　以前、クリカラが言っていた言葉が胸をよぎる。




　──噓ってやつは、どんどん引っ込みがつかなくなるものさ。そして、結果的には相手を傷つけちまう。たとえそれが、相手のためを思ってついた噓でもな。




　今にして思えば、あれはクリカラ自身を戒いましめて言ったのではないだろうか。

「……悪い。今さら言い訳なんざ、聞きたかねえよな。今のは忘れてくれ。俺は、おまえさんを騙だまして近づいた。それで充分な真実だ」

「違うわ。そんなんじゃ全然充分じゃないわよ」

「あん？」

「クリカラの心の声が聞けて良かった。あなたの本音も含めて、わたしの真実なんだから」

「大バカ野郎が……」

　クリカラは肩を震ふるわせると、顔を隠すように大きな背中を向けた。

「さ、お喋しやべりはそろそろ終わりにしようや。おそらく、バリアクラッカーは生き埋めになんかなっちゃいない。さっき蹴けり上げた擲てき弾だんが炸さく裂れつしたのは、俺おれ達と奴やつの中間辺りだった。必ず、また仕掛けてくる」

「そうね……」

「おまえさんが、審しん問もん官かんとして俺を見逃せねえって言うんなら、素直に捕まってやる。だが、それはこの危地を脱して、奴とケリをつけてからの話だ。だから……少しの間だけ、俺を見逃しておけ。そんで、俺の相棒のままでいてくれねえか？」

「……わかってる。そのつもりよ」

「そうかよ……。それなら、腹も括くくれるってもんだ。大切な相棒を、こんなところで死なせるわけにはいかねえ。もう王命だとかそんなのは関係なしだ」

「え？　王命？　あなたに命令したのは、一体誰だれなの？」

「──レプトイド王だ」

　ベルは頭のなかが白く溶け落ちるような衝しよう撃げきを受けた。おのずと、土砂の山に目を走らせる。

　今、クリカラは何と言った。レプトイド王……バリアクラッカーが、自分の護衛をクリカラに命令した、そう言ったのか。

「おまえさんが疑問に思うのも頷うなずけるぜ。護衛を命じた相手を、なんでわざわざ襲おそうんだろうってな。俺も同感だ」

「クリカラは、レプトイド王のことを知ってるの？」

「いや、面識はねえよ。王の姿を見ることが許されるのは側近だけだ。俺のような末端の工作員には、雲の上の相手さ」

「……そうなんだ」

　ベルは、眉まゆを寄せて考え込むと、思い定めたように口を開いた。

「クリカラにお願いがあるの」

「なんだ、改まって？」

「シスター・シビルを連れて、二人でこの島から脱出して。あなたなら、開いた天井の穴から、外に跳とんで出られるはずだわ。そうしたら、隠した蒸気ボートを使って」

　振り向いたクリカラが、ギロリと金色の目をベルに向ける。

「つまらねえ冗談だな」

「冗談なんかじゃないわ。彼女は、早く手当てしないと大変なことになる」

「自分の言ってることが、わかってんのか？　そんなことすりゃあ、この島には、おまえとバリアクラッカーが取り残される。船もねえ。潮が引くまで巨大な密室になるんだぞ？」

「心配しないで。助けを呼んでくれたら、それでいいから」

「よくねえ！　脱出するなら、おまえさんも一緒だ」

「それはできないわ。わたしは、ここで『黙もく示し録ろく』を探す。バリアクラッカーに異質なアイギスがある以上、それを破るには『黙示録』の知識は不可欠よ」

「ンなもん、とっくに奴やつがこの島から持ち出してるかもしれねえだろ？」

「それはないわ。もし、『黙もく示し録ろく』を持ち出していたのなら、なにもバリアクラッカーはこんな袋ふくろ小路こうじの孤島に残ったりしないはず。何か持ち出せない理由があるのよ。絶対に『黙示録』は、まだこのカタコンベにあるわ。あいつと分断されている今がチャンスなの」

「チャンスなものか、ピンチの間違いだろうが？　だいたい、通路が土砂で塞ふさがってるんだぞ。仮に『黙示録』を見つけられたとして、どうやってここから出るつもりだ？」

「他ほかの通路があるはずだわ。バリアクラッカーが、わたし達の背後に回り込めたってことは、抜け道がある。そういうことでしょう？」

「だからって、おまえ！」

「あなたが本当にわたしの相棒なら、聞き届けて！　これがベストなの！」

　クリカラは反論に詰まった。痛い所を突かれたと言わんばかりに、恐ろしい顔を歪ゆがませる。

「……わかった。絶対に、くたばるんじゃねえぞ、相棒」

　クリカラは、意識をなくしたシビルを抱だき上げると、驚おどろくべき跳ちよう躍やく力りよくで、崩れた瓦が礫れきを跳とび移ってゆく。天井まではかなりの高さがあるが、ものともしない。あっという間に、彼らの姿は、赤い斜陽のなかに消えた。

　二人を見送ったベルは、トーメント・デバイスを手に、通路の奥へと歩を進めてゆく。あると信じた『黙示録』を求めて。それが、バリアクラッカーに対抗できる唯ゆい一いつの手段なのだから。













[image: 第十二章]







　薄うすい氷の上を歩くように慎しん重ちような足取りで、ベルはカタコンベの奥へと向かってゆく。幸い、今のところバリアクラッカーに追いつかれることもなければ、レプトイドとの遭そう遇ぐうもない。

　棘とげのような警戒心を微み塵じんも緩ゆるめずに、ベルは角を注意深く曲がる。すると、奇妙なものが視界に飛び込んできた。

　──白い灯あかりだ。

　橙だいだい色いろのランタンとは明らかに異なる光源が、壁かべに穿うがたれた穴から漏もれ出ている。身じろぎもせず、警戒の色を強めるベル。

　灯りだけでなく、穴自体も、今までのそれとは大きく異なっていた。ミイラを安置するための空間のような狭さはなく、縦幅が広い。何かの部屋の入り口だろうか。

　通路は、まだ奥に向かって続いているようだが、ベルは思い切って、この白い光の部屋に飛び込んでみることにした。

　光のなかを、つま先で探るように歩く。いつの間にか、ひびだらけの汚い石壁は途絶え、のっぺりとした材質の白い壁かべに役目を明け渡していた。

　ベルは、自分が踏み込んだ場所が、尋じん常じようではない領域だと直感する。何かの罠わなだろうか。引き返すべきだろうか。さざ波のように、不安と恐怖が押し寄せては引いてゆく。

　逡しゆん巡じゆんの末、ベルは足を止めなかった。気味の悪い無機質な通路を、ひたすら突き進んでゆく。

　そして、白い道の終わりは、思いのほか早く訪れた。

「……なに、ここ？」

　思わず、驚きよう嘆たんの声を漏もらしてしまう。ベルを迎えたのは、白い世界だった。

　壁も天井も床も、ただひたすらに白一色。そこには塵ちりひとつ見当たらず、不気味なくらいの清潔感が漂ただよっていた。

　この部屋の広さもわからない。一面の白に、遠近感が狂って頭が痛くなるほどだ。

　ただ、ここに何もないことは理解できた。『黙もく示し録ろく』がしまわれている蔵書の森を期待していただけに、ベルは落らく胆たんしてしまう。

　その時、急に白い世界が暗転したかと思うと、次の瞬しゆん間かんには、ベルは雲の上にいた。頭上には無限の青い空が広がり、足元には絨じゆう毯たんのように雲海が敷き詰められている。

「なっ!?」

　ベルは、思わず尻しり餅もちをつきそうになった。

　どういうことだ。自分は、ついさっきまで地下の奇妙な部屋にいたはずだ。なのに、どうして空にいる。それも、雲の上に足をついて──いや、踏みしめた足から伝わってくる感触は、先さき程ほどまでの白い床となんら変わりがない。

「これは、幻げん覚かく？」

　どんな細工になっているのかは見当もつかないが、そう考えるのが妥だ当とうだろう。

　唐とう突とつに、ぽーんという軽快な音色が響ひびいた。反射的にベルは身を強こわ張ばらせる。

　ところが、ベルの警戒心など気にも留めていない様子で、高く澄んだ声が反はん響きようした。

「コルシカン・ブラザーズ・ラボラトリーにようこそ」

　ベルは、飛び上がりそうになる。女性の声のように思えたが、辺りを見回しても誰だれの姿もない。ただ青い空と白い雲が広がっているばかりだ。

「当ラボラトリーのヘルプサービスをご利用いただき、ありがとうございます。何かお困りでしょうか？」

　姿を見せない相手にいきなり明るい声で感謝され、御ご用ようはないかと訊きかれても、ベルは何と答えればよいかわからなかった。気味が悪いことこの上ない。

「当ラボラトリーのヘルプサービスをご利用いただき、ありがとうございます。何かお困りでしょうか？」

　女と思おぼしき声の主ぬしは、まったく同じ言葉を繰り返した。

　このままでは埒らちが明かないように思える。ベルは勇気を出して、正体不明の女に声をかけてみることにした。

「あの！」

「音声認識でのご利用ですね。畏かしこまりました」

　女が言っていることの意味がわからない。この人物とは、本当に会話が成立するのだろうか。

　いや、ここで挫くじけてはいけない。ベルは、もう一度自分を奮い立たせた。

「あの、あなたは誰だれなんですか？　もしかして、神様ですか？」

「いいえ。私は、コルシカン・ブラザーズ・ラボラトリーのヘルプ・ウィザードです。他ほかに質問はございませんか？」

　だから何者なのだろうか。とりあえず、神様でないことだけは確かなようだが。

　それにしても、女はしきりに質問はないかと尋たずねてくる。善意によるものなのかどうかは別にして、何か役に立つ情報を訊きき出せるかもしれない──そう考えた途と端たん、ベルは突拍子もない可能性に思い当たった。

「もしかして、あなたが『黙もく示し録ろく』？」

「いいえ。私は、コルシカン・ブラザーズ・ラボラトリーのヘルプ・ウィザードです。他に質問はございませんか？」

　女は、またしても同じ言葉を繰り返した。

　だが、ベルは彼女の言葉を鵜う吞のみにはしなかった。もしかしたら呼び名が違うだけで、同一の存在なのかもしれない。
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　もし彼女が『黙もく示し録ろく』であれば、バリアクラッカーがこの島を離れなかった理由も説明がつく。『黙示録』を持ち出したくても、これでは持ち出せないからだ。

　他ほかにも、この声の主ぬしを『黙示録』だと断定する要素はある。『ジザンの書しよ』だ。いくらカモフラージュのためとはいえ、なぜ教会は偽にせの写本を用意しなくてはならなかったのか。答えは単純明快だ。『黙示録』は、そもそも本ではない。そう考えれば納なつ得とくがいく。

「それなら、質問させてもらうけど……アイギスとは何？」

　ベルは、いきなり本題に踏み込んでみた。彼女の答え如何いかんで、『黙示録』かどうかを見定めるつもりだ。

「該がい当とうする案件が三つあります。古代の神話に登場する防具。廃はい番ばんの旧式艦載武器システムＡＷＳ。当ラボラトリーの開発による次世代型パーソナル・バリアシステム。以上の三件です」

「その三つの内、わたし達の体を護まもっているアイギスはどれ？」

「三件目の次世代型パーソナル・バリアシステムです」

　やはり間違いない。彼女は、アイギスのことを熟知している節がある。彼女こそが、『黙示録』なのだ。ベルは興奮に身み震ぶるいした。

「その三件目のことを教えて」

「了解しました。アイギスとは、西暦二三〇〇年に発案されたシンクロニシティ・システムの試作型として開発され、のちに独立したプロジェクトとして確立された、損傷事象伝送システムのことです。また、人間の遺伝子に組み込まれたアイギス機関を指すこともあります。システムの発表当時、人類のテクノロジーが退化し、文明水準が著いちじるしく低下してゆくのではないかと懸け念ねんされる風潮が高まっていたこともあって、遺伝子に組み込むタイプのアイギスは画期的なパーソナル・バリアシステムとして目覚ましい普及を──」

「待って！　ちょっと待ってよ。もっと、わかるように説明して」

　ベルは、堪たまらず制止を願う。何を言っているのか、まるで理解できなかった。わかったことといえば、今彼女が喋しやべった年代が、現代とは違う暦こよみだったことくらいだ。おそらく、暗黒の季節以前に使われていたものではないかと思うのだが……。

「より詳しい情報をお望みということで、お間違いないでしょうか？」

「いいえ、それは間違いよ。逆に、もっと簡単に話してほしいの。そうね……アイギスの仕組みに限定して教えて？」

　女は気分を害した様子もなく、相変わらず淡々としていた。

「アイギスの仕組みを完全に理解するには、少なくとも事象流動学、遺伝子工学、情報工学を学習しておく必要があります。難解な説明になりますが、開始してもよろしいでしょうか？」

「待って、よくないわ」

　ベルは全力で否定した。また先さき程ほどのように意味不明な言葉を垂れ流されては敵かなわない。

「その……別に、詳細な仕組みを知りたいわけじゃないの。基本的なことを知りたいだけ。例えば、どうして神様は、アイギスをわたし達に与えてくださったのか、とか」

「アイギスは、人間によってつくられ、人類の遺伝子に組み込まれた機関です。よって、その質問自体が意味をなしません」

　震天動地のとんでもない答えが、さらりと返ってきた。教会の教義を根底から覆くつがえすような発言である。

　ベルは、目を白黒させてしまう。あまりにも痛つう烈れつな不意打ちに、バクバクと胸が早はや鐘がねを打っている。今さらながら、激しい緊張を覚えていた。今、自分が触れているのは、禁断の知識であり、正しよう真しん正しよう銘めい教会のタブーだ。

　しかし、ここで退ひくわけにはいかない。今ので、彼女から情報を訊きき出すコツを摑つかんだ気がする。声が震ふるえてしまうが、再び質問に踏み切ってみる。

「教えて、どうしてアイギスを持ったわたし達は、傷を負わないで済むの？」

「アイギスは、損傷事象伝送システムです。その名のとおり、人類の遺伝子に組み込まれたアイギス機関が、損傷事象を信号に変換し、他者へ伝送することによって、外的要因による体細胞の変化を完全に防ぎます」

　ベルは、説明の半分ほども理解できなかった。

「あなたの言う、損傷事象というのが、一番わからないのだけど……。一言二言で、簡単に説明してもらえないかしら？」

「でしたら、傷ついた事実、そのものと解釈してください」

「え……と、つまり、わたし達は、怪け我がや病気を、誰だれかに移し変えているということ？」

「概おおむね、その解釈で間違いありません。アイギス機関には、事象の送信を主とする[image: α]型と、事象の受信を主とする[image: β]型の二種が存在します。現在の人類の遺伝子に組み込まれているアイギス機関は[image: α]型です。そのため人類は、外傷を負った際や疾しつ病ぺいの際に、[image: β]型のアイギス機関を組み込まれた受信者に、自動的に損傷事象を伝送しています」

　ベルの背筋に悪お寒かんが走った。身の毛もよだつような恐ろしい想像が、脳裏をよぎる。まさかとは思う。思うが、確かめずにはいられない。

「……それなら、その[image: β]型を組み込まれた受信者というのは、誰なの？」

「受信者としてつくられたもう一種の人類、人造人間レプトイドです」

「──っ！」

　ベルは心臓が捻ねじれるような思いだった。

　女は、そんなことなどお構いなしに、流りゆう暢ちように説明を続けてゆく。

「彼らは、人類の遺伝子をクローニングした、いわば人間の複製体です。[image: β]型のアイギス機関を遺伝子に組み込む際に、より屈強な肉体が必要とされたことから、爬は虫ちゆう類るいの遺伝子も組み込まれました。改良の結果、いくつかの亜種も誕生し、多様な生態系に至っています」

　凄すさまじい嫌けん悪お感かんがベルを襲おそった。

　やはり、そうだったのだ。アイギスの正体も、レプトイドが受ける呪のろいの正体も、この二つは別物ではない。同じ円環にあるものだった。

　アイギスは、断じてレプトイドから防衛するためのものではなかった。まったくの逆さまだ。レプトイドがいるからアイギスが必要だったのではなく、アイギスがあるからレプトイドが必要だったのだ。

　あまりのおぞましさに、ベルは気が狂いそうだった。

　この事実を知ったら、レプトイドであるクリカラは、どれだけ絶望的な怒りに身を焦こがすであろうか。

「こんな……こんなものが、アイギスの正体だと言うの？」

「はい、そのとおりです」

　腹が立つくらい爽さわやかな声で、彼女は肯定した。

　ベルは膝ひざから崩れた。言い知れぬ悔くやしさが、涙となって溢あふれ出てくる。

「何が神の盾たてよ。他人を身代わりにするためのものだったなんて、陳ちん腐ぷにもほどがあるわ！」

「お言葉ですが、アイギスによる損傷事象の伝送は、いかなる手段をもってしても、再伝送されることはありません。この点からもシステムの安全性は証明されています」

「安全性とか、そういうことを言ってるんじゃないわ！　そんなに凄すごいものなら、他人に擦なすり付けるんじゃなくて、怪け我がや病気そのものを、消してしまえばいいじゃない！」

「損傷事象に限らず、あらゆる事象の取り消しは、すでに、カスペル・ディ・ヤナギサワ博士によって不可能であることが証明されています。よって、事象の主格を変更することにより、あらゆる損傷を阻そ止しできるアイギスは、人類史上における画期的なシステムとして位置づけられています。現にアイギスの普及後、傷害事件はおろか、死亡事故や殺人事件もほぼ未発生となりました。このことからも、著いちじるしい社会への貢こう献けんが窺うかがえます。また、人類同士の争いを抑制する効果も絶大で、人類の総人口が十二億にまで減少した危機的環境下において、人口減少に歯止めをかけることができたのも、アイギスによる要因が多く見受けられ──」

　声が、まだ何か言い訳のように論じているが、ベルは少しも聞いてはいなかった。もっとも、たとえ聞いていたとしても、すべて理解できたとは思えないが。

　いざメッキが剝はがれてみれば、アイギスは聖せい盾じゆん教会の謳うたう内容とは、似ても似つかなかった。なのに、どうして教会は、ここまでの大おお噓うそをつき続けてきたのだろうか。

　自問してみて、ベルにはその答えが想像できた。簡単なことだ。人々の価値観や道徳心を統一化させることで、安定した社会を形成するのに都合がよかったからに違いない。

　蓋ふたをしてしまいたい罪悪感の象徴を、人類共通の悪に定め、結束を固めたのだ。

　かつて暗黒の季節に生きていた人類は、血で血を洗う愚ぐ行こうを繰り返していたと、マリアーナが講授していた。自らの内に潜む無意識な凶暴性に翻ほん弄ろうされ、疲ひ弊へいしていった人々は、ことさら平へい穏おんな社会を強く望んだことだろう。そんな彼らの末まつ裔えいが、後世に知識を伝える際に、超常的な不可侵の盾たてと、醜しゆう悪あくな生いけ贄にえ達を、なんと説明するだろうか。その答えは、今のアーモロートが雄弁に語っている。

　ベルは、もはや訊きくのも苦痛だったが、今さら逃げ出すわけにもいかなかった。

「まだ質問があるわ。バリアクラッカーについて教えて」

「バリアクラッカーとは、アイギスの伝送機能を無効化するものの総称です。プロジェクトの過程で、数度議論に浮上しましたが、どれも根拠に乏しく、仮定の域を出ませんでした。西暦二三○九年現在、その存在は確認されておりません」

「え……現在？　何を言って──」

　尋たずねかけて、ベルは言葉を吞のみ込む。そうだ、彼女は先さき程ほども奇妙な暦こよみを口にしたではないか。この声の主ぬしは、ずっと昔に時間の感覚が止まっているとみるべきだろう。そんな相手に、つい先日存在が確認されたバリアクラッカーの情報を求めるのは御お門かど違いだったのかもしれない。

　とはいえ、彼女の説明から、妄想司教パラノイア・ビシヨツプの釈明の由来が突き止められた。やはり、彼は『黙もく示し録ろく』に近づいていたのだ。だからこそ異い端たん審しん問もんの際に、バリアクラッカーという言葉を口走ったに違いない。もっとも、彼の釈明にあったような、アイギスを奪うばうレプトイドという意味合いと、今の説明はずいぶん異なっているように思う。解釈の際に、内容が狭せばめられてしまったのだろうか。

「それなら、攻撃を反射させるアイギスを持ったレプトイドのことを知らないかしら？」

「説明が重複致いたしますが、レプトイドにもアイギス機関が遺伝子に組み込まれています。しかしながら、それは[image: β]型の機関のため、損傷事象の伝送は不可能です」

「つまり、損傷を伝送できるレプトイドなんて、例外なく存在しないということ？」

「はい、そのとおりです」

「本当に？」

「レプトイドの全個体は、ラボラトリーの管理下にあります。間違いありません」

「そんなはずないわ。彼ら全員の行動を管理することなんて不可能よ」

「いいえ。レプトイドは人格を形成するに至っておりません。そのため、その行動パターンも動物的な本能に則のつとった単純なものでしかなく、その管理を行なうのは容易です」

　断定されたが、彼女の古い知識を鵜う吞のみにはできない。現に、彼女はバリアクラッカーに関して無知に等しかった。そもそも、レプトイドが管理下にあると言っているが、そんなはずがない。大昔はどうだったか知らないが、現在の彼らは個々の意思を持っている。それに、レプトイドの全体数は教会でも把は握あくできないほどだ。とても管理できるものではない。

　ベルのアテが外れた。『黙示録』を得れば、バリアクラッカーに対抗する有効な手段が見つかると思っていたのだが、得た知識といえば、教会の暗部に沈んでいたものばかりだ。

　ふと、ベルに真逆の疑問がよぎった。アイギスを持ったレプトイドはいないと彼女は言う。ならば、アイギスを持たない人間はどうであろうか。ミューや、ナレシュの顔が浮かぶ。

「ねえ、アイギスが失われてしまう人間って、いるのかしら？」

「いいえ。遺伝子に組み込まれたアイギス機関が失われることはありません」

「でも、それならどうして、外傷を負う人がいるの？」

「それはおそらく、マクロプロス変異系バグと考えられます」

「マクロ……なに、それ？」

「マクロプロス変異系バグは、後天性突然変異により、アイギス機関を形成するコードが僅わずかに異なった配列で再構成されてしまう規格外状況イレギユラーケースのことです」

「……もっとシンプルに言い直して」

「端的に表現すれば、アイギス機関の故障です」

「アイギスの故障？」

「しかしご安心ください。現在までの統計によれば、マクロプロス変異系バグの発現率は一千万人に一人の割合にすぎません」

　割合などベルにはどうでもよかった。神の盾たてが、つくづく聞いて呆あきれる。人体の奥深くに埋め込まれた古代の叡えい智ちの結晶でさえ、懐中時計やそこらの機械のように故障するというのだ。

「その……マクロプロス変異系バグとかいう故障を起こすと、アイギスが発動しなくなるということなのね？」

「いいえ、その解釈は誤りです。発現後も、アイギス機関は損傷事象の伝送を実行します」

「どういうこと？」

「ただしマクロプロス変異系バグが発現すると、本来処理すべき外的要因と、対象外となる内的要因を、アイギス機関が逆に判断するようになり、処理事象が変更されます。これによって、本来は対象外となる内的要因による細胞変化にのみアイギス機関が働き、外的要因に対しては無防備になります」

　ベルは瞠どう目もくした。以前、クリカラが言っていた憶測が、見事に的まとを射ていたのだ。

「結果、マクロプロス変異系バグの発現者は、体の成長や老化が停止します。加えて、女性の場合には、妊にん娠しんが不可能となります。一時は、不老長寿の肉体と注目を浴びましたが、実際のところ、発現者が人類の平均寿命より長く生存できた記録はありません。彼らは外的要因に対して無防備となるため、事故や、感染症によって短命で死亡する確率が極めて高いのです」

「それを直すことはできないの？」

「できません。事例が極めて少ないため、研究は凍結しています」

　にべもなかった。まるで救いようのない回答だ。

「このようにマクロプロス変異系バグは、セカンド・アイギス変異系バグと並び、アイギス機関における規格外状況イレギユラーケースとして取り上げられております。未いまだ修正モジュールは提供されておりません」

「待って！　今、セカンド・アイギスって言った？」

「はい、申し上げました」

　思いもかけない単語が飛び出してきた。

　この島の名前の由来となった第五代教きよう皇こうの聖フォルス。彼もまた、アイギスに潜在していた変異系バグとやらの発現者だったということだ。

「セカンド・アイギスについても、教えてもらえないかしら？」

「畏かしこまりました。セカンド・アイギス変異系バグは、より稀まれな事例です。統計では、一億人に一人の割合で発現が確認されています。発現すると、細胞周期外にアイギス機関を形成するコードが複製と分ぶん裂れつを起こし、二つ目のアイギス機関を生成します。元来あったアイギスをファースト、分裂したアイギスをセカンドと名付けたことから、この変異系バグはセカンド・アイギスと呼ばれるようになりました。なお、分裂の原因は解明されておりません」

「セカンドを発現すると、どうなるの？」

「分裂したセカンドは、コード配列が僅わずかに変更されているため、ファーストが対象としていた要因以外のものを対象に捉とらえ、発動するようになります」

「それはつまり、成長や老化などの内的要因を対象とするようにもなるわけね。おまけに、マクロプロス変異系バグっていうのと違って、元来の外的要因に反応するアイギス──ファーストもあるわけだから、正しよう真しん正しよう銘めいの不老不死の人間になるということ？　その……女性は子孫を残せなくなっちゃうかもしれないけど……」

　ベルは、もじもじと言いづらそうに質問する。

「いいえ。セカンドには重大な欠陥があります。信号の送信機能は、ファーストによって使われているため、セカンドは体の別の器官で送信を代用しようとします。声帯から発する振動に信号を乗せて受信者に送ったり、網もう膜まくの水すい晶しよう体たいを使って信号を対象に投射したり、もしくは接触によって信号を送信できるようになるケースが確認されています。もっとも、送信を代用する器官は変へん貌ぼう、あるいは変色することが多く、肉体全体も色素が減少する例が大半です」

「……つまり、声を伝えたり、目で見たり、触ったりして、受信者に自分の老化や成長を送りつけることができるということよね？　でも、どうしてそれが欠陥なの？」

「そもそも受信者がいなければ、アイギス機関は発動できません。体細胞の成長や劣化を阻そ止ししようと試みるためには、四六時中、受信者と接していなくてはならなくなります」

「あ、そうね。事実上、そんなこと不可能だわ。レプトイドだって、そう易やす々やすと一緒にいてくれるとは思えないもの。拘こう束そくされていれば、話は変わるけど」

「一部、誤解をされているようなので、失礼ながら訂正させていただきます」

「え？」

「セカンドの受信者は、レプトイドに限られません。対象が人間でも送信が可能です。実際、このことが危険視され、セカンド・アイギス変異系バグは社会問題として懸け念ねんされるようになりました」

「それは、おかしいわ。人間のアイギス機関……確か、[image: α]型だったかしら。これは、送信目的のものだと、あなたは言ったはずよ。どうしてセカンドの伝送を受信してしまうの？」

「その質問にお答えするには、アイギスの伝送回路を知る必要があります」

「うっ……。簡単に説明してもらえないかしら？」

「畏かしこまりました。アイギスの伝送回路は、ネットワークにより円を成しているとお考えください。[image: α]型のアイギス機関は、損傷事象を感知すると発動状態となり、それを信号へと変調させます。信号は、人工衛星ジグラートを経由して、ランダムで選抜された[image: β]型のアイギス機関に送信。信号を受信した[image: β]型は、損傷事象を復調させます。その後、処理情報を信号に変調し、ジグラート経由で[image: α]型に送信します。信号を受信した[image: α]型は、信号を復調し、アイギスの発動を解除します。これが、一連のアイギスの流れです」

　簡単な説明を要求したはずなのに、頭がこんがらがりそうな内容だった。ベルは、なんとか理解できるよう、頭をフル回転させて努める。

「え……と、要するに、人間の[image: α]型のアイギス機関も、損傷事象とは別の信号を受信しているわけね？」

「そのとおりです。セカンドは原始的な手段による直接的な信号送信を行なうため、信号そのものが通常の損傷事象のものと異なり、多様な適応性を持ちます。そのため[image: α]型は、それを処理情報と誤認し、信号を復調してしまいます。これによりセカンドに対しては、レプトイドばかりでなく、人間も受信者となることがあり得るのです」

　彼女の説明を受けながら、ベルは『ひとりぼっちの教きよう皇こう』を思い出していた。確か、不老となった教皇の周りにいた人々は、若さを吸い取られるように老いてゆくというエピソードがあったはずだ。この物語のモデルとなった聖フォルスも、晩年はこの島で孤独に暮らしたという。彼は、自分の身に起きたことを知り、誰だれも近づけようとしなくなったのではなかろうか。

　──セカンド・アイギスを求めるなかれ。

　教義が、今さらながら浮かび上がってきた。求めたところで手に入るようなものではないが、なるほどと納なつ得とくする。セカンド・アイギスは、もはや盾たてとは呼べない。むしろ他者を攻撃する矛ほこのようにさえ思う。

　そうイメージした瞬しゆん間かん、ずっと頭のなかに渦巻いていた濃のう霧むが、一気に晴れてゆくような気がした。

　確かな閃ひらめきを得て、ベルの瞳ひとみが力強い輝きを湛たたえる。

「あなたに、最後にもう一つだけ訊ききたいことがあるの──」




　白い世界を後にしたベルは、再び死者の国へと足を踏み入れた。

　目が暗あん順じゆん応のうするまで少しかかったが、石いし壁かべに揺れる橙だいだい色いろの灯ひのおかげで、さして苦労せずに済んだ。

　辺りを警戒してみたが、まるで気配が感じられない。どうやらバリアクラッカーは、『黙もく示し録ろく』の部屋から出たところで、ベルを襲おそうつもりはないようだ。もしかしたら地上で待ち伏せしているのかもしれない。

　ベルは、地下通路をより奥へと進んでいった。来た道を引き返したところで、土砂に阻はばまれてしまう以上、バリアクラッカーが使った抜け道を探し当てるより他ほかにない。

　常識で考えれば、敵の使った隠し通路を探すなど、骨が折れることこの上ないが、今のベルはそう感じてはいなかった。すでに、当たりをつけていたからだ。

　ベルの考えが間違っていなければ、このカタコンベの通路は、大きな四角か円を描えがくように入り口へと戻ってくる構造のはずだ。もちろん、そのまま入り口に到達できるわけではなく、そこには往ゆく手を阻む壁かべがある。そうでないと、自分達がカタコンベに下りた際に、分かれ道があったことになってしまう。曲がり角こそ多かったものの、『黙示録』の部屋以外、一本道だったことは、誰だれよりもベルが一番わかっている。

　ところが、バリアクラッカーにとってはそうではなかったのだ。

　ベルは、ぴたりと足を止めた。通路の終点の石壁が僅わずかに崩れかけ、小さな穴が見える。

　おそらく、この穴の向こう側は、カタコンベに下りてすぐに発見した、ミイラが安置されていた狭い空間だろう。そう、ベルはあの時、発見していたのだ。小柄なシビルでも通り抜けできそうもなく、子供がやっと通れるくらいのこの小さな穴を。

　ベルは、トーメント・デバイスを大きく振りかぶると、穴の周囲の壁に力一杯叩たたきつけた。石壁が粉砕され、穴が大きく広がる。

　ベルの両手に、アイギスの光が優やさしく広がっていた。それを見て、いたたまれなくなってしまう。今どこかで、無関係のレプトイドが自分の代わりに両手を痛めていることだろう。

「ごめんなさい……」

　懺ざん悔げをするように、震ふるえる声で呟つぶやいたベルは、大口を開けた穴の中に身を躍らせた。













[image: 第十三章]







　最後の一段を上り、ベルは再び地上へと戻ってきた。

　狭い廊下はすっかり夜や闇あんに包まれており、深しん閑かんとしている。天窓から注ぐ月光が、時間の経過を伝えているかのようだった。

　ベルは警戒を強めて、周囲を窺うかがう。どうやら、この短い廊下にも気配はない……いや、違う。廊下の奥、礼拝堂に続く扉の隙すき間まから、薄うつすらと橙だいだい色いろの灯あかりが漏もれているではないか。

　──いる。

　扉の向こうから、見えない手に引っ張られるような錯さつ覚かくに陥おちいりそうになる。極限状態の今、これほど不気味なものはない。

　ベルは息を殺し、物音を立てないように注意を払う。そっと扉を開けると、音もなくその身を滑すべり込ませた。途と端たん、眼前に広がった礼拝堂の異様さに、圧倒されそうになってしまう。

　まるで、祝しゆく宴えんでも催もよおされているのではないかと思うほど、燭しよく台だいが所狭しと並べられ、盛大に灯りがともされていた。それはまさに、常軌を逸いつした火と光の芸術だ。

　祭さい壇だんの奥おく壁へきを飾る色彩豊かなステンドグラスに描えがかれた聖女も、オレンジの灯りで照らされ、どこか妖よう艶えんな雰ふん囲い気きを漂ただよわせている。

　堕だ落らくした聖女を背負うように、祭壇に座す小さな人影が見てとれた。咄とつ嗟さに、ベルは祭壇から死角になる柱に身を隠す。一いつ瞬しゆん見ただけだが間違いない。あの背中を丸めた人影こそ……。

「──ようやく、来てくれたんだね」

　聞き覚えのある声が、礼拝堂に木こ霊だました。

　ベルは奥歯を嚙かんだ。侵入に気付かれたようだ。もはや、先制攻撃による勝利は望めない。

「これでも灯りをともして歓迎したつもりなんだ。そんな所に隠れてないで、出ておいでよ？」

　まるで、かくれんぼをしている子供が、仲のいい友達に話しかけるような口振りだった。

　ベルは戸惑ったが、答えを返すことにする。声を発することで、こちらの位置を特定されてしまうかもしれないが、それを逆手にとった戦術もある。

「……それは、できないわ」

「どうしてだい？」

「あなたの前に出れば、わたしはたちまち無力化されるからよ。そうでしょう？　レプトイド王、レトリック・メリアドク？」

　柱越しに、ベルは問いかける。そこには、あの白髪の少年が座っているはずだ。彼がどのような表情を浮かべているかは想像するしかない。悪魔のように残忍な表情を浮かべているのだろうか、それとも堕だ天てん使しのような微笑を湛たたえているのであろうか。どちらであっても、この少年の仮面をすべて剝はぎ取らなければならないのだ。

　覚悟を固めたベルは、決定的な一言を放つ。

「──それとも、本名で呼んだ方がいいかしら？　ナレシュ兄さん」

　刹せつ那なの沈黙。そして、狂ったような笑い声が礼拝堂に反はん響きようした。

　余念のない笑声を浴び、ベルは身を裂さかれるような思いだった。肩が震ふるえ、涙が滲にじんでくる。胸に渦巻く複雑な感情の正体が計り知れなかった。彼がしてきたことに対する激しい怒りと憎にくしみはもちろんのこと、そこには懐旧もあり、兄の生存を知ったがゆえの安あん堵ども入り混じっていたのだ。

　ダメ。絶対に泣いてはダメだ。トーメント・デバイスを握り締め、ぐっと堪こらえる。

　変わり果てた兄──ナレシュ・バスカヴィルが嗤わらい止やむまで、しばしの時間が要された。

「やあ、可笑おかしかった。思ったよりも早く気付かれてしまったみたいだね」

　ベルが、ナレシュをバリアクラッカーではないかと疑い始めたのは、いつからだろうか。クリカラから王命で自分を護衛していたと聞いた時からか、それとも『黙もく示し録ろく』からアイギスにおける規格外状況イレギユラーケースの話を聞いた時からか、今となっては明確にはわからない。思えば、疑念が浮かぶたび、無意識に目を背そむけてしまっていたような気がする。そのツケは払わなければならない。

「……十年前、兄さんはマクロプロス変異系バグを発現していたのね。だから、兄さんのアイギスは外傷には反応しなくなってしまった。代わりに、アイギスは体の成長を止めていた。だから、十年経たった今でも、十二歳の頃ころとほとんど変わらない姿なんでしょう？」

「正解だよ。成長してないって妹に言われるのは、兄としてショックだけどね」

　冗談めかしたナレシュの言葉からは、心を許した者への親しみが感じとれるのだが……。

「どうして、別人のフリなんかして、わたしを騙だましていたの？」

「どうしてだって？　決まってる。おまえが、下劣な教会の犬に成り下がっていたからだよ」

　一転して、身を凍らせるような声を吐き出すナレシュ。こんな彼の声は、今まで聞いたことがない。ベルの全身に戦せん慄りつが走り抜けた。そうだ、自分が対たい峙じしているのは、かつての優やさしい兄ではない。冷れい酷こくなバリアクラッカーなのだ。改めて、それを思い知らされた。

「ねえ、ベル。マクロプロス変異系バグを知っているということは、おまえも『黙示録』に出会ったんだよね？」

「ええ……」

「なら、アイギスの正体も知っただろう？　人類は、あんなものをありがたがり、他者を差別する線引きに用いてきたんだ。ぼくは、タルタロスに落とされたあの日から、ずっとアイギスへの疑念を抱いだき続けていた。絶対に、教会の言うような神の盾たてなんかじゃないってね。案の定だったよ」

　ベルに言葉はなかった。確かにアイギスのおぞましさには、反吐へどが出る思いだ。その一点に関しては、不本意ながら同意見だったのだ。

「でも、アイギスは証明してくれた。人類は、非情に徹することができたからこそ、生き残り、繁はん栄えいを手にした種なのだとね。笑っちゃうだろ、弱者を犠ぎ牲せいにすることで命を繫つないできた凶暴な生物が、平和だの秩序だのと、よく吠ほえられたものだよ」

「……人間は非情なばかりじゃないわ。相手を傷つけてしまうこともあるけど、それでも他者をいたわる優やさしさだってある！」

「それは否定しないよ。でも、そうした感情を抱いだくのは、自分と同等の相手か、あるいは価値を見み出いだした相手に限られる。下等とみなした相手には、無自覚なまま際限なく残ざん酷こくになる。それが人間さ。異い端たん者しやとされたレプトイドのルーツを考えれば、一いち目もく瞭りよう然ぜんだろ？」

「……兄さんは、レプトイドに同情しているの？」

　ナレシュにもまだ良心が残っているのではないかと、僅わずかな期待を込めてベルは問うた。しかし、ささやかな願いは一笑に付される。

「まさか。タルタロスで、彼らの浅ましさは嫌いやというほど見てきてるからね。暴力に驕おごり、暴力に屈服する。本質的には人間もレプトイドもなんら変わらない。ぼくがこうして生き残れたのも、レプトイドを服従させ、人間を葬ほうむれる圧倒的な暴力──王の力を得たからこそだよ」

「兄さんの力は、王の力なんかじゃない。ただのアイギスの故障よ！」

「言ってくれるね……」

　ぞくりとするほど冷淡な反応だった。少しでも臆おくすれば、吞のみ込まれそうになる。

　ベルの言ったことは間違っていない。彼の体は、アイギスの故障である変異系バグに侵されているのだ。

「兄さんは、十年前に比べて、髪と瞳ひとみの色が変わったわ。マクロプロス変異系バグの発現者は、内的要因によって変化が生じるはずがない。それなのに、それが起こっているということは、ある理由が考えられる。そして、それこそ兄さんが得たバリアクラッカーの力の正体……」

　ベルは、カラカラになった唇くちびるを軽く舐なめると、凜りんとして明言した。

「兄さんは、マクロプロス変異系バグの発現者でありながら、セカンド・アイギス変異系バグをも発現している！　そうでしょう？」

　アイギスにおける二つの規格外状況イレギユラーケースを同時に発現する可能性があるかどうか、これこそが『黙もく示し録ろく』への最後の質問だったのだ。そして、その答えはベルを裏切らなかった。




　──現在、その事例は確認されておりません。しかしながら、理論上では懸け念ねんされてきたケースです。




　ベルは、『黙示録』の難解な説明を思い起こしながら、独自の見解を導き出してゆく。

「マクロプロス変異系バグの発現者にとって、ファースト・アイギスは、成長や老化などの内的要因に作用するためのものよね。だったら、セカンド・アイギスは当然、外的要因に作用するためのものになるはずだわ。つまり兄さんは、受けた損傷を、セカンドによって近くにいる任意の相手に受信させることができるということ。これが、反射するアイギスの正体。そればかりか、自傷行為によって攻撃することもできる。極めつけに、アイギスによる損傷事象の伝送は、アイギスによって再び伝送させることができない。だからこそ、兄さんはバリアクラッカーたり得る。違うかしら？」

「……なるほど、よく気付いたものだね」

　ナレシュはあっさりと認め、ベルに賛辞を贈った。拍手による喝かつ采さいが礼拝堂に響ひびき渡る。

　バリアクラッカーに殺された人々の多くが、舌を嚙かみ切られて殺されていたのは、最も簡単な動作での、死に直結する自傷行為だったからに違いない。

「教会で、わたしの左手に傷を伝送したのも、兄さんね？」

「そうだよ。あの時は、騒然とした状況だったからね。少しくらい不審な行動をとったからって、子供のやることに注意を払う大人おとなはいなかった。おかげで簡単だったよ」

「ふざけないで！」

「悪く思わないで。ベルには目を覚ましてほしかったのさ。十年前に垣かい間ま見た人間社会の本性を、思い出してもらいたかったんだ。そう考えると、異い端たん者しや体験コースも腑ふに落ちるだろう？」

「よくも、そんな言い方ができるわね！」

「そんなに怒らないでって。護衛にバジリスクをつけてやったじゃないか」

　ナレシュは、クリカラのことを示し唆さして弁明する。

「そういえば、護衛がいないようだね。まさか、おまえを置いて逃げ出したのかい？」

「違うわ。彼には、わたしからお願いして、この島から離れてもらったのよ」

　クリカラの名誉を守るため、ベルは咄とつ嗟さに口走ってしまったが、すぐに後こう悔かいする。

　しまった。迂う闊かつにも、クリカラの逃走を教えてしまった。

「なるほど、蒸気ボートがなくなっていると思ったら、バジリスクが乗っていってしまったのか……。王の命に背そむいたばかりか、王の妹姫を置き去りにするなんて、とんだ奸かん臣しんだな」

「すでに、彼が連れてきた大勢の審しん問もん官かんが、この島を取り囲んでいるわ。神妙になさい」

　そんな確証はどこにもないが、ベルは思い切ってハッタリをきかせた。これが成果を挙げ、兄が投降してくれたらと、淡い期待がベルにはあった。

　しかし、ナレシュはそんなに甘い相手ではない。呆あきれたような声が響く。

「噓うそが下手へただね。教会は、おまえの言うことなんて信じはしないよ。人間は信じたいものしか信じない生き物だ。だから、与えてやったのさ、彼らにとって都合のいい仔こ羊ひつじをね」

　ベルは、はっとなった。

「ミューちゃんのことね！　まさか、元々あの子に、自分の濡ぬれ衣ぎぬを着せるために！」

「そうだよ。そのための誘ゆう拐かい劇げきだった。おかげで、ミューもぼくも、すんなりと教会に入れたわけさ。今いま頃ごろ、教会はミューに夢中だろうね。十年前のぼくの時と同じように。教会も人間社会も、何一つ進歩していない。昔の経験を逆手にとれば、簡単に手玉にとれる。実に滑こつ稽けいだ」

「なんてことを……。あの子は、どうなると思ってるの？」

「タルタロスに強制送還されるか、火ひ焙あぶりだろうね」

「よくもそんなことが平然と言えるわね！　もしかしたらと思っていたけど、ミューちゃんは、兄さんの……」

　ベルは言葉に詰まった。ある憶測が胸にひしめいているが、それには何の根拠もない。しかし、ナレシュはこともなげに、ベルの憶測の正しさを証明する。

「想像のとおりだよ。ミューは、レプトイドの雌めすが産んだ、ぼくの子供だ」

　息が詰まるような告白を、この男は何の感傷も挟はさまずに、さらりと口にした。

「もしかしたら、アイギスを持ったレプトイドが生まれてくるんじゃないかって、期待していたんだけど、大外れだった。ミューは、アイギスも発動できなければ、蜥蜴とかげの姿にも変身できない。おまけに、おまえの代わりも務まらない。とんだ出来損ないだよ」

「なんて、言い草を！」

　ミューの悲しげな表情が浮かんだ。絶望の瞳ひとみを宿した薄はつ幸こうの少女。彼女は声だけではなく、様々なものを失ってきたに違いない。本来なら、この男から与えられるはずだった多くのものを一つも得られないまま、尊厳を奪うばわれ続けてきたのだろう。

　ベルは怒りに震ふるえた。ミューばかりではない、マリアーナも、ヨープも、サイモンも、ラルフも、この男のいいように命を奪われたのだ。

「どうして、こんな酷ひどいことができるの？　お師し匠しよう様を、ヨープさんを、みんなを返して！」

　──優やさしかった兄さんを返してよ。ベルの声なき声が悲鳴を上げる。

「こうまで人を傷つけて、殺して、あなたは何がしたいの？　なぜ『黙もく示し録ろく』を求めたの？　教会への復ふく讐しゆうが目的なの？」

　ベルは鋭い声で、矢継ぎ早に質問をぶつけた。ナレシュに対する憤いきどおりが、どこまでも膨ふくれ上がってゆく。

「復讐っていうのとは少し違うね。今さら、十年前の仕返しをするために地上へ帰ってきたわけじゃない。ぼくはただ、この薄うす汚ぎたない理想郷の素顔を暴あばき、歪ゆがみを正したいだけさ。アイギスをこの世から抹まつ消しようしてね」

「アイギスを……抹消？」

「そう。だから、『黙示録』が必要だったのさ。アイギスの正体を確かめ、どこを壊せば消し去ることができるのかを知るためにね」

「アイギスは、体から消せるようなものじゃないわ」

「でも、機能しなくなるようにすることはできる」

「え？」

「アイギスの損傷事象の伝送には、中継点が存在する。ジグラートと呼ばれる人工衛星だ」

　そういえば『黙もく示し録ろく』がそのようなことを言っていたと、ベルは記憶を探り当てた。あの時は説明が難解すぎて、中継点のことまで気が回っていなかった。

「人工衛星というのはね、暗黒の季節より以前に、人類が空の果てに浮かべた小さな星さ。ぼくは……このジグラートを破壊する」

　決意に満ちた声だった。確かに理屈で考えれば、中継点を失うことで、アイギスの伝送機能は支障をきたすだろう。しかし……。

「いくらなんでも、空の果てに浮かんでいる星を破壊するなんて、無理があるわ」

「そうとは限らない。昔は、浮かべた方法があったんだ。きっと落とす方法だってある。もう少し『黙示録』を紐ひも解とけば、それもわかるはずだよ」

　いつまでもナレシュがこの島に留とどまっていた理由はこれだったのだと、ベルは納なつ得とくした。

　もし、彼が本当にジグラートを破壊する方法を探り当てたとすれば、躊ちゆう躇ちよなくそれを実行するだろう。中継点を失ったところで、ナレシュのセカンド・アイギスは機能する。彼の優位は変わらない。だが、他ほかの人間はそうはいかない。すべてのアイギスは機能不全を起こし、損傷事象の伝送が行なわれなくなるのだ。

　それは同時に、レプトイドの台頭を許すことになる。そうなれば、人類とレプトイドの立場は逆転するのではないだろうか。両者の間には、もはや致命的な軋あつ轢れきが生まれている。それだけ、人類はレプトイドに酷ひどい仕打ちをしてきた。今さら命乞ごいをしたところで、彼らは聞く耳を持ち合わせてはいないだろう。

「……アイギスは確かに間違っている。おぞましい身代わりの盾たてだわ。でも、今アイギスの機能を失えば、どんなに酷いことになるか、あなたにだってわかるでしょう？」

「わかるよ。だけどね、ぼくは、もはや人類が自分と同等だとは思えないんだ」

　ナレシュが言わんとすることを、ベルは不快ながら理解した。

　──下等とみなした相手には、無自覚なまま際限なく残ざん酷こくになる。先さき程ほど、この男から聞いた言葉だ。

「あなたの言い分は、殺さつ戮りくの言い訳よ！　もし、本当に歪ゆがみを正したいと言うのなら、隠されていたアイギスの真実を公表すればいい。そうすれば、きっとみんな考える。そして、社会は大きく変わってゆくわ！」

「いいや、何一つ変わらないよ。考えたところで、人間は早々に結論を出すだろう。現状維持という結論をね。なぜだかわかるかい？」

　確信に満ちたナレシュの問いかけに、ベルは歯は痒がゆくも答えが出せない。

「人間はすぐ気付くことになるからさ。レプトイドの犠ぎ牲せいは、自分達が平和に生きる上で必要な犠牲なのだとね」

　ベルは、即座に否定する言葉を口にできなかった。この男の言うことを認めたくない。いや、認めるわけにはいかない。しかし、どんな反論も、ナレシュの前では安っぽい綺き麗れい事ごとのように聞こえてしまいそうで怖かったのだ。

　だが、信念を砕かれる恐怖よりも、怒りがベルのなかで勝まさった。

　無む惨ざんにもナレシュに運命を狂わされた人々の存在が、ベルの心の芯しんを支えてくれていたのである。彼らの犠ぎ牲せいこそ、忘れてはならない事実ではないか。

「ねえ、ベル。アイギスが間違っていると言うおまえなら、すぐにぼくの正しさを理解できるようになるはずだ。ぼくに力を貸してくれないかい？　ぼく達兄妹きようだいの手で、この狂った世界を正そうよ」

　ベルは、自分の正義を信じた。ヨープから預かった外がい套とうを羽織り直すと、力一杯に宣言する。

「お断りよ！　異い端たん審しん問もん官かんベルヘルミナ・バスカヴィルは、これより異端の嫌疑で、あなたを拘こう束そくします！」

　啖たん呵かを切ったベルは、颯さつ爽そうと柱の陰から飛び出した。祭さい壇だんに座り込む小さな人影を目指す。

　並んでいる長なが椅い子すを踏み台にして大きく跳ちよう躍やくすると、羽織っていた外套を広げ、目標に投げつけた。宙に舞った外套は、旗のようにはためき、対象の視界を覆おおう。

　ベルは確信していた。これこそが、ナレシュの最大の弱点なのだと。

　十中八九、彼のセカンドの送信代用器官は目だ。カタコンベをランタンで照らしたことや、この礼拝堂に煌こう々こうと燭しよく台だいを焚たいたことが、何よりの証拠だろう。彼のセカンドは、相手を見ないと発動できない。つまり、視界が閉ざされれば、攻撃はおろか防御もままならなくなる。

　お喋しやべりの間、ナレシュはこちらの位置を割り出していたに違いない。おのずと、視線は釘くぎ付づけになり、自分が姿を現すのをじっと待っていたはずだ。的まとが動かなければ、外套で視界を覆うことなど容易たやすい。だからこそ、この戦術を可能としたのである。

　ベルは、トーメント・デバイスの鎖を解ほどくと、勢いに任せて大きく振りかぶった。横よこ一いち文もん字じに振り抜きながら、鎖の連結部を外す。

　解き放たれた鎖は、円盤状に回転しながら果敢に迫ると、投げつけた外套ごと獲え物ものを雁がん字じ搦がらめにした。自由と視界を奪うばわれた哀あわれな標的は、そのまま転倒し、ピクリとも動かない。

　──おかしい。

　ベルはすぐに、異常に勘かん付づいた。自分が柱の陰から飛び出し、今に至るまで、ナレシュは僅わずかな反応も示さなかった。不意を衝つける状況だったとは、とても思えない。

　ぞくりと、背筋に冷たいものが走った。

「残念だったね、そっちじゃないよ」

　背後から声をかけられ、ベルは弾はじかれるように振り返った。

　そこに、ナレシュはいた。

　灯あかりに照らされた白髪の隙すき間まから覗のぞく赤い双そう眸ぼうが、ベルをしっかりと捉とらえている。

　彼は、手にした拳けん銃じゆうの銃口を自らの右の太ふと腿ももにあてがうと、緩かん慢まんな動作で引き金を絞った。礼拝堂に乾いた銃声が轟とどろき、ナレシュの脚あしに、光の花はな弁びらが広がる。

「ああああああああああああっ！」

　激痛のあまり、ベルは身をよじらせて、裂さけんばかりの悲鳴を上げた。

　太腿が焼けるように熱を帯び、気が狂いそうな刺激が駆け巡ってくる。痛みと恐怖に支配され、頭が真っ白になっていった。いつぞや手を怪け我がした時の痛みとは、まるで比較にならない。

　恐る恐る右脚に目をやれば、溢あふれ出てくる血液が、修道服の裾すそに真しん紅くの染しみを広げていた。

「ぼくが居いたのは、その祭さい壇だんの裏側さ。ベルは昔から、かくれんぼが苦手だったよね。ぼくが本気で隠れると、おまえは見つけられずに、泣きじゃくるばかりだった」

　もがき苦しむベルに向かって、ナレシュは懐なつかしむように語りかけた。そして、鎖に巻かれた人型の頭を露あらわにさせる。干からびて窪くぼんだ、骨と皮だけの頭が、そこから覗のぞいていた。

「そう、ぼくの代役を務めたのは地下から持ってきたミイラだよ。用心のために用意しておいたんだけど、思ったより役に立った。彼は、今夜の功労者だ」

　言葉とは裏腹に、ミイラを足あし蹴げにするナレシュ。小さな功労者の首が、ごろりと外れて、床を転がった。

　まんまと術中に嵌はまってしまった。なんという痛つう恨こんのミスだろう。ベルは苦痛に喘あえぎながら、己おのれの軽率さを呪のろった。トーメント・デバイスを抱かかえ込み、身を震ふるわせる。
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「それから、役に立ったと言えば、この銃もそうだね。これで片かた脚あしを撃ち抜かれたんだ。もう逃げることはおろか、歩くこともままならないだろ？」

　ナレシュは拳けん銃じゆうを持ち上げて、得意げに言う。

　ベルは、彼が握った拳銃に見覚えがあった。あれは、クリカラがヨープに貸していたものだ。

「これはね、階段の上で殺した修道士が持っていた銃だよ。そういう意味では、犬死にした彼も、ぼくからすれば陰の功労者だね」

　怒りが煮にえたぎり、痛みを凌りよう駕がした。

　ベルは、憤ふん怒ぬの形ぎよう相そうでナレシュを睨にらみつける。もはや、この男を兄とは思えない。いや、人間とすら思えなかった。

「そんな目で見ないでほしいな。おまえには、ぼくに縋すがりつく従順な目が似合っているのに。もしかして、片脚だけじゃ足りなかったのかい？」

　ナレシュは首を傾かしげながら、今度は自分の左脚に銃口をあてる。

　立ち所に、ベルは血の気を失い、射すくめられてしまった。まるで蛇へびに睨まれた蛙かえるのように、彼の一いつ挙きよ手しゆ一いつ投とう足そくに目を奪うばわれてしまう。

　また、やられる。また、あの地じ獄ごくのような苦しみを味わわされるのだろうか。

　ベルが恐怖に粟あわ立だった瞬しゆん間かん──けたたましい音を立てて、祭さい壇だんの壁かべに設けられていた聖女のステンドグラスが散乱した。

　ぱらぱらと降り注ぐ光の破片達に紛まぎれ、大きな影が礼拝堂に飛び降りてくる。黒鉄色の鱗うろこを持ったレプトイド、クリカラだ。

　想定外の珍客に、ナレシュは瞳ひとみを大きく見開く。迎え撃たんと体を反転させようとするが、小柄な悪魔の動作はぴたりと止まった。いや、止められたのだろう。

　バジリスクの金かな縛しばりだ──ベルは、すぐさま状況を把は握あくした。

　クリカラは凄すさまじい咆ほう哮こうを上げると、身動きの取れない標的めがけ、爪つめを唸うならせる。

「ダメ、反射されるわ！」

　咄とつ嗟さに叫んだベルの制止が功を奏し、クリカラは即座に攻撃方法を切り替えた。ナレシュの手にしていた拳銃を叩たたき落とすと、それを遠くへ蹴けり飛ばす。そして、彼の細い腕を摑つかみ上げ、壁に向かって軽々と投げつけた。

　宙を舞った小さな体は、激しく壁に打ちつけられる。同時に、光の花をその背中に咲かせた。

「ぐぼっ……」

　唸り声を上げ、クリカラが吐血する。

「クリカラ！」

　相棒の心配そうな悲鳴など気にも留めず、クリカラはベルを抱かかえると、柱の陰へ身を隠した。

　柱を背に、二人揃そろって荒い息を整える。

「ちっ、どうなってやがる。肋ろつ骨こつを二、三本やられちまったぞ……」

「どうして、島に残ったの！」

　ベルは、理り不ふ尽じんを承知の上でクリカラを非難した。彼がいたからこそ、先さき程ほどの死地を脱することができたのは確かだ。しかし、結果的にこれで彼も進退窮きわまってしまったのだ。

「勘かん違ちがいすんな。島に残ってたわけじゃねえ。おまえさんの願いどおり、チビは避難させてる。出血も止まったし、命に別状はねえよ」

「え？　それじゃあ……あなたまさか、その後にこの島へ戻ってきたの？」

「そういうことだ。さっき、ちょうど銃声がしたんでな。おまえさんの居場所が、この礼拝堂だってわかったんだ。約束は守ってんだぜ？　文句はねえだろう？」

　ベルは返す言葉もなかった。クリカラを巻き込んだ罪悪感がチクリと痛むが、それ以上に彼の気持ちが嬉うれしかった。

「うん、文句はないわ。一緒に戦って」

「そうこなくちゃな。さて、俺おれの金かな縛しばりはもって五秒そこそこだ。もうとっくに効果が切れてる頃ころだぜ」

　その言葉のとおり、柱の向こうで、何かを軽く叩たたくような音が聞こえてくる。おそらく、立ち上がったナレシュが、服についた埃ほこりを払っているのだろう。

「あのガキ、ずいぶんと余裕かましてくれるじゃねえか。なあ、奴やつがバリアクラッカーで間違いないんだよな？」

「うん。子供の姿をしているけど、あいつはわたしの兄、ナレシュよ」

「なに？」

　さすがのクリカラも仰ぎよう天てんした。だが、今は驚おどろいている場合でないことを、彼もわかっている。

「そうかい。そんじゃあ、おまえさんの兄貴が、王だったってことか。まあ、詳しい話は後で聞くぜ。今は、戦いに集中させてもらう」

「うん。そうね」

　ベルは、修道服の裾すそを破ると、赤黒く染まった太ふと腿ももを露あらわにし、止血を施ほどこす。応急処置とすら呼べるようなものではないが、これで少しはマシに戦えるだろう。

「いい、クリカラ？　あいつの視界に入っちゃダメ。あいつは、目で捉とらえたものに、問答無用で傷を移すことができるの。アイギスでも防げないわ」

「おいおい、なんだよ、その反則みたいな攻撃は？」

「今しがた、あなたの肋ろつ骨こつが折られたのも、その力のせい」

「……なるほどな。そんな正しよう真しん正しよう銘めいの怪物と、どうやって戦うつもりだ？」

　ベルは、顎あごに手を当てて考え込む。熟考している時間はない。右みぎ脚あしの焼けるような痛みに耐えながら、可か及きゆう的てき速すみやかに、この苦境を打破する戦術を編み出さなくてはならないのだ。

「ねえ、あなたの金縛りは、もう一度使えるの？」

「無理だ。金縛りは同じ相手に何度も使えるものじゃねえ。免めん疫えきみたいのができるのか、よく仕組みはわからねえが、最低でも六十分は空あけねえと、同じ相手に効果は期待できない」

　最も有効だと思われた戦術が破は綻たんした。金かな縛しばりさえ効けば、動けないナレシュを目隠しして、拘こう束そくすることも可能だったのだが……。一時間以上、戦況を維持するのは不可能だ。ましてや、片かた脚あしを負傷した今では、逃げ回ることすらできないだろう。

　もしかしたら、ナレシュに打ち勝つことができる唯ゆい一いつのチャンスを棒に振ってしまったのではないかという不安がよぎった。クリカラが突入し、金縛りを使ったあの一いつ瞬しゆんこそが、千せん載ざい一いち遇ぐうの好機であったことは確かなのだ。

　ベルは首を振った。過ぎたことを悔くやんでも仕方がない。次に有効な戦術を考えるより他ほかにないではないか。

　すぐに思いつくのは、カタコンベでシビルがとった戦術である。

　ベルはトーメント・デバイスから、擲てき弾だんを取り外した。爆発によって礼拝堂の天井を崩し、ナレシュを生き埋めにする方法だ。だが、これは成功率が極めて低いように思われる。カタコンベで一度使っている以上、ナレシュはこれを一番警戒しているのではないだろうか。柱から飛び出し、彼の頭上に擲弾を投げようとした瞬間、狙ねらい撃ちにされるのは火を見るよりも明らかである。どうする……。

「──なるほど、おまえがベルの護衛のバジリスクか。王であるぼくを投げ飛ばすとは、無礼がすぎるんじゃないか？　それとも、臣下として王命を忠実に守ったつもりなのかい？」

　思索に耽ふけっていると、またしてもナレシュが堂内に声を響ひびかせた。

「だったら喜べ。おまえへの王命を撤てつ回かいしよう。かわりに、新たな王命を下してやる。──ベルヘルミナ・バスカヴィルを捕らえて、ぼくの前に連れてこい！」

　ベルは、強こわ張ばった表情でクリカラを見上げる。彼は、苦虫を嚙かみ潰つぶしたように肩を震ふるわせていた。その葛かつ藤とうは、いかばかりであったろうか。

「……生憎あいにくだったな」

　絞り出すような、クリカラの低い声が零こぼれた。

「俺おれは、たとえ王様だろうと顔も知らねえような奴やつに尽くすのは、もう真っ平ごめんなんだよ。他をあたってくれ」

　クリカラは、ただでさえ大きな口を横に広げ、牙きばを剝むき出しにして傍かたわらの相棒に微笑ほほえんだ。

　苦境にあることも忘れ、ベルは安あん堵どのあまり微笑み返す。

「バジリスク、今の言葉、すぐに後こう悔かいさせてあげるよ。楽に死ねると思うな？」

　凍いてつくような殺意が、ナレシュの言葉の端々から感じられた。冗談など微み塵じんも含まれていないだろう。

　ところが、そう宣言してからもナレシュが積極的に動き出す気配はなかった。ひたすら、こちらが柱の陰から飛び出すのを待ち構えているのだろうか。

「……解げせねえな。野郎、圧倒的に有利な立場にいながら、なんでかかってこねえんだ？」

　ベルの気持ちを代弁するかのように、クリカラが疑問を口にする。

　思い返せば、さっきこの礼拝堂に踏み込んだ時もそうだった。ナレシュはお喋しやべりに興じるばかりで、仕掛けてこようとはしなかったのだ。

　考えてみると、カタコンベでの戦いも、おかしな点があった。なぜ、ナレシュは自分の周りだけ灯あかりを消す必要があったのだろうか。もちろん、自分の正体を薄うす闇やみに隠せるメリットはある。だが、大きなデメリットだって無視できない。灯りを消して薄闇をつくれば、そこに自分がいることを相手に知られ、警戒されてしまうではないか。

　──もしかして。

　ベルのなかで、雷光のような閃ひらめきが走った。

　あるのだ。バリアクラッカーには、もう一つの弱点が。そして、それはこの劣勢を挽ばん回かいできる唯ゆい一いつの道だろう。

「クリカラ、耳を貸して──」

　ベルは、小声でクリカラに作戦を伝えると、彼に擲てき弾だんを握らせた。

「なるほどな……。賭かけてみる価値はありそうだ」

「きっと、あなたには辛つらい思いをさせてしまうことになるわ。運が悪ければ、命だって……」

「それは言いっこ無しにしようや。俺おれには、おまえさんの方がずっと辛そうに見えるからな」

「……うん、わかった。言いっこ無しにする」

　ベルは、早速行動に移る。トーメント・デバイスを大きく振り回すと、壁かべ際ぎわに立ち並ぶ燭しよく台だいに向けて放り投げた。甲かん高だかい金属音を発し、いくつもの燭台が吹き飛んでゆく。幸い、何かに燃え移ることなく炎は搔かき消え、壁と柱の間に薄闇の空間がつくり出された。

　生まれたばかりの暗がりに、クリカラが躍り出る。擲弾を右手で握り締め、ナレシュの頭上をめがけて大きく振りかぶった。

　すると、待っていたとばかりに、嬉き々きとしてナレシュは自分の右手首をへし折ってみせた。

　冷徹な光が開花し、クリカラが悲痛な叫びを上げる。彼の手から、擲弾が転がり落ちた。

「おっと、まだ終わりじゃないよ」

　残忍な笑みを浮かべたナレシュは、長なが椅い子すの背に片かた脚あしを乗せると、伸びきった膝ひざに、力一杯手刀を叩たたき込む。欠片かけらほどの容よう赦しやもなく、セカンド・アイギスがクリカラに損傷を伝送する。

「ぐおおおおおおお！」

　クリカラが、もんどりを打って倒れ込んだ。

「これで、もう蹴けり上げることもできなくなったね？　ぼくがとどめを刺すまでもない。自分が投げようとした爆弾で惨みじめに死ぬがいい」

　クリカラはレプトイドだ。当然アイギスが発動することもなく、爆発のなかに身を晒さらせば、いかに頑がん丈じような鱗うろこがあったとしても死は免まぬかれない。

　しかし、ここに至って異常な事態が起こった。いつまで経たっても、擲弾が爆発しないのだ。

　さぞかし怪け訝げんに思ったことだろう。ナレシュは首を傾かしげ、目を糸のように細める。そして次の瞬しゆん間かん、彼は死に神でも見たかのように、表情を強こわ張ばらせた。

　今、この無敵の王も気付いたのだろう。薄うす闇やみのなかに転がった擲てき弾だんには、安全ピンが刺さったままであることに。そう、クリカラの擲弾は囮おとりだったのだ。

　ナレシュが、弾はじかれたように背後を振り返った。

　──白髪から覗のぞく彼の双そう眸ぼうに、ベルの闘志を漲みなぎらせた瞳ひとみが映る。クリカラがナレシュの注意を一身に受けている間、ベルは柱の反対側から飛び出し、並んでいる長なが椅い子すの下を這はいずって、宿敵に肉にく薄はくしていたのだ。

　ベルは、正面からがっちりとナレシュの頭を両手で挟はさみ込む。絶対に舌を嚙かませたりはしない。そして歯を食いしばると、渾こん身しんの力を込めて、彼の額ひたいに頭突きを叩たたき込んだ。

　痛つう烈れつな衝しよう撃げき音おんとともに、ベルの額に光の花はな弁びらが咲く。

　ナレシュは、叫び声を上げる間もなく卒倒した。仰あお向むけに倒れ伏し、動かない。

　ベルが看破した彼のもう一つの弱点……それは、接近戦における頭部への攻撃だった。

　人間は眼前に物体が急接近すると、反射的に対象から目を逸そらしたり、目を瞑つぶったりしてしまうものである。ましてや意表を衝つかれた末、密着した状態から繰り出される頭突きに対しては、なおのことだろう。いうなれば、生まれながらに有する反射神経こそが、皮肉にもバリアクラッカーの弱点だったのだ。
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　戸惑いと不審に満ちたざわめきが、周囲を取り巻いている。往ゆく手を阻はばまれるたびに、一いつ喝かつのもと、群衆に道をあけさせてきた。

　ベルは足を引きずりながら、修道院の回廊を懸命に進んだ。片かた脚あしが思うようにならないことも辛つらかったが、背中におぶったものが重くて仕方がなかった。何度背負い直したかわからない。

　もう息が上がってしまうのではないかという頃ころ、ようやく目的の部屋の前へと辿たどり着いた。制止を訴える群衆の声が一段と強くなる。知ったことではない。今、この部屋に入らなければ、すべては水泡に帰すのだ。

　行ぎよう儀ぎが悪いことは百も承知で、ベルは体当たりをするように扉を開けた。予想以上に体重が乗って、前のめりになりながら入室する形になってしまう。

　その部屋で──いや、その会場で、ベルは奇異の視線に迎えられた。

　冷ややかな眼まな差ざしを向けてくるのは、会場に列席している立派な法ほう衣えを纏まとった人々だ。彼らが、他ほかの修道院の枢すう機き卿きようや司し教きようであることは、容易に想像がつく。

　一方、ベルの闖ちん入にゆうに関心を払わない者もいた。この場に引きずり出されているミューである。彼女は手て枷かせをされ、犬のように鎖に繫つながれたまま、淀よどんだ瞳ひとみで足元を見つめるばかりだ。そこに何が落ちているわけでもないというのに。

「ミュー！」

　ベルの力強い呼びかけに応こたえ、彼女はゆっくりと顔を上げる。そして、大きく瞳を見開いた。

　その瞬しゆん間かん、ミューの双そう眸ぼうに初めて違う光が宿ったように、ベルには感じられてならなかった。

　今こそ誓いを果たす時だ。ベルは毅き然ぜんとして言い放つ。

「皆様、大だい審しん問もん会かいの最中、失礼致いたします。異い端たん審問官ベルヘルミナ・バスカヴィルです」

　机を叩たたき、ディミアン・グイドーニス司し教きようが激げつ昂こうする。

「これはどういうつもりだ、バスカヴィル!?」

　ベルは、憤ふん慨がいするディミアンなど意に介さなかった。堂々と枢すう機き卿きよう達の前に進み出ると、背中で眠っている白髪の少年を背負い直す。

　少年は目隠しをされ、手枷をされた異様な姿だ。当然のように枢機卿達は、ベルとこの少年に関心を寄せていった。

「まあ、待ちたまえ、グイドーニス司教。彼女の話も聞いてみようじゃないか」

「し、しかし、この女には異端の嫌疑がかけられているのですぞ？」

　脂あぶら汗あせを浮かべたディミアンが抗議したが、会場内の興味は、俄が然ぜん闖入者へと集中していた。

　枢機卿の一人が、低い声で詰きつ問もんしてくる。

「一体何ごとかね？　神聖な審問会を妨ぼう害がいした以上、答えによっては無事で済まないことくらい、わかっているだろうね？」

「心得ています」

　ベルは、これまで群衆を一いつ喝かつのもとに押しのけてきた言葉を繰り返すことにした。彼らが道をあけざるを得なかった、この言葉を。

「──バリアクラッカーを拘こう束そくしました。何なに卒とぞ、ご裁断をいただきたく思います！」




　リンゴの焼けた香ばしいかおりが、鼻をくすぐる。

　白い湯気を上げ、黄こ金がね色いろのアップルパイがカウンターテーブルに置かれた。うっとりとしてしまうほど魅み惑わく的てきな贈り物に、思わずベルは歓声を上げてしまう。

「そいつは、俺おれ達からの復帰祝いだ。おまえさんの現場復帰、明日からだもんな」

「うわわわわ、なんて美味おいしそうなの～」

　瞳をキラキラと輝かせるベルを見て、隣となりに座ったクリカラは高らかに笑った。

「そんだけ喜んでもらえりゃあ、わざわざ作った甲斐かいがあったってもんだぜ」

「え？　このアップルパイ、クリカラが作ってくれたの？」

「あ、まあ、リンゴを山ほど手に入れたのは、俺だからなあ。半分は俺が作ったようなもんだ」

　無茶苦茶な理屈を豪ごう語ごした。

「それは、いくらなんでも無理があるのでは？」

　カウンターの奥から、初老の店主が呆あきれたように異議を唱える。

「実際、アップルパイをこしらえたのは、私と、手伝ってくれたこの子でしょう？」

　店主に促うながされ、愛らしいエプロンを纏まとった白髪の少女が、厨ちゆう房ぼうから姿を現した。アップルパイを知らなかった彼女は、店主に教えてもらいながら、一所懸命に手伝ったのだろう。

　ベルは嬉うれしくなって、少女の美しい髪を撫なでまわしてしまう。

「ありがとう、ミュー。それに、ごめんね。アップルパイは、わたしがミューに食べさせてあげるって約束してたのに。逆になっちゃったね」

　ミューは少し微笑ほほえむと、テーブルの上のアップルパイを指さした。

「あ、冷めないうちに食べてってことね？」

　こくりと頷うなずく。

「それでは、お言葉に甘えていただきます」

　ベルは、神に感謝の祈りを捧ささげた。

　教会の説く神が紛まがい物であったことを知った今でも、ベルは祈りの習慣を止やめようとは思わなかった。神様は、きっと己おのれの心の内にもいらっしゃる──そう信じることにしたから。

　ベルは、切り分けたパイを頰ほお張ばる。ほっぺが、とろけそうなくらい美味だった。もっとも、一人では食べきれない量のため、クリカラ達にもお裾すそ分わけをする。

　歓談のなか、各おの々おのの皿が空になると、店主は食器を片付け始め、カウンターの奥へと引っ込んでいった。

　ミューは、カウンターの奥に置いてある、リンゴの詰まった袋を見つめている。何か試行錯さく誤ごしている様子が窺うかがえるので、彼女なりに新しいデザートでも考えているのかもしれない。

「……あの子、笑えるようになったんだな」

　クリカラが、カウンターに頰ほお杖づえを突きながら、ぽつりと言う。

「うん、少しだけどね」

「それでもいい傾向さ。おまえさんと一緒に暮らしだしたのが、正解だったんだろうよ」

「ミューも、そう思ってくれてるといいな」

「思ってるさ。おまえさんは、いい叔母おばさんだよ」

「その言い方、やめて」

　ベルは、ぴしゃりとクリカラに言う。別に彼の言葉に間違いがあったわけではないが、十七歳で叔母さん呼ばわりは抵抗があった。是ぜ非ひとも遠えん慮りよしていただきたい。

「……思ってるさ。おまえさんは、いい保護者だよ」

　律りち儀ぎにもクリカラは言い直してくれた。

「あの子、保護観察処分だっけか？　さすがに無罪放免ってわけにはいかなかったが、肝かん心じんの観察役がおまえさんなら悪くない落としどころだ。それに、おまえさん自身の異い端たんの嫌疑も晴れたしな。七日前の状況と比べりゃあ、雲うん泥でいの差だぜ」

「うん……」

　こうして、ベルとクリカラが揃そろって『モーニン』を訪れるのは、七日ぶりになる。

　サン・フォルス島での死闘から一週間、重傷を負ったベルは、療養を余よ儀ぎなくされた。その間、審しん問もん官かんとしての役目からも一時解放されていたのだが、それも今日までの話。みんなが祝ってくれたように、明日から現場への復帰が決まっている。

　そうは言っても──ベルは、脇わきに立てかけてある松まつ葉ば杖づえにチラリと視線を向けた。しばらくは、片手にトーメント・デバイス、もう片方の手には松葉杖という、奇天烈きてれつな出いで立ちでお役目に臨のぞまなければならないだろう。想像してみると、ひたすら不格好だ。もっとも、まだ松葉杖なしに歩くのは難しい。太ふと腿ももの傷が癒いえるまで、甘んじて受け入れなければならない。

　それに比べて、クリカラはどうであろうか。思わず、まじまじと見つめてしまう。

「おい、なに今さらジロジロ見てんだ？　照れ臭くせえじゃねえか」

　何を勘かん違ちがいしたのか、クリカラは微かすかに頰ほおを染めた。

「ねえ、その手……。それに脚あしも……。あなた、もう骨折治っちゃったの？」

　ベルが小声でクリカラに問いかけると、調子を合わせるように、彼も小声で答える。

「ああ。一週間もあれば充分だ。おまえさんこそ、やたら回復に時間がかかってるみたいだな」

「正直、驚おどろいているわ。人間とレプトイドで、ここまで回復力に差があったなんて」

「確かに、怪け我がする人間がいなかったぶん、比べようがねえもんな。ま、俺おれはこのとおりだよ」

「よかった。シスター・シビルも、元気になってるといいけど……」

　大審問会でのベルの行動は、凄すさまじい波紋を中央修道会にもたらした。

　ディミアンが、大々的にミューを異端者として裁こうと用意した舞台で、彼は大恥をかいてしまったのだ。危うく、無実の少女に濡ぬれ衣ぎぬを着せるところだったと、参列した枢すう機き卿きよう達から非難を浴びせられた。

　今や、彼の権けん威いは地に堕おちたようなものだった。養女であるシビルも、少なからず余波を受けてしまったのではないかと、ベルは気掛かりでならない。

「彼女、わたしのせいで、大変な思いをしてるんじゃないかしら……」

「へっ、あのチビが、そんなんでへばるタマかよ。だいたい、おまえさんのせいじゃねえだろ？　グイドーニス司し教きようの失しつ脚きやくは、身から出た錆さびだ。チビも、おまえさんを逆さか恨うらみするような真似まねはしないだろうさ。もっとも、打倒ベルヘルミナで燃えてるだろうが、そんなのいつもと変わんねえだろ？」

「へえ……」

　ベルは、キョトンとしてしまう。

「なんだよ？」

「もしかしたら、クリカラとシスター・シビルって、仲がいいんじゃないかなって思って……」

「バカか！　ンなわけあるか、あいつは天敵だ！」

　クリカラが不機嫌に唸うなる。よっぽど癇かんに障さわったらしい。

　カウンターの奥から、ミューと店主が驚おどろいたような顔を覗のぞかせている。ベルは、なんでもないと言わんばかりに、彼らに軽く手を振ってみせた。

　クリカラは目を据すわらせると、反撃とばかりに悪たれた口調で話す。

「そういうおまえさんは、どうなんだよ？　そんな体で現場復帰しても、踏ん張りがきかねえんじゃねえのか？　必殺技も威い力りよく半減だろ？」

「必殺技？　何のこと？」

「ヘッドバットだよ、ヘッドバット。おまえさん、今じゃあバリアクラッカーを頭突きで倒した、ヘッドバット・シスターとして名を馳はせてるんだぜ？」

「な、なにそれ──!?」

　寝耳に水な上、最悪だった。いつの間に、そんな恥ずかしいあだ名をつけられていたのだろうか。

「ちょっと、その噂うわさを広めたの、あなたでしょう？　あなたと兄さん以外、頭突きのことを知ってる人はいないはずだわ！」

　またしてもカウンターの奥で、店主とミューが目を白黒させる。興奮のあまり大声を出していたようだ。やがて店主は、呆あつ気けにとられるミューにウィンクを残すと、厨ちゆう房ぼうへと引き下がってしまった。大方、いちいち気にしていても仕方がないとでも言いたかったのだろう。

　からかうように笑っていたクリカラだったが、気が済んだのか、両の掌てのひらを向けて謝意を示す。

「悪かったよ。ちょっと酒の勢いで話したら、予想外に広まっちまったんだ……」

「まったく、もう……」

　ベルは、頰ほおを膨ふくらませてみせた。こうしてクリカラと他た愛わいのないやり取りをして、笑ったり怒ったりしていると、救われる心地がした。努めて明るく振る舞う必要がないからだ。

　そんなベルの空から元げん気きが見抜かれていたのかもしれない。クリカラは黒髪を搔かくと、思案顔を浮かべた。カウンターの奥を気にしてか、声のトーンを落として話し始める。

「んで……だ。おまえさん、本当に大だい丈じよう夫ぶなのか？　体のことじゃねえぞ。バリアクラッカーは、その……おまえさんの兄貴だったろ。だからよ……」

　憂ゆう慮りよに堪たえなかったのだろう。言い淀よどみながらも、クリカラは切実な疑問を投げかけてきた。

　ベルの顔がみるみる曇くもってゆく。おそらく、相棒のこんな表情を見るのは彼も不本意だったに違いない。だからこそ、今までこの話題を出さずにいたのではなかろうか。

「……気にしないで、もう大丈夫だから」

　言葉とは裏腹に、ベルの声はどこか力がなかった。らしくないとベル自身が思う。こんな答え方では、かえってクリカラを心配させるだけではないか。わかっていても、ナレシュのことでは平常心を装よそおうことすら難しい。別人のように変へん貌ぼうしていたとはいえ、あの兄を自らの手で捕ほ縛ばくした事実は、ベルの心の内に癒いえることのない深い傷を刻み込んでしまったのだ。

「……そうか」

　クリカラは、ふっと微笑ほほえんでみせた。ベルの下手へたな芝しば居いに付き合った作り笑いであることは、確かめるまでもないだろう。すぐに彼は、眉まゆをひそめて話を続ける。

「なら、これからは頭を切り替えておけ。きな臭くさい教会には気を付けた方がいい。おまえさん、あの島で『黙もく示し録ろく』を見てるんだろ？　だから、バリアクラッカーと渡り合えたんだよな？」

　ベルは、どきりとする。

「俺おれには、そこに書かれているものが、どんなものか想像もつかねえ。でもな、表おもて沙ざ汰たにできないヤバイものだってのは見当がつくぜ。そこのとこ、教会とは折り合いついてんのか？」

「うん、まあ……」

　実際のところ、ミューの保護観察処分を勝ち得たのも、バリアクラッカーを兄にもつ自分が審しん問もん官かんでいられるのも、教会からの無言の圧力のように思えてならない。そこには、教会の目の届くところに、危険分子を置いておこうとする意図が見え隠れしていた。

「だったら、俺が口を挟はさむことじゃねえかもな」

　クリカラが、グラスに口をつけて言う。

　ベルは、いたたまれない気持ちになった。自分を案じてくれるクリカラの優やさしさが、棘とげのように心に刺さる。

　結局、未いまだにアイギスの真実を、彼には打ち明けられていない。いつか伝えなければならないと頭でわかっていても、それを危うく思う気持ちがブレーキをかけるのだ。

　際限のない葛かつ藤とうが、胸のなかで繰り返されていた。黙っていることが罪であるように、その罪の意識から逃れようとするあまり、軽率に告白することも、また罪ではないのかと。

　出口のない迷路に迷い込んだようにさえ思う。今ならば、クリカラやヨープの気持ちが、痛いほどわかった。

「なあ、ベル。もうひとつ聞かせてくれ」

「なに？」

「おまえさん、まだ教会の上層部を目指すつもりはあるか？」

　クリカラの質問は、ベルがこの七日間、自問自答し続けてきたものだった。バリアクラッカー事件で、ベルは大切なものをたくさん失い、忌いまわしい真実を知った。もはや、事件に携たずさわる前の無知な自分ではないのだ。改めて、自身にも道を示さなくてはならない。

「──あるわ」

　ベルは答えた。

「わたしは、やっぱり力が欲しい。今の人間とレプトイドの関係を変える力を。それは、とても難しいことだろうけど、人間とレプトイドが共存することで、異い端たん者しやの烙らく印いんに嘆なげく人もいなくなるだろうから……」

　その目標の達成が、どれほど困難であるかは、ベルが誰だれよりもわかっていた。人間にとってレプトイドは必要な存在であるが、レプトイドにとって人間は害でしかない存在なのだ。その真実を、教会は必死に隠いん蔽ぺいし、人間にとって都合のよい社会を保ってきた。

　しかし、本当にこれがゴールなのだろうか。もっと両者にとって最善の関係があるのではないかと思えてならない。

　両者が新たな関係を築くためには、ナレシュが企くわだてたように、いつかアイギスの機能を破壊するよりないのかもしれない。しかし、それは準備の整っていない今ではない。ましてや、独善的な正義によって行使されてはならないものだ。

　ベルの思いが、言葉となって流れ出る。

「兄さんが望んだ偏かたよった変革じゃない。今のアーモロートのような一方的な秩序でもない。人間も、レプトイドも、尊厳をもって生きていける──そんな未来を、わたしは見たい」

　クリカラは、満足そうに頷うなずいた。

「それを聞いて安心したぜ。これで、俺おれも思い残すことなく──」

「──だからね、わたしは、あなたを捕まえない」

　よほど意外だったのだろう。クリカラが、耳を疑うような表情を向けてきた。

「あなたの言おうとすることなんて、だいたい想像つくわ。だって、わたし達相棒だもん」

「待て。カタコンベでも言っただろうが？　バリアクラッカーとケリをつけたら、おまえさんに捕まってやるって」

「それは、わたしが審しん問もん官かんとして、あなたを見逃せなかったらという話だったでしょう？」

「じゃあ、それは異い端たん審問官としての答えなのか？」

　力強い意志を宿したベルの瞳ひとみが、クリカラを見み据すえる。

「そうよ。審問官であるわたしが目指すのは、人間とレプトイドの共存なの。だから、あなたには、これからもわたしの相棒として尽じん力りよくしてもらいたい」

「おまえって奴やつは……」

「あなたには、また同どう胞ほうを売らせるような辛つらい役目をお願いすることになると思う。それでもあなたが、もう一度わたしに賭かけてくれると言うのなら、きっと目標に近づいていける」

　クリカラは、鼻をこすりながら吐き捨てた。

「へっ、大バカ野郎が。こちとら賭けから降りたつもりはないんだぜ。ずっと、おまえさんに賭けっ放しだろうが？」

「うん、そうだったね……」

　ベルは、不器用で優やさしい相棒を、心より愛いとしく思った。彼となら、もっと高みに昇ってゆけるのではないか。この不毛な世界の仕組みさえ作り直せる高みへと。

　いずれ、アイギスの正体を公表しなくてはならない時が必ずくるだろう。禁きん忌きの箱が開かれ、残ざん酷こくな真実が白日のもとに晒さらされることで、人々はこの上ない衝しよう撃げきを受けるに違いない。その時、人間社会は一体どのような顔を覗のぞかせ、変化してゆくのだろうか。

　ナレシュは言った、何も変わらないと。しかし、ベルはそうは思わない。たとえ絵空事だと罵ののしられても、そう信じたいのだ。未来の答えなど、誰だれにも断言できないのだから。

　一いつ寸すん先は闇やみ、それが未来だ。不確定であるからこそ、変化の可能性を信じたい。いや、変化の可能性に賭かけたいと、切に願うことは間違いではないはずだ。

　ベルが胸に抱いだくものは、時として絶望の種にもなる。それでも、人が人らしく生きてゆくには必要不可欠なものだろう。これこそが、未来という闇を照らす希望という名の灯ともし火びだ。

　思考に没頭していたためだろうか。ベルは、こちらを心配そうに見つめる愛らしい瞳ひとみの存在に気付くのが遅れてしまった。つい取り繕つくろったような笑顔をミューに向けてしまう。

「あ、心配しないで。なんでもないの」

　その仕草は、かえって彼女を案じさせてしまったようだ。小さな唇くちびるが僅わずかに開く。

「……ひとりで……悩ま……ないで」

　消え入りそうな声が、少女から零こぼれ出た。

　ベルは驚おどろきのあまり言葉が出てこない。隣となりでは、飛び上がらんばかりに、クリカラが立ち上がった。

　今、ミューが喋しやべったのだ。ベルのことを気き遣づかい、優やさしい言葉を紡つむいでくれたのである。

　思わずベルは、小さなミューの体を強く抱だきしめていた。熱い何かが、胸の奥から溢あふれ出してくる。それは、喜びと感謝が入り混じった不思議な衝動。

「おい、マスター、祝杯だ！　もういっぺん祝杯をあげるぜ！」

　クリカラが嬉き々きとして、店主を呼びに厨ちゆう房ぼうへと入っていった。

　祝杯……そうだ、お祝いをしよう。ベルは自分の復帰よりも何よりも、ミューが喋れるようになったことが嬉うれしくて堪たまらなかった。

　ベルの腕のなかで、もぞりと動いたミューは、手にしていた剝むきかけのリンゴを見せてくる。

　はっとなって、ベルは照れ臭くさそうにミューの抱ほう擁ようを解いた。

「そ、そっか、リンゴ剝きかけだったのね。えっと、その……急にごめんね、痛かったよね？」

　解放されたミューは小さく頭かぶりを振ると、嬉しそうにカウンターの奥へと戻ってゆく。台に置いてあった果物くだものナイフを手に取り、リンゴの皮むき作業を再開した。

　懸命にリンゴの皮と格闘するミューの様子を眺ながめるうちに、ベルは心が落ち着いてゆくのを感じていた。落ち着き──いや、これは安らぎだ。無我夢中で走り続けてきたベルが、久々に味わうことを許された穏おだやかな心境だった。

「あっ……」

　その時、再び小さな声が聞こえた。彼女の二度目の声を聞きとれたのは、この場にいたベルのみだろう。

「──っ！」

　途と端たん、ベルは唐とう突とつな刺激を覚えた。

　この感覚は記憶に新しい。焼けるようでいて、痺しびれるような感覚。これは、そう──痛みだ。

「どうした、ベル？」

　よほど驚おどろいた顔をしていたのだろう。クリカラが、厨ちゆう房ぼうから心配そうに声をかけてきた。

　痛みの走った左手に目を落としたベルは、慌あわててグローブを外す。……なんということだ。親指に赤いラインが刻まれているではないか。一筋の血が音もなく流れ、床に滴したたり落ちてゆく。

　間違いない。これは、損傷事象の伝送だ。

　ベルは緊張した面持ちでゆっくりと顔を上げる。その視線の先──カウンターの奥には、自分の左手と睨にらめっこをするミューの姿があった。右手に果物くだものナイフを持った彼女は、不思議そうに左手の親指を見つめている。

　湧わき上がる不安が、風雲急を告げるようだった。望むと望まざるとに拘かかわらず、世界は新たな時代へ向けて車輪を回し始めたのではないだろうか。身代わりの盾たてに護まもられた偽いつわりの平和が終わりを告げる日は、すぐそこまで迫っているのかもしれない。

　赤いしずくが滴る音は、まるで変革の足音のように、ベルの耳に残ざん響きようしていた。





（了）












　あとがき




　猫のように体を丸めた中年男が、掛け布ぶ団とんを頭から被かぶり、ベッドの上で震ふるえていた。

　建て付けの悪い窓まど硝子ガラスを、風がガタガタと揺らす。まるで、夜の闇やみに紛まぎれた招かれざる客が、窓を外して部屋に侵入しようとしているかのようだ。

　しかし、浮うき世よの垢あかに塗まみれた男の心を恐怖させるのは、なにもこの風の音ばかりではない。より恐ろしいものが刻一刻と迫っているのだ。

　──締しめ切きり。それは、人類の遺伝子に刻まれた原げん初しよの恐怖の一つ。

　病的な奇声を上げると、男は枕まくらを抱かかえたままベッドから這はい出る。

　あっちこっちに跳はね上がったくせ毛だらけの黒髪が、その錯さく乱らんぶりを物語っているかのようだ。

　捨て鉢ばちになって、ふて寝している場合ではない。締切に追い立てられた男は、机にかじりつくと、震える指でパソコンの電源を入れた──。

　男の名は、囲かこい恭きよう之の介すけ。ひよっこの駆け出し作家である。

　彼のいかつい指が、キーボードの上を飛び跳ねた。強引なタイピングで、たどたどしく文字を打ち出してゆく。

　懸命に彼が書いているのは、文庫の巻末を飾る「あとがき」だ。時折、手を止めては頭を抱える様子から察するに、得意としているもののようには思えない。

　悪戦苦闘の末、己おのれが書き上げたそれを、彼は反はん芻すうするように目を通す──。




　はじめまして。もしくは、『電でん撃げき文庫MAGAZINE』での連載をご覧いただいた方には、お久しぶりでございます。

　昨年は過分にも、第二十一回電撃小説大賞・電撃文庫MAGAZINE賞をいただきました。この場をお借りして、電撃小説大賞の関係者皆様に厚く御おん礼れいを申し上げます。

　このたび『バリアクラッカー　神かみの盾たての光ひかりと影かげ』は、文庫としてもお目にかかることができました。連載時から頂ちよう戴だいしております応援メッセージ、すこぶる励はげみにしております。

　連載から文庫出版まで、たくさんの人に支えられて、本書はできているのだと実感してやみません。

　三人四脚で取り組んでいただいている担当編集の湯ゆ浅あささん、藤ふじ原わらさん、お二人のご尽じん力りよくには何とお礼を申し上げたらよいのでしょうか。ご一緒に作品をつくることができて、胸を打たれる思いです。

　ベルやクリカラをはじめ、作品世界を彩いろどってくださっているイラストレーターのＫｅＧさん、痺しびれるほど美び麗れいなタッチで描えがかれたイラストの数々に、すっかり感激してしまいました。

　そしてなによりも、本書をお手に取ってくださっているあなたに、最大級の感謝の気持ちをお伝えしたくて仕方がありません。小説は、お読みいただくことで、真の意味で完成を見るのだと勝手ながら考えています。ですので、こうして本書を完成させてくださり、ありがとうございました。加えて、本書をお楽しみいただけていたら、それに勝まさる嬉うれしさはないでしょう。

　お芝しば居いとＴＲＰＧが好きなヘンテコ新米作家ですが、次回の『バリアクラッカー』でも、またこうしてあなたにお目にかかれれば幸いです。

　末筆ながら、その日が訪れることを祈って。





二〇一五年八月八日　　　囲かこい　恭きよう之の介すけ






　──凡ぼん庸ようなものではあるが、そのぶん気持ちが籠こもっているようにも見受けられる。まずまずではないだろうか。

　気が付けば、男は再びベッドで布ふ団とんに包くるまっていた。あれだけ狼狽うろたえていたというのに、今は別人のように落ち着いている。そればかりか、穏おだやかな寝息まで立てていた。

　これが、締しめ切きりを終えた一ひと時ときの安らぎだったのだと、後々彼は気付くことになる。いずれ、一つの締切の終わりは、新たな締切の始まりなのだと、否いや応おうなく知る日が訪れるだろう。そして、その繰り返しこそが本ほん望もうに違いないと、自らの胸に刻み込んでゆくのだ。合がつ掌しよう。
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囲かこい恭きょう之の介すけ

千葉県に潜伏するレプトイド。人間になりすまし、本作で第21回電撃小説大賞〈電撃文庫MAGAZINE賞〉を受賞しデビューする。人里で暮らすうちに、自分のことを人間だと思い込むようになってしまった。

「……ワタシハ……人間デス」
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イラスト／KeG

愛媛県在住のイラストレーター。

長年に渡る引きこもり気味の生活が祟ったのか、最近よく腰を痛めてます。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.dengeki.com/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。
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